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プロローグ




「陽ひ菜な」

　子供の頃からずっとそう呼ばれてきたというのに、どこか切羽詰まったような声音で名前を紡がれると、むずむずとした言いようのない感覚が身体を走る。

　なぜだかとにかく落ち着かなくて、早く話を終えて部屋にこもってしまいたい衝動に駆られた。

「『恋がしたいのなら、俺を好きになればいい』と言ったのを覚えてるか？」

　不意に問いかけられた内容を理解するのに、一瞬の間が空いた。

　どんな話なのかとドキドキしたけれど、先日の続きなら落ち着いて会話ができそうだ。

　質問の答えはイエス。もちろん覚えている。

　半年後までに彼を好きにならなければ婚約を破棄できるという条件なのだから、忘れるはずがない。

　無言で頷いた私を見つめたまま、怜れい士じは言葉を続けた。

「陽菜は『一途に私を想ってくれる人がいい』と言ってたよな。それなら、相手は俺だっていいはずだ」

「ちょっと意味が……」

　いったいなにを言い出したのかわからず、怜士の顔を穴が開くほどジッと見つめた。

　聞き間違いじゃないなら、彼は暗に私を一途に想っていると言い出した？

　まさか。そんなことあり得ない。あまりに私が怜士を避けるから、たちの悪い冗談で嫌がらせでもしているつもりだろうか。

　首をひねって苦笑していると、私の心の声が届いたのか「言っておくけど、冗談じゃないから」と釘を刺された。

「俺は、子供の頃からずっと陽菜が好きだった」

　その言葉を聞いた瞬間、時が止まった気がした。










１．「結婚する気はありません」




　決戦の日。

　梅雨時期なのに、今日は憎らしくなるほど爽やかに晴れている。

　今朝は窓から差し込む眩しいほどの朝日に、憂鬱な気分の私の心の中とは真逆だとため息をつきたくなったけど、きっと神様が私の門出を祝福してくれているのだと前向きに捉えることにした。

　成人式以来の振り袖を着て、最近染め直したばかりのグレージュカラーの髪をアップスタイルにまとめた私は、オーダーメイドのスーツを身に纏った父と小綺麗なワンピース姿の母の隣で、無言で料理を口に運んでいる。

　今私たちがいるのは、『ホテルアナスタシア』の地下一階に位置する日本料理店『なでしこ』。

　紫し綬じゅ褒ほう章しょうを賜った腕利きの料理人が長を務めるこの店では、季節の食材を使い、器にまで拘った、目にも美しい料理の数々を楽しめる。

　二十歳の誕生日に連れてきてもらい、こういった一流の店での振る舞い方を教わって以来、二度目の来店。

　本来ならこの席には絶対に来たくなかったのだが、うやむやにせずに直談判をする絶好の機会だと思い直した。

　やはり老舗の日本料理店、見た目だけでなく味も抜群でほっぺが落ちそう。

　特に初夏ならではの脂ののった鱧を使った煮物椀が抜群。柚子の風味がなんとも爽やかだ。さらにお造りで出された鮪や鮑の刺身、鮎の塩焼き、穴子とかんぴょうの混ぜご飯もおかわりと叫びたくなるほど美味しい。

　食にこだわりがない私でも、ここの料理は高級で一流のものだとわかる。芸能人や政治家がこぞって通うというのも納得の素晴らしいお店だ。

　だから、今日ここに来てしまったことに後悔はない。

　私の意志は固いのだから、この場ではっきりと告げればいいだけのこと。

　両親と縁を切られる覚悟の私は、きっともうこの店を利用することは二度とないだろうし、最後に食べられてよかった。

　そう開き直り、私はとにかく両親たちの交わす会話をすべて聞き流し、ここまで料理に集中してきた。

　そしていよいよ水物、デザートである枇杷のゼリーが出てきたところで、ようやく私は視線を上げた。

　父の向かいに座っているのは、通信教育事業、塾の経営、教科書や参考書を扱う出版社の経営、さらには学生の留学支援など、国内教育を主軸にした企業『ＡあＳそＯうホールディングス』の頂点に立つ麻あ生そう公きみ仁ひと。

　大企業の社長の名に相応しく優しい風貌の中にも貫禄があり、ひと目で高級だとわかるスーツを着こなしている。

　その隣には成人した息子がいるとは思えないほど若々しい美貌の妻、麻生瞳ひとみ。

　そして私の目の前にいるのが、公仁と瞳のひとり息子である怜士。ＡＳＯホールディングスの御曹司様だ。

　こちらもオーダーメイドであろう身体にフィットしたスリーピースのスーツに、ダークブラウンの髪をサイドに撫でつけたカチッとしたヘアスタイルで、よそ行き仕様にまとめている。

　母親譲りの中性的な顔つきで本人はそれがコンプレックスらしいが、ぱっちりとした二重とスッと通った鼻筋、男性にしては少し厚みのある唇は配置のバランスまで完璧で、憎たらしいほど整った顔面。

　さらに百八十センチぴったりの長身とスラリとした体躯で、どこか人を惹きつける魅力を持っている。

　対して私は百五十八センチの平均体型。

　よく猫っぽいと言われる瞳は、普段はキツく見えないようにアイラインを控えているけれど、今日は気合を入れるためにしっかりと引いた。

　意識しなくても口角が上がる唇には、振り袖に負けないよう鮮やかな発色の赤い口紅に、グロスで艶をプラスしている。

　いつも以上にしっかりメイクを施したつもりだけど、怜士の完璧な顔立ちを見ると、徒労を感じて虚しくなる。

　久しぶりに会ったが、学生時代よりも男らしさみたいなものが加わったように見えた。それは週刊誌やワイドショーを騒がせるような女優やモデルまで虜にする所以なのだろうか。もしくは、年齢を重ねたせいや、社会人になり会社や世間に揉まれたせいなのかはわからないけど。

　まあ、どちらにしても私には関係ない。

　そう思いながら顔を上げた私と、目の前の怜士の視線がバチッと合う。いつから見られていたのだろう。咄嗟に目を逸らした私と違い、いまだに怜士はこちらを見つめている気がする。

　居心地が悪い。もっと言えば、かなり不快だ。

　高校生の頃から、私は怜士のこの視線が苦手だった。

　隣に綺麗な女の子をはべらせながら、私に向けられる視線。

　それはまるで『お前なんて相手にしない』と見せつけられているようで、でもどこか、もっと違う意味合いがありそうで。

　怜士の不躾な視線に無視を決め込み、両親たちが交わしている会話に意識を集中させる。

「怜士くんは本社の事業開発部とは、随分優秀ですな。入社後は奥様の旧姓を名乗られているとか」

「ええ、私の息子だからと色眼鏡で見られるのが嫌だと本人が言いましてな。二十五歳になった時に後継者指名するまでの間は伏せて働いておるんです。頑固なもんですよ」

　父親同士が仕事の話も交え穏やかに話しているかと思いきや、怜士のお母さんがいよいよ核心に迫った話を切り出した。

「会社の後継者指名と一緒に婚約発表もするのでしょう？　早くパーティーの会場を押さえないと」

　その言葉に、私はドキリとしながら枇杷ゼリーを飲み込んだ。

「そうだな、会場はこのホテルの宴会場にしようか。時期は陽菜ちゃんの誕生日あたりですかな」

　怜士のお父さんが具体案を出すと、父が嬉しそうに頷く。

「ええ。陽菜は三月に二十五になるので、もう一年を切っていますし、そろそろ準備を始めなくては」

「あら、じゃあ陽菜ちゃんのお誕生日祝いも兼ねて盛大にしましょうよ。お誕生日に婚約発表なんて素敵じゃない！」

　怜士のお母さんが、夢見る少女のように胸の前で手を組んで声高に提案した。

　どんどん話が具体的になる前に歯止めをかけなくては。

　この席に着いたのは、この店の料理を堪能するためだけではないんだから。

　飲み込んだ枇杷ゼリーの爽やかな後味が私の背中を押してくれる。

　この日のためにずっと努力してきた。高校生の頃から、ずっと解放されることを望んできた。言いたいことの半分も言えず、やりたいことも後回しにして、屈辱に耐えながらずっとずっとこの時を待っていた。

　それがようやく叶うのだと思うと、心臓がバクバクと音を立てる。

　武者震いしそうなほど興奮した振り袖の中の身体は火照っているのに、緊張しているせいか指先が冷たい。

　キラキラ光る金粉が浮いた緑茶で喉を潤し、背筋をピンと伸ばした私は、数年来の目的を果たすため、すうっと大きく息を吸った。

「そうだね、せっかくなら取引先も呼んで盛大に――」

「あの！」

　会話を遮るように大きな声を出した私に、麻生の両親は驚いてこちらに視線を向けた。

　父は顔を顰しかめ、母は小声で私の名前を呼んで嗜たしなめる。

　それに怯むことなく、私は努めて無表情で両親を一瞥し、長年ずっと両親に言い続けてきたことを改めて宣言した。

「私は、結婚する気はありません」

　私の突然の発言に、その場がシンと静まり返る。

　しかしそれも一瞬で、母の奥に座る父が腰を浮かせ、こめかみに青筋を立てて怒りをぶつけてきた。

「陽菜！　お前は……っ、ここまで来て今更いったいなにを言っているんだ！」

　父が激怒するのは想定内。母もただ私と父に挟まれオロオロしているだけで味方になってくれる気配はない。

　しかしそんな母に落胆する時期はもう過ぎた。今まで一度だって、父に逆らって私の味方になってくれたことはない。

「今更なのはそっちでしょう？　私はもう何年も前から嫌だと言っていたし、断ってほしいと何度もお願いしてきたはずです」

「ふざけるな！　そんなワガママが通ると思っているのか！」

「……ワガママ？」

　父の言葉にカチンとくる。

『霧きり崎さき商事』の社長を務める父は、昔からこうして高圧的に話をする人だった。

　霧崎家は江戸時代までは公家、明治以降は華族と名乗ることを許された由緒ある家柄で、小さい頃から厳しく躾けられ、両親にさえ敬語を使うように言われてきた。

　父は仕事第一で家に寄りつかず、たまに顔を見れば『飯』『風呂』と単語しか発しない。そのくせ機嫌が悪かったり自分の思い通りに母や私や通いの家政婦さんが動かなかったりすれば、文句ばかり。

　そんな父とお見合いで結婚した霧崎家同様旧家出身の母は、従順に従いつつもやはり居心地がいいとは言えないらしく、私が高校を卒業すると同時に古い友人と旅行三昧をしていて、こちらも家を空けがち。

　冷え切った夫婦関係ならさっさと離婚すればいいものを、父は旧華族であるプライドや体裁から、母は働いたこともなく家事も家政婦任せの自活能力のなさから、形ばかりの家庭を維持している。

　私の家だけでなく、霧崎家の親戚はどこもそんな家庭ばかり。

　だから、子供の頃から盆暮れの集まりが苦手で仕方なかった。

　父や叔父たちは酒を飲みながら妻や子供を放置したまま仕事の話。伯母たちは子供の自慢話でマウントの取り合い。従兄弟たちも、将来誰が霧崎商事を継ぐのかと躍起になってギスギスしていた。

　霧崎家の男児が継ぐとされているので、私はその醜い争いに加わらずに済んだけど、母は長男である父に嫁いだのに男の子を産めなかったことでかなりきつく当たられていたし、親戚の中でも肩身が狭そうだったのをよく覚えている。

　当然ながら父がそんな母を庇うことはなかった。

　中学に上がる頃には勉強や部活を理由に、親戚の集まりに行くのをやめた。

　そんな裕福とはいえ残念な家庭で育った私が、この結婚を拒むのはワガママなんだろうか。

　お見合い結婚の末に破綻した夫婦を間近で見てきたため、まったくと言っていいほどこの結婚の先に希望はない。

　まして相手は世界で一番嫌いな男。幸せな未来は絶望的だ。

　しかし両親にとって、そんなことどうだっていいに違いない。

　私個人の幸せなんて霧崎の家名や会社の前ではどうだってよくて、ひとり娘である私を麻生家に差し出そうとしているのだ。

〝霧崎家の娘は旧華族の名に相応しく、大企業の御曹司に嫁いだ〟という事実が欲しいだけ。そんなどうでもいい見栄のために、私を売り払うかのように結婚を決めようとしている。

　なるべく感情的にならないようにと思っていたけど、やっぱり無理。

　ずっと蓄積されてきた鬱憤が胸の中でぐるぐると渦巻き、今にも決壊してしまいそうなほど湧き上がってくる。

「自分で自由に結婚相手を選びたいというのが、そんなにワガママ……？」

　自分でも思っていた以上に大きく、大人げなくムッとした感情を隠せていない声が出た。

　両親に対して敬語を使わないのも、物心がついてから初めてかもしれない。

「お前は霧崎家の娘だろう。家のために結婚をするのは当然だ！　なんのために保育士なんて遊びみたいな仕事に就くのを許したと思ってるんだ！」

　時代錯誤も甚だしい発言だが、父は至極真っ当なことを言っていると信じて疑っていない。そんな父と結婚して女性として幸せだったとは言えないであろう母も、この発言に口を挟むことはない。

　改めて自分の家族の歪さに盛大なため息が漏れる。

　さらに自分が誇りを持って働いている職業まで貶められ、怒りに火がついた。

「今時家のための結婚とか……、バカみたい」

「なんだと!?　いったい誰のおかげで何不自由なく生活ができていたと思っているんだ！」

　父がよく昔のドラマで聞いたようなセリフを叫んだ。

　よくもまぁそんなテンプレートな言葉が出るものだと思う。もちろん生活に不自由なく暮らせたのには感謝している。

　だからといって贅沢したかったわけではないし、旧華族という古びた価値観の家柄に固執する親戚たちの気持ちはまったくわからない。

　さすがに麻生家の前だと我に返ったのか、父は咳払いをして、自身を無理やり落ち着かせようとしているのが見て取れる。

「相手はＡＳＯホールディングスの後継者だというのに、なにがそんなに気に入らないんだ」

　ＡＳＯホールディングスの後継者がいったいなんだと言うの？　父も母も、愛のない結婚をして、自分の人生に一度だって疑問を抱いたことはないんだろうか。

「全部よ。家や会社のために自分を犠牲にして好きでもない相手に嫁ぐなんてまっぴら！　お父さんとお母さんみたいに幸せの欠片もない結婚なんて絶対に嫌！」

　言いたいことを言うのなら今しかない。

　ずっと我慢してきた気持ちを、ここぞとばかりにぶちまけた。すると私の言葉に激昂した父は、ここが一流ホテル内の店だということも忘れて大声を出した。

「お前……っ、勘当するぞ！」

　ヒートアップしてきた私たち親子の言い争いに、しばらくは呆気に取られていた怜士のお父さんが〝勘当〟という不穏なワードで我に返ったように仲裁に入ってくる。

「ま、まぁまぁ霧崎さん。陽菜ちゃんも、少し落ち着いて……」

　とりなそうとしてくれた怜士のお父さんの言葉を遮り、私は父を睨み返したまま言葉を返した。

「では、そうしてください」

　もしかしたら勘当されるかもしれないと思っていたから、ためらわずにその言葉を発することができたけど、どことなく声が揺れてしまったのが悔しい。

　本当はもっと毅然と言いたかったのに、やはりまだ私には両親に期待する気持ちが残っていたんだろうか。

「陽菜!?」

「陽菜ちゃん!?」

　傍観するしかなかった母と怜士のお母さんは驚いて私を見つめる。

　きっと彼女たちには、父や夫の意見に背くという選択肢はないんだろう。そういう価値観の中で何十年も生きてきたのだ。それをどうこう言うつもりはない。

　でも私は違う。

　この結婚では幸せになれないと悟った高校生の頃から、私は何度も両親に『怜士とは結婚したくない』と告げてきた。

　それでも父は一切聞き入れてくれなかった。

　子供の頃からなりたかった保育士として働くことを許してはもらえたものの、それも次の誕生日まで。二十五歳の誕生日を迎えたら、退職して麻生の家に入るようにずっと言われ続けてきた。

　大人しくそれに従う気はなかったけれど、万が一保育士を辞めざるを得なかった場合を考えて、大学時代に思いつく限りの資格を取得した。なにがあってもひとりで生きていけるように。

　一生を棒に振るくらいなら、私は霧崎の家を捨てる。

「それで結婚しなくて済むんなら、喜んで勘当されます」

　着慣れない振り袖の裾を気にしながら立ち上がると、怒りのあまり言葉も出ない様子の父に向かって、私はわざとらしく悠然と微笑んでみせた。

「これで、私はもう自由です」

　ひと言ひと言、ゆっくりと噛みしめてそう宣言した。

　この後のことは、もう私の知るところではない。意識的に両親を視界に入れず、そのまま個室の出口まで足を進めたところで、背後から低い声に呼び止められた。

「陽菜」

　思わず立ち止まって振り返ると、ここまでひと言も発しなかった怜士が立ち上がり私を真っすぐに見据えていた。

　面と向かって名前を呼ばれたのはいつぶりだろう。

　そんなどうでもいいことが頭をかすめる。父と言い争って気が昂っているのか、いつも不快感からすぐに逸らしたくなる怜士の視線にも負けじと見つめ返せる。

「なに」

「ちょっと、ふたりで話さないか」

「……え？」

　意味がわからない。たった今婚約を破棄したふたりでいったいなにを話すというのか。

　私が疑問と嫌悪感を隠しもしないで顔に出しても、怜士が怯むことはない。

「おじさん、一旦ここは俺に預けてもらえませんか？」

　父に質問を投げかけておきながら答えを待たずに行動する怜士に問答無用で個室から連れ出され、私は店を後にする。

　双方の両親は、ただ静かに私たちふたりを見送っていた。




　地下一階からエレベーターに乗せられ、辿り着いたのはこのホテルに二部屋しかない最上階のインペリアルスイートルーム。

　もともと口数が多い方ではない怜士だけど、ここに来るまではひと言も話さないまま。なにを考えているのか、まったくわからない。

　なぜエレベーターに乗せられたのかと思ったが、こうして部屋を取っていたとは驚きだった。

　それでも怜士の素行を思い返せば、きっとこれが通常運転なのではないかと思った。女性とホテルのレストランで食事をし、そのまま上階の部屋へ連れていって楽しむ。週刊誌に書かれていた通りだ。

　今日会うのは私だとわかっていたのに部屋を取っていただなんて、いったいどういうつもりなのだろう。

　無駄に豪華な部屋に入るよう促され嫌々ながら足を進めるが、ふかふかな絨毯は草履だと歩きにくい。心情的にも、相手は怜士とはいえ男性とホテルの一室でふたりきりになるというのが、さらに足取りを重くする要因だった。

「とりあえず座って」

　重厚な趣のあるテーブルセットのソファに座るよう促されたが、ここに長居するつもりはない。

「話ってなに？」

　私は怜士の言葉を綺麗に無視して、立ったまま問いかける。

　わざわざ場所を移してまでしたい話など、私には一切ない。怜士を睨みつけるように問いかけると、彼も鋭い視線を向けてきた。

「どういうつもりだ」

「なにが？」

「結婚しないってどういうことだ」

「どういうって、そのままの意味だけど」

　怜士だってその方がいいはずだ。

　年上のモデルと週刊誌を賑わせていたのはつい二カ月前。某有名企業の御曹司としか書かれていなかったけど、写真を見れば彼を知っている人ならひと目で怜士だとわかる。そんな相手がいるのに、私と結婚なんてしたいわけがないだろう。

　それとも、これは政略結婚だから、私と結婚しても彼女との関係は続ける気なのだろうか。

「この結婚は十年も前から決まってたことだろ」

　そう。私がこの結婚話を知ったのは、今から十年前。彼も一緒に通っていた私立の中等部を卒業する頃だった。父から、ＡＳＯホールディングスの御曹司である怜士との結婚が両家の間で決まったと聞かされたのだ。
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　同級生の怜士とは小学校入学前から一緒の幼なじみ。幼い頃は女の子のようにかわいくて、容姿をからかわれている彼を庇ってあげたこともあった。

　そして私にとって、怜士は初恋の相手でもある。

　お互いに子供の頃から気が強かったせいでよくケンカもしたけど、ずっと一緒に過ごしてきたし、お互いの夢を語り合ったりもした。

　有名私立大学付属の一貫校に通っていた私たちは、揃って中等部に上がった。思春期真っ只中のこの頃は、男女が一緒に登下校するだけでも、なにかと冷やかす人が出てくる。

　周りの視線が気になって距離を置こうとした私に、怜士は『周りなんか気にするな』と外野の声を一蹴してくれた。頼もしい怜士がますます好きになったし、誰よりも怜士の隣がしっくりくる。それはお互いに同じ気持ちだと思っていた。

　だから、父から結婚話を聞いた時は嬉しかったのを鮮明に覚えている。

　怜士とずっとこの先も一緒にいられる。彼が思い描く未来予想図に、妻として隣に立っているのは私なんだ。そう実感すると、将来ＡＳＯホールディングスという大きな会社を率いていく怜士の力になりたいと思った。

　本来なら怜士のお母さんのように、専業主婦になって夫である彼を支えるのが、ＡＳＯホールディングスの御曹司の妻としては相応しいのだろう。

　でも、小さい頃から保育士になるのが私の夢だった。さらに怜士が以前語ってくれた将来の仕事の展望を考えれば、保育士として現場で働くことで、少しでも役に立つことが見つかるかもしれない。

　そう思って、結婚を了承する代わりに、入籍するまでは保育士として自由に働きたいと父に頼み込んだ。

　怜士もこの結婚話を聞いているはずだ。いったい彼はどう思っているんだろう。

　周りの大人たちは政略結婚だと思っているけど、自分たちは好き合っていて、れっきとした恋愛結婚になる。

　だけど、そう考えて舞い上がっていたのは私だけだった……。

　怜士が急に素っ気なくなったのは、高校に入学してすぐの頃。話しかけても睨むだけで言葉を返してくれなくなり、私はただ困惑するばかり。

　初めは、私と同じく急な結婚話で照れくさいのだと思っていた。

　だけど、その年の夏休み。毎年一緒に行っていた夏祭りで、女の子と親しげに歩いているのを見かけた。

　ショックだったし、意味がわからなかった。お祭りに誘われなかったことも、他の女の子と一緒に行ってしまったことも。

　いったいどうして？　私たち、結婚の約束までしてるんだよ？

　そう言いたくても、怜士は私と話さえしてくれなかった。

　混乱する私を落ち込ませる話は、それだけでは終わらない。怜士はその後も隣を歩く女の子をコロコロと変えた。

　中等部の頃は、ずっと私の居場所だったはずの怜士の隣。確認したわけじゃないけれど、きっと同級生はみんなそんな認識だった。夫婦同然なんてからかわれ、照れくさくて『やめてよ』なんて言ってたけれど、本当は嬉しかった。

　でも、高等部から外部受験で入学してきた子たちはそんなことは知らない。

　ＡＳＯホールディングスの御曹司である怜士はとにかくモテた。肩書きだけでなく、中学の終わり頃からメキメキ伸びた長身と甘いルックスのギャップに、女子生徒たちはみんな夢中になっていく。

　後から知った話だが、怜士が誰にも本気にならないのは私と婚約しているせいだという噂がまことしやかに流れていたらしい。そのせいで、怜士とデートしたものの二番手扱いされた女の子たちから嫌がらせされ、散々な目に遭ってきた。

　初恋はあっさり散り、気まずさを感じたり悲しみに浸ったりする間もなく、怜士に対する嫌悪感だけが増していく。一度は喜んで結婚を承諾した自分が恥ずかしい。

　その後、何度も父に怜士との結婚話はなかったことにしてほしいとお願いしても、聞き入れてはもらえなかった。

　高校に入学して一年が経つ頃には、怜士との関わりは最低限にしようと距離を置き、そのまま付属大学に進学してからは、顔を合わせることすらなくなった。

　我慢に我慢を重ねて破談に向けて念入りに準備をし、直接自分で断ろうと思って挑んだのが今日の顔合わせだった。
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　怜士は冷たい目で私を見つめる。

「だからなに？」

「今更なかったことになんかできない」

「できるでしょ。怜士が結婚なんてしないって拒めばいい。私は十年前からこの結婚は嫌だって言い続けてるんだから」

　日本の法律上、万が一勝手に婚姻届を出されたところで無効になる。本人がこの結婚に乗り気じゃない限り成立しない。

「俺は拒む気はない」

「……どうして？　お互い嫌ってる同士で結婚してなんになるの？」

　意味がわからない。

　当然、怜士だってこの結婚に反対だと思っていた。学生の頃は言うに及ばず、今現在だって恋人がいるはずだ。

「私は結婚するなら自分が好きになった人とする。家の犠牲になるなんて冗談じゃない」

　怜士が「……犠牲」と呟いた。一瞬傷ついているように見えたが、すぐに睨んできたので気のせいだと思い直す。

「この期に及んでなにを言ってるんだ。……霧崎商事にいくら援助したと思ってる」

「……援助？」

「なんで俺たちの結婚が決まったのか知らないのか」

「どういうこと？」

「霧崎商事は十五年くらい前から業績が右肩下がりで、うちの会社が資金援助してきた」

　初耳だった。霧崎商事には血縁の男児が継ぐという古めかしい決まりがあり、私はこれ幸いと後継ぎ問題から逃れたせいで、会社のことはなにも知らない。

「当然こっちにも利はある。霧崎家は旧華族で政界や財界へのパイプがいまだに太い。麻生は大きくなったとはいえ、そのあたりとは繋がりが薄い」

　怜士は他にも麻生とうちが結びつく仕事上のメリットをいくつか説明しているけれど、私の耳には一切入ってこなかった。

「だから、私との結婚で霧崎と縁続きになろうってこと……？」

　理解しようとすればするほど、頭が真っ白になる。

　両親は自分たちの娘が大企業に嫁いだという事実が欲しいのだと思っていた。旧華族の名に相応しい嫁入りをしたという実績が、彼らの自己満足に繋がるのだと。

　それだけでも売り払われるみたいだと思ってたけど……。

　売り払われる〝みたい〟じゃない。

「私は、両親に〝売られた〟んだ……」

　業績の悪化を補填するための資金援助と引き換えの政略結婚。ＡＳＯホールディングスが欲している人脈確保のため、旧華族である霧崎家の人身御供。

　女性だって結婚しないで自立して生きていけるこの時代に、まだこんな身売りみたいな結婚があるだなんて思いもしなかった。

　霧崎家だけの問題だったら、勘当でもなんでもされて知らないふりを貫ける。だって勝手に結婚を決めたのは両親だ。家の体裁だなんて私には関係ないと言い張ればそれで終わる。

　だけど、会社が関わっているとなれば話は変わってくるのではないか。

　もしも私が約束を反故にして逃げたら、霧崎商事はどうなるんだろう。

　麻生側はきっと資金援助を取りやめるだろう。

　それどころか、これまで援助したお金を返すよう言われるかもしれない。お金だけでなく、会社の株や経営権だって怪しい。

　正直、父が会社を追われようと、経営権が霧崎家から離れようとどうだっていい。だけど、霧崎商事で働いている人たちが職を失うことになったら？

　私が逃げたせいで、大勢の人が不幸になってしまうとしたら……。

　そこまで考えて、もう逃げられないことを悟った。

　私は麻生の御曹司である怜士と結婚しなくてはいけないんだ。

「……最低」

　誰ともなしに呟いた。両親に対して、怜士に対して、それとも、なにも知ろうとしなかった自分に対してだろうか。

　今までの努力はなんだったんだろう。

「十年も待ったんだ。今更反故にされてたまるか」

　十年。それだけ長い間、私はこの結婚から逃れるために努力してきたというのに。なにもかも虚しくて、頭がからっぽになってしまったよう。

　これからのことを考えようにも、なにから考えたらいいのかすらわからず、呆然と立ち尽くすことしかできない。

　ふいに腕を掴まれて、部屋の奥へと引き込まれる。

「ちょっと、なに……」

　驚いて声をあげたものの、不自由な振り袖では抵抗しきれず、そのまま大きなベッドに押し倒された。

「きゃっ」

　ふくら雀と呼ばれる結び方の帯がギュッと潰れる感触に気を取られていると、怜士も一緒になってベッドに乗り上げてくる。

　突然のことに目を見開く私に覆いかぶさり、怜士が顔を寄せてきた。

　柔らかい唇が私の拒絶の言葉を塞ぎ、そのまま飲み込んでしまう。

「んん……っ！」

　ファーストキスを奪われた衝撃で抵抗が遅れてしまったのをいいことに、怜士の舌が口内を我が物顔で蹂躙する。胸元を半襟ごと強引に開かれ、首筋にも唇が落ちてくると、さすがにこれはマズイと頭の中で大きく警鐘が鳴り響く。

　呆けている場合ではないと正気を取り戻して必死に抵抗するも、両手を拘束され叶わない。

「ちょっと、なにする気……！」

「お前だってこの十年、充分楽しんだんだろ。諦めて結婚するんだな」

　怜士から皮肉めいた言葉が投げつけられたけど、いったいなんのことを言っているのかわからない。

　充分楽しんだ？　私が？　冗談じゃない。今日の席で結婚を破談にするために、いったい私がどれだけの努力をしてきたと思っているの。

　そう言い返してやりたいのに、わざとらしく音を立てながら耳を責められ、身体が竦すくむ。

「やめ……っ」

　耐えられずになんとか顔を背けると、乱れた襟元から手を差し入れられ、思わず小さな声が漏れる。

　学生時代からずっと勉強とバイトに明け暮れ、就職してからも恋愛には縁がなかった。こんな風に、誰かに身体を暴かれたことも一度もない。

　どうしよう。なんでこんなことに……。

　どれだけ身体や手足を捩ろうと軽々と押さえつけられ、顔を背けても顎を掴まれて身動きが取れない。

「この日が来るのをずっと……ずっと待ってたんだ」

　そう言うが早いか噛みつくようなキスをされて、呼吸もままならない。頭がクラクラして、徐々になにも考えられなくなっていく。

「やっとこの手に抱けるんだ。絶対逃さない」

　私を見つめる鋭く熱い瞳に囚われて言葉を失う。

　色気と熱を多分に含んだ視線で見下ろされ、何人の女の子がこの角度から怜士を見つめたのだろうと頭の片隅によぎって胸が痛んだ。

　どうしてこんなことをするの？

　週刊誌に撮られるような恋人がいるはずなのに、いったいなにを考えてるの？

　高校に上がるまでは毎日のように一緒にいたというのに、今は怜士のことがまるでわからない。

　乱暴ではないものの、性急に身体に触れられる。

　襟元を力任せに開かれ、繊細なレースのあしらわれた和装ブラが怜士の目に晒されているのが、顔から火が出そうなほど恥ずかしい。

　下着の上から胸の膨らみに触れられ、自分の意思とは関係なく身体が跳ねる。

　それを見た怜士が意地の悪い笑みを浮かべた。

　徐々に現実味を増してくるこの状況に、身体がカタカタと震えだした。裾の合わせから侵入してくる怜士の手がひんやりと冷たくて、それがさらに恐怖と悲しみを煽あおる。太腿に指を這わせられれば、嫌でもこの後の展開はひとつしか思い浮かばない。

「もう、やだ……やめてっ……」

　純潔を後生大事に守っていたわけじゃない。ただ恋愛する時間もなく必死だったし、それを押してまで夢中になれる男性に出会わなかっただけだ。

　だけど、私にだって理想くらいある。

　ハジメテは好きな人としたいし、相手も私を好きでいてくれる人がいい。

　それなのに、どうして私は今、互いに好意を抱いていない相手に組み敷かれ、処女を散らされようとしているんだろう。

　他に女性がいるのに、どうして……。

　弱々しい涙声で訴える私に気付いた怜士は、身体を引き、眉間に皺を寄せた。

「え、お前……まさか、初めて……？」

　ガタガタと震える私を見て怜士が放ったひと言に、堪忍袋の緒が切れた。

　――バチーン！

　豪華なスイートルームに似つかわしくない、大きな乾いた音が響く。

「あなたと一緒にしないで！」

　思いっ切り怜士の頬を引っ叩いたせいで、右手がじんじんと痺れている。よく叩いた方も痛いと聞いてはいたけれど、痛いのは手の平よりも胸の奥深く。

　だけどその痛みは見ないふりをして、乱れた着物の合わせを震える手でなんとか整えながら、私を組み敷く彼から距離を取った。

　怖くて、悔しくて、恥ずかしくて、悲しい。色んな感情が一気に押し寄せてきて、グッと目頭が熱くなる。

　泣かない。こんなことで、こんな男のせいで泣いてなんかやるもんか。

　私は必死で唇を噛みしめ、震える自分の身体をギュッと抱きしめる。涙なんて絶対に見せたくなかった。

「……陽菜」

　叩かれた反動でしばらく自分の肩口を見つめていた怜士が、私に視線を戻して名前を呼んだ。

　まさか頬を打たれるとは思ってもみなかったという表情で、どこか呆然としている。

「来ないで！」

　こちらに伸ばされた手を大声で拒む。もう触れられたくなかった。

「あなたと結婚したくなくて、私はひとりでも生きていけるように必死に勉強したし、たくさん資格も取った。貯金だってした。恋愛したり遊んだりする暇なんてなかったの！」

　怜士が女の子たちと楽しんでいる間、私は彼に好意を持つ子たちからの嫌がらせを受けながらも、必死に自立しようともがいていた。

『親が決めただけの政略結婚なんでしょ？』

『怜士くんがかわいそう』

『相手にされてないくせに、いつまで婚約者でいるつもりなの？』

『家柄しか取り柄がないくせに』

　彼女たちからそんな言葉を浴びせられ、どれだけ惨めな思いをさせられたか。

　悔しくて言い返したくなるのを、何度もあと少しの辛抱だと自分に言い聞かせて我慢してきた。『所詮お嬢様育ち』だとバカにされないため、がむしゃらに知識を詰め込み、高校に入ってからは父に内緒でバイトをしてお金を貯めた。

　クラスメイトが親のお金で優雅に遊んだり恋人と過ごしたりしている中、私は学業とバイトの両立に必死でそれどころじゃなかったけど、後悔はまったくない。

　それもこれも全部、この男、麻生怜士との結婚から逃れるため。

　それなのに……。

「え……どういうことだ。陽菜、俺は」

　意味がわからないと怪訝な表情をする怜士の言葉を遮って話を続ける。

「不本意だし、血を吐きそうなほど悔しいけど……。結婚はする」

「……結婚〝は〟？」

　私の言葉に納得していない様子の怜士にきっぱりと宣言する。

「一度も恋愛したことがないまま人生の墓場に入るのは嫌なの。結婚する前に本当に好きな人と恋愛したい」

　いや、『したい』なんて願望じゃ終わらせない。絶対にしてみせる。本物の恋も知らないまま、世界でいちばん嫌いな人と政略結婚だなんて冗談じゃない。

　イケメンじゃなくていい。お金持ちじゃなくていい。ただ私だけを誠実に愛してくれる人。

　学生の頃から憧れはあった。

　待ち合わせして、当たり前みたいに手を繋いでデートに出かけたい。

　家にお呼ばれして、お菓子とジュース片手にまったり映画を見たい。

　私が作った手料理を「美味しい」って言いながらふたりで食べたい。

　ドキドキする私を優しくリードして、そっとキスをしてほしい。

　そんな願望を叶えてくれる人。

　目の前の男とは正反対の男性と、甘くて穏やかな恋をするのだ。

　私は胸元でぐっとこぶしを握って決意すると、怜士を負けじと睨み返した。

　眉間に皺を寄せ不機嫌そうな顔をした後、なにやら口元に手を当てて考えている素振りをする怜士に、さらに続けて宣言する。

「一途に私を想ってくれる人がいいの。そういう人と恋をしてみせる」

　すると、私の恋愛宣言を聞いた怜士が、なにか妙案が浮かんだようにスッと顎を上げた。

「他の男との恋愛なんて認めない。恋がしたいのなら、俺を好きになればいい」

「……なにを言ってるの？」

　傲慢さが滲むセリフに顔を顰めると、怜士が不敵に笑う。

「不服か？　半年後までに陽菜が俺を好きにならなかったら、今までの霧崎商事への資金援助は不問にして婚約も破棄してやる」

　突然突きつけられた条件に頭が混乱する。

　半年後までに私が怜士を好きにならなければ、この縁談は白紙に戻るということ？　それも、霧崎商事の従業員が被害を被らない形で？

　落ち着いて考えてみれば、私にとってはいい条件かもしれない。

　私が恋愛をしたいと思っているのは、私だけを一途に愛してくれる誠実な人。これだけはなにがあっても変わらない。

　それならば、私が目の前の彼を好きになるなんて絶対にあり得ない。

　霧崎商事の従業員に迷惑をかけずに結婚を回避して、保育士を続けられるのならば、私の答えはただひとつ。

「わかった。その言葉、忘れないでよ」

「陽菜こそ忘れるなよ。必ず俺を好きにさせてみせる。お前は俺のものだ」

　私はベッドから降りて乱れた着物を整えると、絶対に婚約を破棄してみせると決意を胸にして、無駄に豪華なスイートルームを後にした。










２．「もう逃げるなよ」




　私がここ『まんぷく保育園』で働き始めて約二年。

　０歳児から五歳児クラスまであり、０歳児と一歳児の乳児クラスは各五人、二歳から五歳の幼児クラスは平均二十人ほどの園児が通っている。

　保育士は満みち福ふく園長を含めて十八名。そのうちふたりは看護資格を持っている先生で、他に栄養士が四人在籍し、勤務はシフト制だ。

　保育士は子供の命を預かる重責を負う仕事のわりに給料が安く、離職率が高いとされているけど、私は素敵な職業だと自負している。

　一日のほとんどを保育園で過ごす幼い子供たちにとって、私たち保育士との関わりはとても重要なもの。彼らの成長の手助けを担っていると思うと責任を感じるけれど、その分やりがいがある。

　それに、保育士ほど笑顔に溢れた職業はないと思う。作られた営業スマイルではない、本物の笑顔。子供たちと過ごす中で気付かされることもたくさんあり、自分も一緒に成長できる素晴らしい仕事だ。

　三年目の今年、私は年長のばら組を担当している。小学校に上がる準備の年でもあり、若干のプレッシャーはあるものの、任せてもらった以上は必死に頑張りたい。

　今日は早朝保育の担当のため、朝六時半には園に着き、エプロンをつけて準備する。出社するために早い時間に来る保護者から子供を預かり、七時には保育開始。

「ひな先生、おはようございます！」

「さきちゃん、おはよう。今日も元気いっぱいだね」

「先生、今日のうた『あめふりくまのこ』がいい！」

「そうだね、じゃあしんじ君のリクエストに応えようかな」

「やったー！」

　子供たちとコミュニケーションを取りながら、挨拶する声はいつもと変わりないか、具合が悪そうにしていないかなど、ひとりひとり健康状態をチェックする。

　六月は急に暑くなったり雨で冷えたりと寒暖の差が激しく、大人でも体調を崩しやすい。子供たちはうまく自分の不調を訴えられないので、小さな異変も見逃さないように気を配るのも、保育士の仕事のひとつだ。

「おはようございます、陽菜先生」

「野の田ださん、おはようございます。まりあちゃん、おはよう」

「……おはよう」

　俯きながらも挨拶を返してくれたのは、私のクラスの野田まりあちゃん。

　恥ずかしがり屋さんだけど周りのことをよく見ていて、よく言えば空気を読める優しい女の子。

　だけど幼い子供にしては、大人の顔色を窺っている節があるのを心配している。

　彼女は去年の九月にこの保育園に転園してきた。理由は、ご両親の離婚。

　野田さんはシングルファザーとして、まりあちゃんを育てている。

　今時離婚は珍しくないとはいえ、まだ五歳の子供にとって、母親がいなくなったことへの心のケアは必要だと思い、転園当初から気にかけていた。

　まりあちゃんのお父さんもひとりでの育児に戸惑いが大きいようで、なにかと園に相談にくる機会が多いのだけど……。

　実はそれが最近、悩みの種のひとつだったりする。

「陽菜先生、今少しいいですか？」

「はい？」

「まりあの昨日の様子なんですが、ちょっと気になることがあって」

　朝、園に子供を預ける際に、ちょっとした相談事を話す保護者は少なくない。昨日もばら組のママから、『お友達とケンカしたらしいのだけど、詳しいことを話してくれないんです。娘と関わる時間が少ないせいで、母親として信頼されてないんでしょうか』と相談されたばかり。

　保育園は共働きの保護者が多く、特にフルタイムで働くママの中には、長時間子供を預けることに罪悪感を覚えている人もいる。

　保育士としては、育児に悩む保護者の助けになりたいと思うし、私で力になれることなら話を聞いて一緒に解決したいとも思っている。

『自分のため、家族のために、毎日頑張って働いているママが信頼されないわけないじゃないですか。子供との関わりは、量より質です。それに、しずくちゃんがケンカしちゃったのを話さないのは、きっと大好きなママを心配させたくないからですよ』

　クラスでも活発だけど友達を気遣えるしずくちゃんの様子を鑑みてそう伝えると、ママはホッとした笑顔を見せてくれた。

　子供だけでなく、保護者からの感謝の言葉にもやりがいを感じるし、笑顔を見られれば嬉しくなる。

　だけど野田さんの場合、自意識過剰かもしれないけど、違った感情が含まれている気がして……。

「箸ってこの年で必ず使えないといけないものですか？　食事に時間がかかりすぎてしまうし、風呂に入る時間も寝る時間も遅くなっちゃって」

「うーん、そうですね。仕事から疲れて帰って、なかなか時間通りにルーティーンがこなせないとイライラすることもありますよね」

　なるべく野田さんの思いに寄り添う形を取りながら、話を進めていく。

「でも、ばら組さんは小学校入学に向けて大事な一年なんです。五、六歳になると、大人がすることの八割はできるようになるんですよ。確かに初めは時間がかかってしまうかもしれないですけど、見守ってあげてください」

「そうですか。僕も仕事を持ち帰ったりしてて、あんまり食事に時間かけたくないんですよね。陽菜先生みたいな女性が家にいて娘を見てくれたらいいんだけどなぁ」

　……きた。これが悩みの種。

　事あるごとに、こうして『陽菜先生みたいな人が家にいたら』『もし陽菜先生がまりあの母親になってくれたら』と、返答に困る言い方をしてくるのだ。

　曖昧に笑って躱かわし続けているものの、どうすべきか対処に困っている。

　園長に相談するほどなにか言われたりされたりしたわけではないのだけど、かといって放置し続けるのも私の精神衛生上、少しきつい。

　それに、食事に時間をかけたくないというのも気になる。生活の基本となる時間だし、食べながらその日あったことなどを話すのは、子供の成長にとって大切なことだ。ひとりで子供を育てるのは大変だろうと思うけど、もう少しまりあちゃんを気にかけてあげてほしいところ。

　いったいどうしたものかと思いつつ今日も結論が出せないまま、まりあちゃんを預けて仕事に向かう野田さんを見送った。




　九時からクラスごとに朝の会が始まるので、園児は八時五十分までに登園する決まりになっている。

　各クラスで季節に合わせた歌を歌ったり、体操をしたり、ひらがなを勉強したりして過ごし、お昼になったら給食が配膳される。

　食育に力を入れているため、お昼ご飯は毎日栄養士がバランスを考えて作った温かい給食が提供されるのも、うちの園が保護者に人気のある一因だ。

「今日の献立は鰹の照り焼きにきんぴらごぼう、たけのこ煮、わかめスープです」

　がらがらと大きな音を立てながらワゴンを引き、給食の配膳に来た栄養士の月つき城しろ千ち花かは、私の学生時代からの親友。

　くりっとした黒目がちな瞳は小動物のように愛らしく、優しくて控えめな性格や立ち居振る舞いに育ちのよさが窺える。

　同級生なので同じ二十四歳だけど、彼女はすでに人妻。左手の薬指には、シンプルなマリッジリングが輝いている。

　お相手は、令和の不動産王と呼ばれる月城颯そう真ま。

　千花自身も父親が銀行のトップを務めているお嬢様だけど、その銀行と取引のある大企業、『月城不動産』の御曹司と二年前に結婚した。

　もともとは千花のお姉さんの婚約者だった相手との政略結婚だと聞き、彼と婚約して進路を変えさせられた彼女に心を痛めたし、優しさゆえに断れないのだろうと心配もした。

　だけど、その心配も杞憂に終わった。

　政略結婚とは名ばかりで、紆余曲折はあったものの、しっかりお互いを想っていたとわかったらしい。

　今は話を聞くだけで、ごちそうさまと言いたくなるほどのラブラブっぷりだ。

　私の身に降りかかっている政略結婚とは雲泥の差だと、大きくため息をついた。

「陽菜、大丈夫？　やっぱり眠れてないんでしょ？」

「大丈夫、悩みは尽きないなってげんなりしてるだけ。千花が泊まらせてくれたおかげで、ちゃんと眠れてる」

　怜士とのお見合いから今日で五日。

　結婚はしないと両家の前で啖呵を切ったものの、断れないような資金援助の話を聞かされ、結婚するしかなくなってしまった。

　とにかくまずは振り袖を脱ごうとホテルから実家に帰ると、勘当すると言い出した父は、私と怜士の婚約が成立したことに上機嫌な様子。ひとりお酒を飲みながら『お前の荷物はもう怜士くんのマンションに送ったからな』と嬉々として告げてきた。

　政略結婚を断れないとはいえ、当事者の私の許可もなく勝手に同居の話を進めるだなんてあり得ない。

　理不尽に耐えきれず、颯真さんが出張中で留守なのをいいことに、千花の家に転がり込んでいる。怜士の家はもちろん、娘を無断で売り払うような両親のいる実家にもいたくなかった。

　しかし、それも今日まで。新婚家庭にいつまでも居座ってはいられない。

「でも、本当に大丈夫？　うちはもう少しいてくれてもいいんだよ？」

「なに言ってるの。旦那さんが帰ってくるなら、私は邪魔でしょ」

「そんなことないよ。それか颯くんに頼んで、すぐに入れるひとり暮らし用の部屋探してもらおうか？」

「天下の不動産王に個人宅の斡旋なんてお願いしたらバチが当たりそう」

「なに言ってるの。困ったらちゃんと頼ってね」

「ありがと。持つべきものは不動産王の嫁ね」

　茶化して会話を終わらせたけど、千花は心配そうに私を見つめていた。

　まだ千花の家を出た後の行動を決めかねているが、当面はホテル暮らしになるだろうと覚悟はしている。

　こんな時のために、必死に貯金をしておいてよかったと心底思う。

　本来なら結婚しないでいられたら一番よかったのだけど。

　そう考えると、先ほどよりいっそう深いため息が漏れた。




　午後も子供たちとたっぷり遊んでいると、あっという間に午後四時を過ぎる。この後、保護者のお迎え時間のピークだが、今日は早番だったので退勤となる。

　活動日誌を書き終えると、二年先輩の山やま崎さき先生が声をかけてきた。

「霧崎先生、もう上がり？　金曜だし久しぶりに飲みに行かない？」

「いいですね！　行きたいです！」

　今年、０歳児のつぼみ組を担当している山崎先生は、私がこの園に就職した当時から教育係を務めてくれている。男性にしては少し小柄だけど、そのおかげか優しげな雰囲気で園児にも人気が高い。

　茶色い髪に緩いパーマをかけ、仕事中は長めの前髪をかわいらしいヘアピンで留めたり、ゴムでぴょこっと結んだりしている。

　ベテランの先生も多い中、年も近くて気の合う彼とは、よく飲みに行く仲だ。

　お互いに恋愛感情はなく、山崎先生に彼女ができた時だけはふたりきりで会うのは避けていたけど、彼は二週間前に恋人と別れたらしい。

　更衣室でエプロンを外し、身支度を整えると、山崎先生とたわいないおしゃべりをしながら保育園の裏門へ向かう。

「矢や上がみのやつがとっとと帰っちゃったからさ」

「逃げられましたね」

「そうなんだよ。先週、失恋の愚痴を延々と聞かせたせいかな」

「あはは、それですね。私も千花が帰っちゃったので暇でした」

「あぁ、あのイケメン旦那が出張から帰ってくるんだっけ」

　私と千花、山崎先生と栄養士の矢上さんの四人で時々仕事終わりに飲むこともあり、山崎先生も千花が大学卒業後すぐに結婚した経緯は知っている。

「そうなんです。今色々あって千花の家に泊めてもらってたんですけど、旦那さんが帰ってくるので、今日からホテル生活です」

「え？　え？　なにそれ、どういうこと？」

「それも込みで、今日は話聞いてください。私も失恋の愚痴聞くんで」

　怜士との政略結婚のことは千花にしか話していないけれど、今日は社名などの固有名詞を伏せて話を聞いてもらおう。

「よし、言ったな？　明日休みだし、とことん飲むか」

「ですね！」

　今日は互いの愚痴を聞く濃い夜になりそうだ。

　ふたりで園の裏門を出ると、真ん前にドイツ製の白いスポーツタイプの高級車が止まっている。保育園のあるこの地域は住宅街で、見慣れない車に嫌な予感がひしひしとしてくる。

「すげぇ車。でもうちのお迎えじゃないよな？　普段見かけないし。どんな人が乗ってんだろう」

　運転席を覗き込もうとする山崎先生を制して、私は足を進める。

「やめましょう。それより、今日のお店はどこにします？」

　彼の腕に手をかけて、車とは反対方向に歩き出そうとした時、運転席から長身の男性が姿を現した。

「陽菜」

　……やっぱり。気づかれないうちにその場を離れたかったのに、数日前に聞いたばかりの声に名前を呼ばれてしまう。

「え、知り合い？」

　驚いたような顔をする山崎先生の前で、怜士を無視して行くわけにもいかず、私は渋々彼に向き直った。

　時刻は午後四時四十五分。会社員ならまだ終業時間になっていないはずだ。

　怜士は蒸し暑い六月だというのにスーツのジャケットを羽織り、カツカツと革靴の音を立てて私たちに近付いてきた。

　至近距離に立つ彼に、先日のホテルでの出来事が思い出され、身体が硬くなる。

　ようやく結婚を破談にして自由になれると思っていたのに、あっさりベッドに組み敷かれ、ファーストキスを奪われてしまった。

　そうだ。私、怜士とキスしちゃったんだ……。

　今更そんなことを思い出し、無意識に唇に触れようとした手を掴まれる。唐突な仕草に驚いて怜士を見上げると、彼の視線は隣の山崎先生に向けられていた。

「彼女の婚約者の麻生と申します。もしかして、陽菜がご迷惑をおかけしましたか？」

「婚約者？」

「ええ。ちょっとした行き違いで家に帰ってこなかったので、心配で。いったいどこに泊まっているのかと」

　その声音と表情は心配を語るには硬く、鋭すぎる目つきは初対面の相手に対するものではない。

　もしかして、私がこの五日間、山崎先生のところにいたと勘違いしてる？

「申し訳ないですが、急ぎの要件があるので、このまま連れ帰っても？」

「ちょっと、勝手なこと言わないで！」

　掴まれていた腕を逆に引っ張り、山崎先生から距離を取ってから、私は小声で怜士に訊ねた。

「なにしに来たの？」

「陽菜が実家にも帰ってないって聞いたから、迎えに来た」

「迎えにって……」

「家に帰るぞ」

「待ってよ。私は一緒に住むことを了承した覚えは……」

　会話がヒートアップしそうになっているところに、「あのー」と山崎先生の間延びした声が割って入った。

「一応言っておくと、俺は霧崎先生の同僚の山崎です。彼女が泊まってたのは俺の家じゃなくて、別の同僚の家みたいですよ」

「別の……？」

「もちろん女性ですから、ご心配なく。でも今日から彼女、ホテル生活だって言ってましたけど」

　怜士の懸念に気付いたのか、山崎先生はさっき私に聞いたばかりの情報を付け足した。

「山崎先生！」

　それ以上なにも言ってほしくなくて、怜士の腕を掴んだまま、先生に向かってブンブンと首を横に振った。

「じゃあ、俺はこれで」

「えっ？」

「お互い、相手がいる時はふたりでは飲まないって暗黙の了解だったろ？」

「待ってください！　婚約者っていっても、そういうのじゃなくて……」

　山崎先生が思っているような関係ではない。

　ただの政略結婚の相手。身売り先の御曹司というだけだ。

「俺嫌だよ、このまま霧崎先生と飲みに行ったら、視線だけで息の根止められそう」

　わざと身震いするようなジェスチャーをしつつ、「大丈夫。なにか事情がありそうだし、口外はしないから」と言ってくれた。

「また月曜な。次は四人で飲もう」

　山崎先生は笑いながら手を振ると、駅の方へ歩いていってしまった。

　残された私はとても居心地が悪い。ここは裏側とはいえ保育園の目の前。こんな場所で言い合いなんてしてはいられない。

「悪かった」

「え？」

「場所を変えよう。乗って」

　西日を反射して光る白いスポーツカーの助手席に促され、私はやむを得ず車に乗り込んだ。




　そこから無言で車を走らせること十五分ほど。

　幹線道路沿いに高層マンションが多く立ち並ぶエリアの一角にある、ひと際目を引く低層レジデンスに怜士の住む部屋があるらしい。木材や石材などの自然素材を多く使った外観は、まるでヨーロッパの老舗ホテルのようだ。

　子供の頃に実家である麻生家の豪邸にお邪魔したこともあるが、ひとり暮らしの部屋に来たのはもちろん初めて。

　コーチエントランスに車を停めてそのまま降りると、中から制服姿の男性が出てきて恭しく挨拶をして、代わりに運転席に乗り込んだ。きっと彼が車を地下の駐車場に持っていってくれるのだろう。

　エントランスをくぐると広々とした空間のロビーに出迎えられ、重厚感のあるソファセットが鎮座している。セキュリティゲートを抜けた奥のコンシェルジュサービスのカウンターに寄ると、怜士は彼らに私を今後一緒に住む婚約者だと紹介した。

　グランドエントランスには間接照明に照らされた水の流れる壁があり、さらに奥にはラウンジも完備されているらしく、どこまで高級なのかと目を瞠る。

　こんなところにひとりで暮らしているなんて。改めて、旧華族という家柄だけが取り柄の霧崎家との差を見せつけられた気分だった。

　そのままエレベーターで最上階の五階へ。

　部屋に入るように促されるが、いったいここに何人の女性を連れてきたのだろうと思うと足が重くなる。

「そっちの奥の扉が俺の部屋。とりあえず、陽菜の部屋に案内する」

　玄関を入り、右の廊下を進んだ先に怜士の部屋があるらしく、正面左のドアを開けると、とんでもなく広いリビングダイニングが縦長に広がっている。

　三十畳以上はありそうなその空間は、ダイニングテーブルこそ黒い木目調のものが置かれているが、それ以外はベージュや淡いグレーを基調とした優しく温かみのある雰囲気のインテリアで統一されていた。

　コの字型に配置されたモジュール式ソファは、革張りではなくベージュの布張りで、オットマンやシェルフを挟み、置いてある淡黄のクッションが差し色になっていてとてもオシャレ。

　怜士の実家のシンプルでクールな印象の部屋を知っているだけに、私は意外に思った。もっと黒やグレーなどモノトーンカラーでまとめたスタイリッシュな部屋に住んでいるイメージなのに。

　もしかしたら、週刊誌に載っていたモデルの彼女の趣味だろうか。そう考えると、胸が軋むような音を立てた気がした。

「ここが陽菜の部屋」

　ソファの背中側にあるドアを開けると十二畳ほどの洋室で、壁紙やカーテンの色を含めてオフホワイトとベージュで統一され、床のラグだけ淡いピンクで差し色になっている。

　客間なのに明らかに女性向けのインテリアということは……まぁそういうことなんだろう。かわいらしさを含んだナチュラルな雰囲気で、悔しいことに私と好みが似ているらしい。

　モデルの彼女は、私がここに入っても怒らないのだろうかと、余計な疑問が湧いた。

　ドアの横には私のキャリーバッグが置かれ、ベッドの奥のクローゼットには見慣れたワードローブがハンガーにかけられ几帳面に等間隔で並んでいる。

　勝手に送られてきていた荷物を見て、思わず顔を顰めた。

「この五日間、同僚の家にいたのか」

　怜士に先ほどの話の続きを促され、私は仕方なく口を開く。

「同級生の千花、覚えてる？」

「あぁ。森もり野のだろ、お前と仲の良かった」

「そう。千花も同じ職場なの。彼女の家に泊まらせてもらってた」

「森野、一昨年結婚しなかったか？　それに、さっきのやつが言ってたホテル生活っていうのは？」

　もう、山崎先生が余計なこと言うから……。

　ため息をつきながら質問に最低限の言葉で答えた。

「千花の旦那さんが今日出張から帰ってくるの。実家にも帰りたくないし、ホテル取ろうと思ってただけ」

「必要ない。陽菜の家は今日からここだ」

　横柄にそう言い切ると、怜士は袖を少し摘んで腕時計に目を落とした。

「俺、抜けてきたけどまだ仕事だから。この部屋もキッチンも、家のものは好きに使っていい。陽菜が困らないように、ひと通りは揃えてあるから」

「え……」

　確かに私の部屋と言われた洋室には、ベッドやドレッサー、ソファもあり、着替えなどの荷物は送られてきているのだから生活に困ることはなさそう。

　だけど問題はそこではない。

「洗面所とバスルーム、俺は自分の部屋に近いあっちを使ってるけど、陽菜はこっち側の客用の方を使ってくれてもいい」

　どんどん進む同居話に慌てて待ったをかける。

「ちょっと待って。私まだ、怜士の家に住むって了承したわけじゃ」

「俺の家じゃない」

「え？」

「俺たちの家だ」

「それ、どういう……」

「行ってくる。これ、この家の鍵。エレベーターに乗る時も必要だから」

　話を遮り、ゴールドのカードキーを私の手に握らせると、口の端を上げて不敵に笑った。

「もう逃げるなよ」

　そう言い残して、仕事へ向かうため部屋を出ていった。

　バタンと閉まる扉の音を聞きながら、私は途方に暮れそうになる思考回路に鞭打って、必死に今後について考えた。

　霧崎商事はＡＳＯホールディングスから資金援助を受け、代わりに政財界への繋ぎを担う。その担保として私は結婚を承諾せざるをえないと思っていたけれど、彼は私に条件を突きつけてきた。

　怜士ではない誰かを好きになれれば、この婚約は破棄できる。

　だから仲良く夫婦ごっこをする気はないけれど、実家に帰りたくない以上、ひとりで生活する場所を確保しなくてはならない。

　結婚までの半年をホテル生活するというのは保育士の給料では現実的ではないし、いくら千花が言ってくれたとはいえ、颯真さんに頼るのも申し訳ない。

　部屋を見て回りながら、諦めてここに住むべきだろうと嘆息する。

　幸いお風呂とトイレはふたつずつあってプライベート空間は保たれているし、生活スタイルも違うなら極力顔を見ないようにできそうだ。

　覚悟を決めると、早速必要なものを買いに行こうとカードキーを握りしめて部屋を出た。










３．「仲良しごっこをするつもりはないの」




　私の初恋は十歳の頃。

　もっと小さい頃からずっと一緒にいたけれど、怜士への気持ちが恋だってちゃんと自覚したのは、小学校五年生の社会科の授業中。校外学習の日だった。

　男女六人グループに分かれ、学校の外に出て実際に周辺を歩きながら地図を作ってみるという授業。

　小学校の周りには大きな公園や商店街があり、少し行った先には川も流れている。普段の授業中はこっそり手紙を書いたり漫画を読んだりしているクラスメイトが、いつになく楽しそうに地図を作成する授業の課題に取り組んでいた。

　それを見た怜士が『なんで今日は張り切ってんだよ』と言うと、『だって今日の授業は楽しいもん』と答えが返ってきた。

　確かに、ただ教室で椅子に座って話を聞くだけの授業よりも、散策しながらのグループ学習は違った楽しみがある。勉強が苦手ではない怜士や私は普段の授業も特に苦ではなかったけど、他のクラスメイトにとっては違うらしい。

　いつもの授業は、彼らにとっては〝楽しくないもの〟なのだ。

　それを聞いた怜士は、私だけに聞こえるボリュームでこう呟いた。

『俺さ。いつか親父の跡継いだら、こいつらみたいなやつが、普段の授業でも自分から勉強したくなるような楽しい教材を作る会社にしたい』

　将来ＡＳＯホールディングスを背負って立つのが決まっている怜士のその発言は、当時十一歳とは思えないほど大人びていて、当時の私には夢を語る彼がキラキラと輝いて見えた。

　大企業の御曹司としてのプレッシャーもあるだろうけど、それを見せずにずっと努力しているのを、私はずっと隣で見ていた。

　よく怜士は友達からも『怜士くんのお父さんって、大きい会社の社長なんでしょ？　すごいね！』と言われていたけど、小学生の私にはなにがすごいのか、まったくわからなかった。

『すごいのは怜士のお父さんとおじいちゃんで、怜士は別にすごくないよ。だってただの小学生だもん』

　生意気にそんなことを言っていたのを覚えている。

　だけど、自らの夢を『自分から勉強したくなるような楽しい教材を作る会社にしたい』と語った怜士を、純粋にすごいと思った。

　真っすぐに将来を見据える彼がとてもカッコよく見えて、その日以来、怜士といると胸がドキドキしている自分に気が付いた。

　きっと、これが好きって気持ちだ……。

　子供ながらに恋に目覚め、ずっとその想いを大切にしていた。

　日増しに大きくなっていく想いと共に、怜士の夢を応援するだけでなく、将来大企業のトップに立つであろう彼の役に立ちたいと思うようになった。

　中学生になると、楽しい教材を作るのもいいけれど、勉強を好きになるにはもっと小さな頃から学ぶ楽しさを体験するべきではないかと、子供ながらに幼児教育の重要性を感じ、何度もふたりで話し合ったりもした。

　私にも将来は保育士になりたいという夢があり、幼児教育の現場で得た知識は、いつか怜士の夢を叶えるのに役立つのではと考えた。

　素直になれなくて直接本人に言ったことはなかったけど、怜士に恋をしたことによって、私にとって保育士という職業は将来の夢ではなく、現実として目指すべきものという目標に変わったのだった。




　怜士のマンションに来て初めての朝。コンコンと部屋をノックする音で目が覚めた。

「陽菜、少しいいか」

「なに？」

　ドア越しに返事をしながら身体を起こし、時計を見ると午前八時を少し回ったところだった。

「顔見て話したい。開けるぞ」

　普通だったら寝起き姿を見られてしまうと慌てるところだけど、今日の私は動じない。ドアノブが回され扉が押されるも、ガチャンと音がするだけで一向に開かなかった。

　その理由は、扉の縁と壁の境目にねこの絵の書かれたかわいらしいドアロックが貼りつけてあるからだ。

　百円ショップ優秀だな、なんて私が感心していると。

「……おい、なんだこれ」

　扉の向こうで怜士の不機嫌な声がした。

「これって？」

「部屋に鍵つけたのか？」

「業者も呼んでないし工事もしてない。子供用のドアロックだよ」

　よく保育園でも、開けてほしくない場所の扉に限って子供が開けてしまうと、保護者の間で話題になる。

　キッチンや危険なものが入れてある棚の引き出しには、シールで簡単に貼れるドアロックが便利だとママさんたちが話していたのを思い出し、昨日ここに連れてこられた後、近くの百円ショップで購入してきた。

「そういう問題じゃない」

「じゃあどういう問題？」

　もちろん子供用なので、怜士のような大人の男性が力任せに押せば、シールで固定してあるだけのドアロックなど簡単に剥がれてしまう。

　それをわかっていて取りつけたのは、私の意思表示だ。

「色々考えてここに住むしかないって納得はした。だけど、まだ婚約破棄できる可能性があるんだから、正式な婚約者じゃない人と、ひとつ屋根の下っておかしいと思う。それに……」

　本当は話題に出すのも嫌だけど、私は先日のホテルでの一件を口にする。

「この前、自分がなにをしたか覚えてないの？」

「あれは……」

　ファーストキスを奪われたのはもちろん、私に対してなんの気持ちも持っていないはずなのに身体に触れてきた悲しみと悔しさが忘れられない。

　それなのに、怜士は昨日、何事もなかったかのように接してきた。夕食もまだだったけれど、なんだかドッと疲れて料理する気にもなれず、あれからマンションの近くのコンビニで適当にお弁当を買い、思いつきで百円ショップに足を延ばしてから帰ってきたのだ。

　私にあてがわれた部屋の奥には、メインの浴室とは別に客用のバスルームがあり、私は食事を済ませてからそこを使ってお風呂に入り、ふかふかのベッドにごろんと横になった。

　敵とも言える怜士の家では落ち着いて眠れないなんて殊勝なことを考えたのは一瞬で、寝心地のいい寝具の誘惑に勝てず、すぐに夢の世界の住人になったので、彼が何時に帰ってきたのかはわからない。

　もしかしたら彼にとっては、キスやベッドに押し倒すくらい取るに足らない出来事なんだろうか。

　そう考えると、またむくむくと苛立ちが募ってくる。

「私は、話すことなんてない」

　ピシャリと言い放つと、ドアの向こうで息を呑む気配がした。




　土日はそうやって鍵をつけた部屋に引きこもって話し合いをつっぱね、怜士のいない隙を見計らって買い物に出たりと、遭遇する機会を避け続けた。

　彼も今は話をしても無駄だと諦めたのだろう。無理に部屋に押しかけてくることはなかった。

　そして月曜日。六月も後半なので七夕飾りの作成などで保育時間を過ごす。お迎えの保護者に園児を引き渡し終えると、途中入園の手続きで保護者が職員室の奥の部屋で満福園長と話をしているのが見えた。

「では、こちらが園生活で必要なもののリストになります。大変ですけれど、全部にひらがなでお名前を書いてあげてくださいね」

「わかりました」

「説明は以上になりますが、なにかご不明な点はありますか？」

　園長先生と話をしていたママさんは、座っていてもスタイルがいいのがわかるほどシュッと細身で、緩くカールした明るい色のロングヘアを後ろでひとつに束ねているだけのヘアスタイルなのにオシャレに見える。

　背筋をピンと伸ばして話を聞く後ろ姿は美しく、凛とした雰囲気が漂っていた。

　圧倒的な存在感に目を奪われていると、私の視線に気付いたのか、ママさんが顔を上げてこちらを振り向いた。

　慌てたものの顔を逸らすのも憚られ、取り繕ったように笑顔を浮かべて会釈する。すると、彼女は小首を傾げながらこちらをジッと見つめてきた。

　怒らせてしまったかなと焦っていると、「もしかして、霧崎陽菜さん？」と名前を呼ばれて驚いた。

「えっ！　あ、はい。そうですが……」

「やっぱり！　私のこと覚えてないかしら？　同じ高校だったの。私の方がひとつ上の学年で、保健委員を一緒にしたこともあったのだけど」

　同じ高校、ひと学年上、保健委員……と考えながら、改めて目の前に立つ人の顔を真っすぐに見つめる。

　その美しい顔立ちから、すぐに高校時代に『学校一の美女』と呼ばれていた先輩の姿が頭に浮かんだ。

「あっ！　彩あや佳か先輩？」

「ふふ、嬉しい。覚えててくれたのね」

「そ、それはもちろん……」

　あの高校に通っていて神じん宮ぐう寺じ彩佳を覚えていない人はいないだろう。

　そのくらい容姿端麗で有名だった。それだけでなく彼女は有名な飲料メーカーの社長令嬢で、祖父は元外務大臣を務めたほどの著名人。

　誰もが憧れるような完璧な女性だったけど、私が彩佳先輩を知っていたのはそれが理由ではない。

　彼女は、怜士に好意を寄せていた女子のひとりだった。

「霧崎さん、ここの先生なの？」

「はい、彩佳先輩は……」

「再来月から息子がお世話になります」

　そう言って少し頭を下げる先輩は、あれから十年経っていても相変わらず綺麗なままだ。

　あれ？　でも待って。

　先輩が結婚して子供を授かったのは頷ける。これだけ美人な彼女のこと、きっと錚そう々そうたる面々からも引く手数多だったのだろうと想像に難くない。

　だけど、どうして子供を保育園に？

　彩佳先輩ほどの家柄の人なら、ベビーシッターを雇って家で見てもらうか、そもそも働かずに専業主婦になる人の方が多いと思うのに。実際私も、父から怜士と結婚したら仕事を辞めるよう、口酸っぱく言われてきた。

　そんな私の疑問が顔に出てしまっていたのだろう。

　先輩は帰り際に仕事の終わり時間を訊ねてきた。

「よかったら少し話さない？」

「あ、でも、息子さんは……？」

「今日は主人が休日出勤の振り替えで休みだから家で見てもらっているの。どうかしら？」

　彼女からの誘いに応じ、先に行ってもらうよう伝え、私は仕事を終えて急いで支度を整えると、保育園の最寄り駅の近くにある『calandoカランド』というカフェへ向かった。

　ベルギーチョコを使ったアイスココアを注文し店内を探すと、窓際の席でコーヒーを飲む先輩の姿が見える。

　彩佳先輩は私に気が付くと、穏やかに微笑んでこちらに手を振ってくれる。私も小さく会釈して、彼女が座る席の向かいに腰を下ろした。

「すみません、お待たせしてしまって」

「ううん。こちらこそ、急に誘ってしまってごめんなさいね」

「いえ、私もお話ししたいと思ったので」

　敏さとい先輩は、私がなにを聞きたいのかをすぐに察したようで、コーヒーをひと口飲んでから私の疑問に答えてくれたけど、その内容は想像を遥かに超えていた。

「私ね、実は駆け落ちしたの」

「駆け落ち!?」

　あまりにも驚きすぎて、公共の場であるにもかかわらず、身を乗り出して大きな声を出してしまった。

　慌てて口を押さえて周りをキョロキョロ見回すと、賑やかな店内なのでそこまで注目を集めていなかったことにホッとする。

「すみません……」

「ふふ、驚くわよね。駆け落ちって言うと少し大袈裟だけど。両親に決められた相手との縁談をお断りして、どうしても自分が本当に好きになった人と結婚したかったのよ」

「本当に、好きになった人と……」

「主人はいわゆる上流階級の人間ではなく一般家庭の人で、特別優秀なわけでもない。だけど、私にとって彼という存在自体が特別に思えて……」

　聞けば大学の頃に知り合ったふたつ年上の男性で、今はハウスメーカーの営業をしているらしい。

「両親には内緒で相手方にお断りの連絡を入れて、実家を出たわ。連れ戻されないようにすぐに彼と籍も入れて、しばらくは東とう京きょうを離れて地方に住んでいたの」

「すごい……」

「彼の仕事の都合でこっちに戻ってきたのだけど、絶対に実家は頼れないから、私も産休育休を取りながら必死に働いてるってわけ。途中入園はどこも絶望的って話を聞いていたから、まんぷく保育園に入園が決まってホッとしてるわ」

　なんでもないことのように言う彼女の話は、私が目指している理想的な未来だ。

　彩佳先輩はコーヒーカップをソーサーに置き、左手の薬指にはめた指輪を愛おしそうに撫でた。

　親友の千花も、旦那さんの話をする時によくこういう仕草をする。

　相手を好きでたまらないのだと伝わってきて、微笑ましいのと同時に、とても羨ましくなった。このままだと、私にはそんな愛のある結婚はできそうにないから……。

「先輩が羨ましいです……」

　自分の気持ちを言葉に出して、そういえば高校生の頃にも同じように彼女を羨んだことがあったと思い出す。

　彩佳先輩は、怜士に好意を抱いていた女子生徒の中で、唯一私に対していじめたり嫌みを言ったりしてこない相手だった。

　あの学校は良家の子女が多く通っていて、高校の頃にはすでに婚約者が決まっているという話も珍しくはなかったし、きっと怜士が私と婚約しているという噂を先輩も知っていたはずだ。

　委員会で私とは顔見知りだったし、意地悪をしようと思えばなんだってできる環境だった。

　それなのに、他の女の子と違って私に恨み言をぶつけてくることはなかった。

　彼女ほどの恵まれた容姿と家柄なのだから、きっと私なんか眼中になかったんだろう。

　怜士の隣を微笑みながら歩く彩佳先輩は美しさの中にあるかわいらしさが引き立って、映画のワンシーンを見ているように絵になっていた。

　当時そんなふたりを見て、私は胸が焦げつくような感情を覚えたんだ……。

「羨ましいって？」

「だって、政略結婚を断って、好きな人と結婚して子供を授かって……」

　先輩の旦那さんだって、きっと大企業のお嬢様である彼女を攫うだなんて、きっととても勇気がいることだったと思う。それでも実行に移したのは、先輩を他の男性に取られたくないという強い想いがあったからに違いない。

　好きな人を見つけて、さらにその人から同じだけ想いを返してもらえる。その先に結婚というゴールがある。そんな日常にありふれている夫婦の形が、私にとっては夜空に輝く星のようにキラキラ輝くものに感じて、手が届かないほどに遠い。

「確か霧崎さんは麻生くんと……」

　私の顔が曇ったのがわかったのか、先輩は言葉を途切れさせた。でも私は誰かに聞いてほしくて、先輩にこれまでの経緯を話した。

　婚約の話は十年前から出ていたこと。最初は政略結婚だろうと嬉しかったこと。だけど婚約が決まってから急に怜士が冷たくなり、いろんな女の子とデートして浮名を流し始めたこと。

　そこで先輩は申し訳なさそうに肩を竦めて苦笑したけれど、私は構わずに続けた。怜士とは結婚したくなくて、政略結婚を断ることで両親から縁を切られても生きていけるように、学生時代は一心不乱に勉強して資格を取ったり、貯金するためにバイトに精を出したりしていたことも話した。

「だけどうちの会社、もう十五年も前からＡＳＯホールディングスに資金援助を受けていたらしくて。それを盾に怜士に脅されて、もう結婚するしかないって感じで……」

　暗くならないように軽く話してみたものの、溢れるのはカラッカラに乾いた笑いだけ。

「両家の顔合わせの席で『結婚する気はありません』なんて宣言したのに、大勢の従業員が路頭に迷うかもと考えたら、結局私は自由を手にできなかったんです」

　両親や怜士に向いていた怒りは、時間が経つほどに自分の不甲斐なさへの絶望感に変わる。

　氷の溶けかけた濃厚なココアを飲むと、まろやかな甘さが私を少しだけ癒してくれた。

「でも、もし半年の間に怜士を好きにならなければ、この結婚はなかったことにできるかもしれないんです。だから、怜士以外の人と恋愛をできればと思ってるんですけど……」

　とはいえ、いまだそんな相手は見つからず。そもそも積極的に探してもいないし、そうそう素敵な出会いが転がっているはずもない。

　恋愛に憧れや理想はあるものの、いざその相手となると、なにもビジョンが浮かんでこないのだから困ってしまう。

　社会人になってすぐの頃は、大学時代の友達に誘われて合コンに行ってみたりもしたけれど、どの男性にもときめいたり恋の始まりのような感情は抱けなかった。もしかしたら私は、この先誰にも恋をしないまま政略結婚するしかないのだろうか。

「驚いた。麻生くんたら、まだ素直になれていないのね……」

　彩佳先輩は呆れたように頭を抱えて項垂れている。

『まだ素直になれていない』って、いったいどういう意味だろう。

　私が首を傾げていると、先輩がとんでもないことを言い出した。

「ねぇ霧崎さん。その結婚する前の恋愛、私がお手伝いするわ」

「え？」

「私の会社の同期にね、彼女募集中の素敵な男性がいるの」

　彩佳先輩は、学生時代には見たことのないような無邪気な顔をして笑っている。

　その表情は、保育園の子供がイタズラを仕掛ける前に見せる顔にそっくりだった。










４．「恋愛をしたいなら、俺とすればいい」




　怜士の家に住み始めて、三週間が経った。

　セミの鳴き始めた七月中旬、今日は彩佳先輩に紹介された男性と会う約束の日だ。正直まったく乗り気ではなく、何度も断りを入れようかと、この一週間迷いに迷った。

　先輩の勤める化粧品会社の同期で、大おお内うち衛まもるという彼は、私よりひとつ学年が上の二十六歳。化粧品会社といえば、彩佳先輩みたいに綺麗な女性が多い職場なイメージだけど、研究職には意外に男性もいるのだとか。

　華やかな女性を見慣れているだろうし、私なんかと会ったところで彼にメリットがあるとは思えないのだけど。

　私は先週の彩佳先輩の言葉を思い出した。

『大内くん、すごく真面目で穏やかな人よ。仕事ひと筋でしばらく彼女がいないってぼやいてたし、一度会ってみるのもいいと思うの』

　怜士に対し、結婚する前に恋愛してみせると啖呵を切ったものの、積極的に相手を探す気になれないでいる私に、先輩は強引とも取れる雰囲気で大内さんと会うよう説得してきた。

『会ってみて気が合いそうならそのままお付き合いしてみればいいし、合わなければお断りすればいいんだもの。ね？』

　かわいらしく小首を傾げられたものの、なぜそんなに私の恋を応援してくれようとしているのかわからない。だって、先輩と私はたまたま数年ぶりに会っただけで、学生時代は委員会くらいでしか関わりがなかったはずなのに。

　そう訊ねると、『私は恋する人の味方でありたいの』と綺麗な顔で微笑まれた。

『それに、まだモタモタしてる麻生くんに意地悪もしたいし』

『意地悪？』

『ふふっ、意地悪っていうか、意趣返し？』

　あまり穏やかではない単語が出てきて、ますます混乱してしまった。

　怜士から離れた理由は知らないけれど、もしかして恨みでも持っているんだろうか。

『政略結婚をしたくないって気持ちは、私もよくわかる。だからね、霧崎さんにも素敵な恋愛をしてほしいなって思うの』

　なにか企んでいそうな気配はするものの、彼女から悪意は感じられない。

　結局、私のためにそう言ってくれる彩佳先輩に押し切られ、大内さんに会ってみることになった。

　約束はお昼前の十一時半。ランチを食べながらお互いのことを話せば初対面でも気詰まりではないだろうというのは先輩の案だった。

　それなら三人で会いましょうと提案したのに、『休日は家族と過ごしたいの』と素気なく断られた。強引でマイペースなのにどこか憎めないのは、いかにも良家のお嬢様っぽいと思う。

　大内さんがお店を予約してくれたらしく、お店の最寄り駅前で待ち合わせることになった。初対面なので無事に会えるか不安だけど、行ってみるしかない。

　私はクローゼットから、大きめのパフスリーブが特徴のワンピースを取り出した。今年の流行色である淡いグリーンは私にとっては少し挑戦だけど、一緒に買い物していた千花に似合うとお墨付きをもらったので購入を決めた。

　正面から見ると無地でシンプルな印象だけど、背中が少し開いていて首の後ろでリボン結びするデザインがかわいい、お気に入りの一枚だ。

　かなり女子力高めなデート仕様のワンピースを選んだものの、その手が止まってしまう。

　どうしても気が乗らない。ちゃんとした恋愛をしたいのなら、結婚するまでの短い期間しかないというのに、私はいったいどうしたいんだろう。

　手に取ったワンピースをクローゼットに戻すと、隣にかかっていた紺色のシャツワンピースに着替える。手早くメイクを終えて鏡を見ると、普段の姿となんら変わりない私が映っている。

　あれ、デートっぽさがなさすぎる？

　化粧品会社に勤めている人に会うのに、いつものメイクで大丈夫かな？

　そう思ったものの、時計を見るとすでに十時半を回っている。ここから待ち合わせの場所までは三十分ほど。

　絶対に遅刻はしたくないので、そろそろ向かわなくては。

　肩にかかる髪は毛先だけ緩く巻いて耳の上でひとつにまとめ、ワイヤーの入った革紐を無造作に巻きつける。ここ最近ＳＮＳで流行っているヘアアレンジで、手軽で簡単なのにオシャレに見えるので、休日はもっぱらこのスタイルだ。

　通勤用のバッグから財布と定期を取り出して、去年奮発して買ったかご素材のサッチェルバッグにスマホとハンカチと一緒に入れた。

　部屋を出て、無駄に長い廊下を歩いた先の玄関で靴を履いていると、突然目の前の扉が開き、身体が飛び上がるほど驚いた。

　扉の向こうにいた怜士もまさか休日の朝に私と鉢合わせると思っていなかったのか、目を見開いている。

　格好からして、二階に併設されているジムにでも行ってきたのだろう。

　シンプルなトレーニングウエアから伸びる二の腕は意外にも筋肉質で、肩幅も胸板も私が見慣れていた怜士よりも逞しくなっている気がする。

　シャワーを浴びたのか濡れた黒髪は艷やかで、首筋に落ちる滴に目を奪われた。

「出かけるのか」

　私を頭から爪先まで見た後、不機嫌そうな声で訊ねてきた。

　三週間もこの部屋に住んでいながら、怜士と顔を合わせたのは数えるほど。

　仕事柄出勤時間が早い私と、会社員の怜士では生活リズムが違うし、そもそもこのマンションがＰＰ分離という客間とプライベート空間をしっかり分けられるような間取りになっているので、怜士の在宅時にリビングやキッチンに近付かない限り、鉢合わせることはない。

　私にあてがわれた部屋には奥にバスとトイレがあるし、ここに住み始めてすぐに部屋に置ける小さな冷蔵庫をネットで買ったので、引きこもるのに不足はなかった。

　まさかこんなタイミングで顔を合わせるなんて、と思わないでもなかったけど、特に取り繕う必要もないと考え直した。

「そう、デート」

　そんな浮かれた響きの外出ではないけれど、怜士以外の人と恋愛をすると大見得を切ってしまった手前、やはり相手がいるのだと思わせたかった。

「デート？」

「そうだけど」

「他の男との恋愛は認めないと言ったはずだ」

　怜士は大きく一歩踏み出して私の腕を掴む。

　その力強さに怯みそうになったけど、肘を大きく上げて彼の手を振り払った。

「やめて。半年後までに怜士を好きにならなければ、婚約は破棄できるんでしょう？　そのために行動するのを咎められても困る」

　大内さんと会うことが婚約破棄への一歩になるのかは、私にもわからない。

　ううん、心のどこかで、きっと違うだろうなって思っている。

　本心からこの政略結婚は嫌だし、ちゃんと恋愛をしたいって思っているはずなのに、怜士を見ていると胸の奥がざわざわとして落ち着かない。

　これ以上話していたくなくて、視線を合わせずに横をすり抜ける。

「陽菜」

　思いとどまらせるように名前を呼ぶ怜士の声を無視して、私は閉まる扉を背にエレベーターホールを目指した。




　約束の時間よりも二十分ほど早く待ち合わせ場所に着いたけれど、五分も待たずに待ち人が来た。

「霧崎さん、ですか？」

「は、はい。えっと、大内さん？」

　声をかけられて見上げると、長身で少し無骨な雰囲気のある男性がいた。

「はい、そうです。暑い中お待たせしてすみません」

「いえ、私が早く着きすぎてしまっただけなので。こちらこそ、今日はわざわざ来ていただいてすみません」

「いや、きっと杉すぎ野のがおせっかいを焼いたんでしょう」

　杉野とは、彩佳先輩の新しい名字だ。苦笑しつつも不機嫌には見えず、ホッとした。彩佳先輩に無理やり行くように言われて来たのだとしたら、申し訳なさすぎる。

「では、早速ですが店へ移動しましょうか」

　紳士的にエスコートをしてくれる大内さんは、表情を緩めると目尻が下がり、グッと優しい印象になる。

　彼は大学で学んだ知識を活かし、社内では基礎研究の分野に携わっているらしい。直接商品を開発するというよりも、配合する有効成分などのデータを取り、化粧品の効果の実証実験をしたりする部署で、普段はスーツではなく白衣を着て仕事をしているそうだ。

　穏やかで優しい口調の大内さんとの食事は、初対面だというのに気まずさを感じなかった。予約してくれていたイタリアンレストランで美味しいパスタを堪能しながら、互いのことを話したり、共通の知人である彩佳先輩の話をしたり、話題が尽きず会話が途絶えてしまうこともない。

　化粧品研究の話をする彼は雄弁で、どれだけ自分の仕事に誇りを持っているのかが垣間見えるのも好印象だ。

　しかしその話を聞いていると、勉強を好きになるように幼児教育に力を入れようと語っていた中学生の怜士の顔が浮かび、芋づる式に今朝の不機嫌な顔まで思い出してしまった。

　追い払うように頭をふるふる振っていると、大内さんが不思議そうにこちらを見たので、なんでもないと笑っておいた。

　彼はとても素敵な人だと思う。彩佳先輩と仲が良いようだし、きっと優秀な研究員なんだろうと、話を聞いて感じられた。だけど、それが恋愛に結びつくだろうかと考えると、やはり自分の中ですでに答えは出ているような気がする。

　食事を終え、店を出てからご馳走になったお礼を伝えて、形式的に連絡先を交換して別れた。

　新たに連絡先が加わったスマホに目をやると、時刻はまだ午後二時過ぎ。

　せっかくの休日にこのまま家に帰るのは惜しい気もしたが、なんだか気疲れしてしまって、結局帰宅することを選んだ。




　鍵を開けて玄関に入ると、怜士の革靴も休日用のスニーカーもあり、彼が家にいるらしいとわかった。

　それならやはり外で過ごそうかと踵を返そうとしたところに、リビングに続く扉から怜士が出迎えに来た。

　今朝彼を振り切って家を出てから、まだ四時間ほどしか経っていない。

　デートだと息巻いて家を出ていったわりに、もう帰ってきたと笑われるのかと唇を噛みしめ視線を向けると、どこかホッとしたような安堵の表情をしている怜士と目が合った。

「おかえり」

　この言葉に返すセリフはひとつしかないけれど、すぐに口に出せるほど、私はここでの生活を受け入れたわけでもない。

　それでも無視をするのも憚られ、「……ただいま」と小さく返事をしてから自室へ向かおうと足を進めた。

「陽菜。そろそろちゃんと話がしたい」

「私には話すことなんてない」

「……頼む」

　真剣な眼差しを向けられて調子が狂う。学生時代はいつだってこちらを睨むような不機嫌さを隠さなかった怜士が、私に懇願するような素振りを見せるなんて。

　話の内容がなにかわからないけど、聞くだけ聞いてみようか。

　もしも不快な話なら、遮って部屋に下がればいい。

「わかった」

　了承して頷くと、再びあからさまにホッとされ、なんだかずっと怜士を避け続けていた私が悪いことをしたような気にさせられる。

　気を取り直して彼の後についてリビングに入り、大きなソファの真ん中に座ったのを見てから、一番遠くのスツールに腰を下ろした。

　怜士は私を見て顔を顰めたが、話を切り出すために姿勢を正し、真っすぐにこちらを見つめてきた。

「陽菜」

　子供の頃からずっとそう呼ばれてきたというのに、どこか切羽詰まったような声音で名前を紡がれると、むずむずとした言いようのない感覚が身体を走る。

　なぜだかとにかく落ち着かなくて、早く話を終えて部屋にこもってしまいたい衝動に駆られた。

「『恋がしたいのなら、俺を好きになればいい』と言ったのを覚えてるか」

　不意に問いかけられた内容を理解するのに、一瞬の間が空いた。

　どんな話なのかとドキドキしたけれど、先日の続きなら落ち着いて会話ができそうだ。

　質問の答えはイエス。もちろん覚えている。

　半年後までに彼を好きになれなければ婚約を破棄できるという条件なのだから、忘れるはずがない。

　無言で頷いた私を見つめたまま、怜士は言葉を続けた。

「陽菜は『一途に私を想ってくれる人がいい』と言ってたよな。それなら、相手は俺だっていいはずだ」

「ちょっと意味が……」

　いったいなにを言い出したのかわからず、怜士の顔を穴が開くほどジッと見つめた。

　聞き間違いじゃないなら、彼は暗に私を一途に想っていると言い出した？

　まさか。そんなことあり得ない。あまりに私が怜士を避けるから、たちの悪い冗談で嫌がらせでもしているつもりだろうか。

　首をひねって苦笑していると、私の心の声が届いたのか「言っておくけど、冗談じゃないから」と釘を刺された。

「俺は、子供の頃からずっと陽菜が好きだった」

　その言葉を聞いた瞬間、時が止まった気がした。それと同時に、激しい混乱と憤りで、私の身体はカタカタと小刻みに震える。

　体中の血液が、一気に頭にのぼっていったような感覚だった。

「バカにしないで！」

　ギュッと目を瞑り、叫んだ。

　一緒に住み始めて三週間。

　私が頑なに怜士のことを避け続けているのが癇に障ったのか、自分に落ちない女がいることにプライドが傷ついたのか知らないけれど、まさか『ずっと好きだった』という見え見えの嘘で私がほだされるとでも思ったのだろうか。

　今はこんな歪な関係でも、私の初恋が怜士だということは紛うことなき事実。それなのに、子供の頃の楽しかった思い出まで汚されてしまった気分だった。

「そんな嘘、よく平気な顔で……っ」

　悔しくて、泣きたくないのに涙が滲む。

　両親に売られたも同然で政略結婚を受け入れざるをえない状況でさえ、この世の終わりのように感じていたのに、その上どうしてこんな風にバカにされなくてはいけないのか。

　涙が浮かぶ瞳に軽蔑を込めて怜士を睨むと、慌てたように彼が弁解する。

「嘘じゃない、俺は本気で」

「信じられるわけないでしょう!?」

　本気だと言い募ろうとする怜士の言葉を遮って叫び声をあげる。

　急に態度を変えたあの日以来、私がどれだけ困惑したと思ってるの？　どれだけ傷ついて、涙して、あなたを嫌いになることで自分の心を守ってきたと思ってるの？

　当時、怜士の周りにいる女性の噂を聞くたびに、傷つかないよう徐々に心を固く閉じていき、高校を卒業する頃にはどんな話を聞いても動じなくなっていた。

　そんな彼女たちの名前や顔、さらには吐き捨てられた暴言まで思い出し、彼への嫌みのつもりが、自分の胸まで抉られるように痛む。

　それを悟られないよう怜士を睨んでいると、彼が「それはお前が……っ」と反論しかけて口を噤んだ。

「私が？」

　続きを促せば、怜士は苦虫を噛み潰したような顔で話しだした。

「高校に入学した頃、陽菜との結婚の話を親父から聞いた。霧崎商事の経営がうまくいってなくて資金援助してることも、その見返りに霧崎家が持つ政財界へのパイプを使ってることもその時に聞いた」

　ここまでは、以前ホテルでも聞いた話だったので特に驚きはしなかった。

「結婚の話は霧崎家から持ってきたらしくて、陽菜も了承済みだと言われてガキだった俺は舞い上がった。親は政略結婚だと思っていようが、俺にとってはずっと好きだった陽菜と結婚できるんならなんだってよかったんだ」

　その感情には覚えがあり、ハッと息を呑む。中学生だった私もまったく同じことを考えた。これは政略結婚なんかじゃない、れっきとした恋愛結婚だって。

　でも、じゃあどうして……。

　私の疑問は、その後の怜士の話で吹き飛んだ。

「でも、陽菜が結婚することに対して出した条件を聞いて、頭が真っ白になった」

「条件？」

「親父さんに言ったんだろ？　『結婚するまでは自由に遊びたい』って。それって、俺以外の男と遊びたいって意味だったんじゃないのか」

「えぇっ？」

　怜士が眉間に皺を寄せながら言い放った言葉に、私は驚きと反論の混じった声をあげた。

　確かに大学卒業後は、ＡＳＯホールディングスに就職したり花嫁修業したりするのではなく保育士になりたいというのを、結婚を了承する代わりに許してもらった事実はある。だけど決して自由に遊びたいと言ったわけじゃない。

　むしろ、怜士との将来を考えて保育士になりたいと願い出たのだ。

　そこでふと思う。

　父は保育士のことを『遊びみたいな仕事』と見下していた。

　もし父が私の『結婚するまでは保育士として働きたい』という言葉を、『結婚するまでは自由に遊びたい』と歪曲するような伝え方をしていたとしたら。

　あり得ない話ではない。

　そして、その〝遊びたい〟という表現を、怜士は勝手に〝男遊び〟に変換してしまっていたのだ。

「陽菜も俺と同じ気持ちだって勘違いしてたのが恥ずかしくて、自暴自棄だったんだ。毎年陽菜と行ってた夏祭りに強引に誘ってくるやつがいて、どうせ今年は陽菜と行く気にはなれないからって適当に頷いたら、いつの間にかそいつが彼女だって噂が広まってた」

　いつの間にかって……。

　白い目で見やると、怜士は自嘲気味に笑い、それでも話すことをやめなかった。

「それ以来、誘われては出かけてっていうのを繰り返した。陽菜が他の男と遊ぶ気なら俺だってって思ってた節もある。だけど、結局誰といたって楽しくなんてなかった。バカだったって、今になって思う」

　そう言いながら怜士に腕を引かれ、ぼすんと硬いなにかに顔がぶつかる。

「わぶっ……！」

　なにが起こったのか一瞬わからなかったけど、嗅ぎ慣れないスパイシーな香水を近くに感じ、ようやく抱きしめられているのだと理解した。必死に身じろぎし、離してもらおうと腕を突っ張ろうとしたところで、怜士の懺悔する声が耳元で響いた。

「この前は、本当に悪かった」

　艶のある低く甘い声が微かに震えている。

　怜士の言う『この前』とは、ホテルでのことだと察しがついた。

　辛そうに絞り出しているかのような声音には、ありありと悔恨が滲んでいる。

　あの時は怖くて悔しくて、なにより悲しかった。

　だから簡単に許す気にはなれないけど、謝罪は受け取ろうと、小さくこくんと頷いておいた。

「その、聞いてもいいか？」

　彼が私の父の言うことを真に受けて、私が『結婚までは遊びたい』と言っていたと思っているのなら、先日のホテルでの一件は腑に落ちないことだらけだろう。

「……話すから、離れて」

　今更な気もするけれど、この歳になるまで遊び歩いていただなんて不名誉な誤解をされたままなのも嫌だ。だから話そうと思っているのに、一向に身体に回った腕の拘束から抜け出せない。

「離したくない。せっかく、陽菜が俺の腕の中にいるのに」

　さらにギュッと力が込められて、動揺した私はバシバシとその腕を叩く。

「バッ、バカなこと言ってないで離して！　じゃないと話もできない！」

　ようやく腕の力が緩められ解放されたものの、私は話す前から息も絶え絶えになっている。

　顔が熱くなっているのを自覚して、一旦飲み物を取りにキッチンへ逃げた。

『離したくない』なんて甘い言葉を耳元で囁かれ、どんな顔をしていたらいいのかわからない。勉強と仕事に明け暮れ、大人の男性に対する免疫は皆無だといってもいい。

　自分を落ち着かせるために大きく深呼吸をする。

　戸棚からグラスを出しながら、さすがにひとり分だけ持っていくのはいかがなものかと思い、怜士の分のお茶も一緒に入れてソファに戻った。

　怜士の座る前にグラスを置くと、ものすごく驚いた顔をして私を見てくる。

「なによ。さすがに自分の分だけ持ってくるなんてしないよ」

「あ、いや、そうじゃなくて。覚えてたんだなって。俺が氷いらないって」

　嬉しそうに顔を綻ばせた怜士に指摘されて、自分の持ってきたふたつのグラスを見る。自分のグラスには三つほど氷が浮いているのに対し、怜士のグラスには氷を入れていない。

　小学生の頃から、彼は『氷があると飲む量が減る』と言って頑なに氷を入れずにいた。男のくせに小さいことを気にするんだねって何度もからかったことがあるけど、『純粋に飲み物を飲みたいのに氷が邪魔だ』とよくわからないことを熱弁していた。

　幼い頃のエピソードを思い出し、自分の無意識の行動に、私はいよいよ顔から火が出るほど恥ずかしくなった。

「別にっ、ずっと覚えてたとか、そういうのじゃないから！」

　抱きしめられてうろたえてしまったのを隠したくて逃げたはずなのに、これでは自爆しにいったようなものだ。

　幼い頃に染みついた記憶は簡単には消えない。

　ここ数年は顔を見ないどころか連絡さえ取っていなかったというのに、いまだに怜士の小さな癖を覚えている自分が滑稽にさえ思える。

「それより、話！　するんでしょ」

　私は強引に話題をすり替えると、持ってきたお茶をごくごくと飲み干す。

　ふっと笑った怜士を視界に入れないようにして、十年前のことを話しだした。

「私が怜士との結婚を言い渡されたのは、中学を卒業する頃だった。大学を卒業したら結婚するまで家事の腕を磨くか麻生の家業を手伝うか、きっとその二択になるって思った。でも……」

「でも？」

　この先をどうやって説明しようかと考える。

　怜士が初恋の相手であることや、夢を現実にする怜士の手伝いがしたくて保育士を目指したことなんて話したところで今更だ。

　思考を巡らせ、事実だけを伝えることにした。

「夢だった保育士を諦めたくなかった。だから父に頼んだの。結婚を了承する代わりに、二十五歳までは自由に働かせてほしいって」

　簡潔な私の話を聞いていた怜士の眉間に、見たことないような深い皺が刻まれていく。

「自由に……働く……？」

　きっと自分の記憶と照らし合わせているんだろう。

　口数が少なく、一見するとなにを考えているのかわからない怜士にしては珍しく、混乱している様子が手に取るようにわかった。

「いや、親父は陽菜の父親が『結婚までは遊びたい』って話してるって。だから、親父も最初はこの結婚話に難色を示してたんだ」

　後半の初めて聞く話に、『それならそのまま破談にしてくれればよかったのに』と思うけれど、それこそ今更だ。

「父は保育士のことを遊びのような仕事だって言ってた。あの人にとっては、花嫁修業もしないで大企業に勤めるわけでもないなら、フラフラ遊んでるのと同義なんだと思う」

　絶句して固まっていた怜士だけど、しばらくすると膝の間に頭を埋めるように項垂れてしまった。

「後は、この前店で両親と言い合ってたのを聞いた通りだよ。高校に入って、怜士がいつも女の子と一緒にいるのを見て、両親に結婚はしたくないって頼んだ。結局、聞く耳を持たずに売り飛ばされたけど」

　なんて、さすがに嫌みっぽすぎたかな。会社に資金援助してもらっているのなら、本来感謝して然るべきところなんだから。

　だけど、素直にお礼を言う気にはなれなかった。

「全部、誤解だったってことか……」

　呆然とした声で呟いた怜士が、くしゃっと自分の前髪をかきむしった。

「陽菜からしたら、学生時代の俺は最低に映ったよな」

「まぁ……そうだね」

「誤解させて悪かった。あの頃、陽菜にキツくあたったことは弁解しない。でも他の女性と付き合ったことはないし、俺が好きになったのは陽菜しかいない」

　縋るような視線を向けられ、信じてほしいと懇願される。

　真っすぐで曇りのない瞳は、私が惹かれていた頃の怜士そのままで、目を逸らせない。

「入社してからは陽菜と結婚するために一人前になろうって、仕事ばっかりしてた」

「嘘。だって、最近週刊誌に撮られてたのは？」

　ファッション雑誌で表紙を飾るような綺麗なモデルとの熱愛報道が写真付きで出ていた。記事には食事をした後、そのままホテルへ消えていったと書かれていたはずだ。私がすかさずそう反論すると、怜士は首を横に振った。

「ふたりきりで会ってたわけじゃないし、同じテーブルで食事しただけでなにもない。そもそも初対面だし、記事になるまで名前も知らなかった」

　そんなことあり得るだろうかと思うものの、怜士が嘘をついている感じはしない。

「じゃあ、この部屋のインテリアは？」

「インテリア？」

「だって、怜士の実家の部屋ってこんな感じじゃなかったでしょ。だから、ナチュラル系のインテリアは彼女の趣味なのかと」

　リビングだけじゃない。私に与えられた客間は、明らかに女性に向けた部屋の作りだった。色合いはもちろん、ドレッサーやアロマディフューザーまである。

　それを伝えると、怜士は焦ったように再び首を横に振った。

「待て、違う。あれは全部陽菜のために俺が用意したんだ」

　今日は珍しい姿をよく見る日だ。何事にも動じない人だっただけに、今日の怜士はすごく新鮮に感じる。

「家に他人をあげたことなんて一度もないし、ここは陽菜と暮らすために二カ月前に買った」

「えっ!?」

　私と暮らすため……？

　じゃあインテリアが私好みだったのは、怜士が私のために選んでくれたから？

「他の女性と住んでた部屋に陽菜を連れてくるわけないだろ。そもそも、恋人なんていたことない」

　そういえば、初めてこの部屋に来た時、怜士は『俺たちの家』と言っていた。

　あれは言葉通り、私との生活のために用意してくれた家という意味だったんだ。

「そ……っか。私、てっきり政略結婚だから、彼女との関係は続けるって意思表示でこのインテリアのままなのかと」

　正直に言うと、怜士は絶句して眉をひそめた。

「陽菜の中の俺って、どこまで最低な奴なんだ……」

　頭を抱えて呻いていた怜士だけど、すぐに切り替えたのか、顔を上げると真っすぐに私を見つめてきた。

「嫌な思いをさせて悪かった。入社後は本当に仕事ひと筋だし、女性とふたりで出かけたこともない。今さら虫がよすぎるかもしれないけど、信じてほしい」

　帰ってきてからの息もつけない急展開に、鼓動がうるさいほどドキドキと音を立てている。こんな風になるなんて、想像もしていなかった。

　ずっと結婚を回避する方法を考えてきたし、今日だって怜士以外の人と恋をして婚約破棄をしようと、乗り気じゃないデートだってしてきた。

　まさか、怜士がずっと私のことを想っていたなんて……。

　でも、さっき彼が自分で言っていたように、学生時代の怜士の行いで私が傷ついたのは確かだ。

　付き合っていなかったとはいえ、私を好きだったのに他の女の子と一緒の時間を過ごしていたんだよね……？

　ぐるぐると思考がめまぐるしく脳内を駆け巡り、なにから考えたらいいのかすらわからない。

　そんな私のそばに寄り、怜士はもう一度、ゆっくりと幼い子供に理解させるかのように言葉を紡いだ。

「好きだ、陽菜。ずっと、陽菜だけが好きだ」

　その瞳の中に、確かに愛情が迸ほとばしっているのが見えた。
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　とんでもない勘違いに気付いたのは、ちょうど一週間前の土曜日。陽菜がデートだと出かけた日の午後だった。

　自宅マンションに彼女を連れてきて三週間。あいつは部屋に鍵をつけてまで拒絶を示し、ことごとく俺を避け続けた。

　ホテルでの一件を考えれば、それも当然だと思える。組み敷いた身体はガタガタと恐怖に震え、こらえてはいたものの瞳は涙に濡れていた。

　父親から聞いた彼女の言葉を鵜呑みにした俺は、まさか陽菜が処女だとは思ってもみなかった。経験があるなら無理やり押し倒していいというわけではないが、勘当されようと結婚しないと両親に啖呵を切った陽菜を見て、焦った末の失態だった。

　考えてみれば、学生の頃から彼女のことに関しては間違いだらけだ。

　週末ではあるが、開店して一時間も経っていない店内は、まだまばらにしか埋まっていない。

　オーダーしたマッカランのグラスを傾けながら、己の愚行にため息を洩らす。

　陽菜を意識しだしたのはいつからだったのか、正確には思い出せない。小学生の頃からずっと一緒にいて、隣にいるのが当たり前の存在だった。

　ＡＳＯホールディングスは創業三十年余りと歴史は浅いが、教育関連事業として国内のシェアを一手に担う巨大企業に成長した。

　子供の頃から、いずれ会社を継ぐのだろうと理解していたし、そのための努力は怠ってはいなかった。だけど、強制されたくないし、他人にどうこう言われたくない。特別扱いもされたくない。

　麻生の御曹司として扱われることで、自分の価値が父の会社を継ぐ以外にはないと言われている気がした。そう思っても不機嫌に顔を顰めるしかできなかった口下手な俺に代わって、陽菜が言った。

『すごいのは怜士のお父さんとおじいちゃんで、怜士は別にすごくないよ。だってただの小学生だもん』

　当時十歳にもなっていなかった女の子のセリフとしては、生意気に聞こえるかもしれない。だけど、俺は陽菜のこの発言に救われた。彼女も霧崎商事の社長令嬢という肩書きを煩わしく思っていたのかもしれない。

　いつしか陽菜にすごいと認められたいという思いから、徐々に彼女を意識するようになっていった。

　学校生活を送りながら芽生えた俺の幼い夢を語れば、キラキラした笑顔で応援すると言い、さらにはその夢を実現させるにはどうするべきかと、保育士を目指す彼女は具体的に幼児教育の話まで一緒に考えてくれる。

　気が強いけど優しくて、芯があって、笑顔が誰よりもかわいい。好きにならない方が無理だった。

　しかし、想いを打ち明けることはなかった。自信過剰だった俺は、陽菜も自分と同じように俺を想ってくれていると信じて疑わなかったのだ。

　その根拠のない自信は、父から聞いた話で粉々に崩れ落ちることになる。

『陽菜ちゃんは、結婚は承諾しているそうだが、それまでは自由に遊びたいと条件を出したらしくてな』

『遊びたい？』

『年頃の女の子だ、政略結婚に夢を持てないのはわからんでもないが……』

　父は続きの言葉を飲み込み、無言で首を横に振ると、政財界へのパイプは別で探せばいいと、暗に断っても問題ないと言ってきた。

　そこでようやく、陽菜の出した条件を理解した。時が来れば俺と政略結婚はするが、それまでは他の男と遊ぶのに目をつぶれと言ってきたということを。

　目の前が怒りと嫉妬で真っ赤に染まり、なにも考えられなくなった。

　俺はその日以降、陽菜に対して冷たい態度を取り続け、とことん嫌われてしまったというわけだ。

　その条件の意図が、俺が理解した意味合いとは違うのだと気付きもしないで。

　何度思い返しても、学生時代の自分の愚行の取り返しはつかない。

　煽ったマッカランが喉を焼いた。シングルモルトのロールスロイスと異名を持つウイスキーは、香り高くスモーキーな風味とバニラのような甘みが感じられる。

　俺が知る限り、マッカランの三十年を置いているのはこのバーだけで、これを飲みたいがためにここに通っている。

「マスター、同じやつ」

　店に入ってくるなり隣に座った男が、俺の飲んでいるグラスを指さした。

「あーあ、辛気臭い顔して。余計に幸せが逃げてくよ？」

　笑いながらからかってくるのは、水みな瀬せ爽そう。大手ハウスメーカー『水瀬ハウス工業』の御曹司だ。

　彼とは二年ほど前、仕事で世話になった有名大学の教授の還暦を祝う会で知り合った。同い年で将来企業を背負う身、さらに、いきつけのバーがここ『Karinカリン』という共通点から、こうして少なくない頻度で飲む仲だ。

「急に婚約者と住むからいい物件紹介してくれって言い出したと思ったら、同居を嫌がって逃げられてるって。めちゃめちゃ笑わせてもらったけど、その後も進展ないの？」

　爽が歯に衣着せぬ物言いをするのはいつものことで、あまりの言い様にじろりと睨んだところでなんの効果もない。

　大きなため息が出そうになるのをウイスキーで飲み干した。

「やっと捕まえて部屋に連れ帰ったら、次の日あいつの部屋に鍵ついてた」

「あはははは！　すごい子だね！　本当に怜士に対する好感度が底ついてる感じなんだ」

「笑い事じゃねぇ」

　屈託なく笑う彼は人目を惹く華やかな容姿をしており、こうしてふたりで飲んでいても、周囲の女から向けられる視線の多さに辟易する。

　本人も以前は軽い恋愛を楽しんでいたが、ここ最近初めて気になる存在の女性ができたらしく、声をかけられても相手にしなくなった。

　とはいえ、あっさり振られてしまったらしいが。

　陽菜に指摘された週刊誌の記事も、爽と一緒にいる時に自称モデルのふたり組が強引に同じテーブルに座って飲み始めただけで、その後ホテルの部屋に消えただなんていうのは全部でたらめだ。

　今後同じようなことがあれば、すぐにその場を離れようと決意している。

「初恋相手の幼なじみなんでしょ？　なんでそんなことになってんの？」

「……俺が全部悪いんだ」

　陽菜の言葉を誤解していた高校生の頃は、しつこく誘ってくる女子の言うがままに一緒に出かけるものの、相手を楽しませるどころか会話すらしようとしなかった。そんな俺を見た彼女たちは、自分に興味がないのだと落胆し、離れていっての繰り返し。

　いつの間にか校内では〝遊び人〟なんて認識を持たれていたらしいが、出かけていただけで手を繋いだこともない。

　俺との結婚を政略結婚だと割り切り、それまでは他の男と遊ぶと宣言してきた陽菜を、俺もただの政略結婚の相手として見ようと思ったが、どうしても無理だった。

　陽菜の考えに怒りを感じ、嫉妬に狂いそうになっても、彼女の夢を語る横顔、対等に言い争ってくる気の強さ、俺の夢を応援すると言ってくれた笑顔、すべてが好きだった。誰と一緒にいても、陽菜の存在を探し求めてしまう。

　父には陽菜との結婚を断る気はないと宣言し、二十五歳になったら必ず手に入れようと固く決意した。

　大学に入り、さすがに陽菜を手に入れた時に自分だけ未経験なのも恥ずかしく、遊び慣れていて後腐れのなさそうな何人かの女性とその場限りの関係を持ったこともあるが、それだけだ。

　陽菜が考えているほど経験豊富なわけでも、遊び歩いていたわけでもない。

　就職してからは仕事を覚えるのに必死だった。

　特別扱いされたくなくて、母の旧姓である『佐さ々さ木き』を名乗って研鑽を積み、子供の頃に陽菜と語った夢を実現させるための布石を打つのに駆けずり回っていた。

「告白は？　ずっと好きだったんでしょ？」

「したけど、信じてなさそうだった」

「そっか。俺たち振られんぼ同盟でも結成する？」

「俺は振られてねぇ」

　誤解していたことを打ち明け、なりふり構わず告白したが、陽菜はただ戸惑っていた。

　結婚する前に恋愛をしたいと豪語していた彼女。

　あの日ホテルでも言っていた。学生時代は勉強とバイトに明け暮れ、恋愛している暇などなかったと。

　それほどまで俺との結婚を回避しようともがいていたのだと思うと切ないが、今まで陽菜に恋愛経験がないと聞き、喜びを感じたのも事実だ。

　俺だって、この結婚を政略的なものとして考えているわけじゃない。

　ただ彼女を好きだからこそ結婚したいし、陽菜の気持ちも手に入れたい。

　デートをする相手がいるようだし、グズグズしている暇はなさそうだ。

　来年度、後継者として指名されるのを目処に、新プロジェクトとして幼児教育の部門が立ち上がる。

　ようやく俺の夢、いや、俺と陽菜の夢が形になろうとしている。

　仕事だけじゃなく、陽菜とのこともうまくいくように努力するしかない。

　今はまだ信用されなくても、俺の気持ちを伝えていこう。

　他人事だとおもしろそうに笑う爽を横目に睨みつつ、俺は「絶対に陽菜を手に入れてみせる」と何度目かの決意を固めていた。










６．「女性はみんな、判別できる」




「それで、どうだった？　大内くんとの食事」

　それぞれオーダーしたドリンクで乾杯したところで、待ちきれないとばかりに彩佳先輩が聞いてきた。

　居酒屋でハイボールを飲む先輩なんて高校の頃からは想像もできなかったと、思わず小さな笑いが溢れる。夜景の見える高級ホテルのフレンチレストランで、お高いワインを嗜み程度にいただいてるイメージというか。

　彼女いわく、旦那さんと知り合って世界が広がったのだそう。

　今日は彩佳先輩から紹介された大内さんと食事をしてからちょうど一週間後の土曜日。先輩の旦那さんが息子さんを連れて実家に泊まりで遊びに行っているらしく、ひとりの時間ができたので、報告会を兼ねて飲みに行かないかと誘われた。

　本来なら、園児の保護者と個人的に付き合うのはよしとされないのだけれど、彼女の息子さんが入園するのは来月から。それまではいいだろうと彼女のお誘いに是非と返事をして、こうしてふたりで創作和食が売りの居酒屋へやってきた。

　興味津々な様子を隠すことのない彩佳先輩に苦笑しながら、私は大内さんの顔を思い浮かべた。

「すごくいい人でした。オシャレなイタリアンに連れてってくださって。仕事熱心な感じも伝わってきましたし。でも……」

　無骨そうな雰囲気の外見とは裏腹に、とても繊細な優しさを見せる人だった。終始気を遣ってくれていたし、嫌な思いをすることなく食事を終えられた。

　だけど、それ以上の報告を彩佳先輩にすることはできそうにない。先を続けられず言葉を途切れさせた私を見て、先輩はなにか察したような顔で微笑む。

「その様子じゃ、大内くんではなかったみたいね。霧崎さんの運命のお相手は」

「え？」

「私ね、女性はみんな、出会ってすぐに男性を判別できると思うの。その人と恋愛ができるのかどうかって」

　首を傾げた私に、先輩は魅惑的に目を細めた。

「私の結婚相手とされていた人もね、すごく素敵な男性だった。エリート外交官で、ルックスも抜群。祖父も父も気に入ってたし、実際私も写真を見て驚いたくらい整ったお顔立ちだったの」

　この美貌を湛える彩佳先輩が絶賛するくらいなのだ、さぞイケメンだったんだろうと想像する。

「だけど、違うなって思ったの。この人とは恋愛できないなって。きっと私の心の中に、すでに今の主人がいたからなんだと思う」

　どれだけ魅力的な人だとしても、恋愛感情を持てるかどうかは別だということ。

　話に頷きながら巨峰サワーで喉を潤していると、先輩が窺うような視線を向けてきた。

「麻生くんとなにかあったの？」

「ごふ……っ！」

　唐突に怜士の名前を出され、思わず噴き出してしまった。

　おしぼりで口元を押さえながら先輩を見ると、したり顔の彼女と目が合った。

「霧崎さん、案外わかりやすい人なのね。学生時代、もっと仲良くお話ししていればよかったわ」

「高嶺の花だった彩佳先輩となんて、恐れ多くて……」

　それに、怜士の彼女だと思っていた彩佳先輩と仲良くだなんて、当時の私には絶対にできなかったと思う。

「それで？　麻生くんに告白でもされた？」

「先輩、お見通しすぎて怖いです……」

「そう思うなら、もう観念して全部しゃべっちゃいなさい」

　促されるままに、私は食事を進めながら、怜士に言われたことを順序立てて話す。人にしゃべることで客観的に話の全体像を把握し直して、自分の頭の中を整理したかった。

　怜士に子供の頃から好きだったと告白されたこと。

　政略結婚の話を聞いた時に父が紛らわしい話し方をしたせいで、私が結婚までに他の男性と遊びたいと話していると怜士が勘違いをしていたらしいこと。

　そして、それが許せなくて私に当てつけるように他の女の子とデートしていたのだと、聞いた話をすべて包み隠さず話していった。

「……あの、こんなこと、昔怜士を好きだった先輩に話すのも失礼な気がするんですけど……」

　本人がそう言っていたとはいえ、先輩からすれば聞きたくなかったのが本音に違いない。どうしよう。促されて話してしまったけど、いくら今は結婚して幸せとはいえ、あまりに無神経だったかも。

　俯いて申し訳ないと頭を下げ、ちらっと上目遣いで見た私に、彩佳先輩はだし巻き卵を丁寧な箸使いで上品に口に運びながら、ころころと少女のような顔で笑う。

「心配しないで。大丈夫よ、わかってたから」

「わかってた……？」

「ええ。当時からわかっていたわ。麻生くんがずっと霧崎さんだけを好きだってこと」

「え……、えぇっ？」

　思ってもみなかった返しに、口をぽかんと開けたまま先輩の話を聞き続けた。

「なんとかして振り向いてもらおうって思うんだけど、結局なにをしてもダメなの。いくらデートしたって目も合わせてくれなくて、校内では彼の視線はいつもあなたを追っていたもの」

「そんな……」

「当時は彼を好きだったから私なりに結構頑張ってみたんだけど、キスどころか手も繋いでないわ」

「えっ！」

　手も繋いでないって……。

　怜士の言う通り、本当に付き合ってはいなかったんだ。

　告白してくれた彼の言葉を疑っていたわけじゃないけれど、彩佳先輩からも清い関係だったと聞けて、どこかホッとしている自分がいる。

「一緒にいたって、私に興味を持つ素振りすらないんだもの。すぐに諦めて身を引いたわ」

　こんなに美人な彩佳先輩に好かれていたのに、興味を持つ素振りすらなかっただなんて。

　にわかには信じられない情報をもたらされ、どう反応したらいいのかわからない。

「この前言った『意趣返し』っていうのは、私にまったく靡いてくれなかったくせに、この歳にもなってまだモタモタしてる麻生くんに改めてガッカリしちゃったから。あなたに男性を紹介して発破をかけてみようかなって。ようやく告白したのなら、私の作戦は成功ってことね」

　イタズラが成功した子供のような顔で笑う先輩の頬は、アルコールで赤く染まっても美しかった。




　別れ際に「来月から息子をよろしくお願いします。霧崎先生」と母の顔で微笑んだ彩佳先輩を乗せたタクシーを見送り、怜士のマンションに向かう。

　スマホで時間を確認すると午後九時を回ったところ。地下鉄の駅の階段を上りきって地上に出た途端、むわっとした空気が纏わりつき、夜でも蒸し暑い季節になってきたと顔を顰めた。

　酔いが回るほど飲んだわけではないので、今日交わした会話はすべて鮮明に覚えている。私は彩佳先輩から聞いた話を脳内で反芻していた。

『当時からわかっていたわ。麻生くんがずっと霧崎さんだけを好きだってこと』

　怜士から衝撃の告白をされてから一週間。仕事ではミスのないよう集中しているけれど、それ以外の時間はずっと怜士のことを考えていた。

　高校入学以来突然冷たくなり、隣を歩く女の子がコロコロ変わっていた理由が、とんでもない誤解をされていたからだというのは驚きだった。

　就職するのを〝遊び〟だなんて、父が保育士を見下した紛らわしい言い方をしたのもどうかと思うけど、それを勝手に〝男遊び〟に変換して勘違いをしていたとは。

　当時はお互い同じ気持ちだったのだから、そんなすれ違いさえなければ、今頃結婚式に向けて幸せの絶頂にいたかもしれないのだと思うと、なんだかやりきれない。

　高校生だった私は、初恋相手に裏切られたショックでひどく傷つき、怜士を嫌いになることで心の均衡を保ってきた。

　それなのに……。

『俺は、子供の頃からずっと陽菜が好きだった』

　そう言った怜士は、吸い込まれてしまいそうなほど綺麗な瞳で、真っすぐにこちらを見つめていた。

　子供の頃にコンプレックスだったらしいかわいかった顔は、今やイケメンと称されるに相応しく成長し、相変わらず抜群に整っている。今更怜士にドキドキなんてしたくないのに、あのルックスから放たれる眼差しに魅せられてしまった。

　政略結婚をする前に、好きな人と恋愛をしたい。

　そう宣言した私に、彼は『俺を好きになればいい』と言った。

　そんなことあり得ないと思っていたけど、怜士の告白と、今日彩佳先輩から聞いた話を踏まえて考えると、突き放したままでいいのか迷いが生じてくる。

　週刊誌に載るくらい女性関係が派手だと思っていたけれど、それもすべて誤解だった。怜士にはずっと恋人はおらず、変わらず私を好きだという。ならば彼の言う通り、怜士と恋をすれば丸く収まる。全部がうまくいく。

　そう思うのに、告白された事実を単純に喜べないほど私の心は過去に囚われ、固く閉ざされてしまっていた。

　駅の五番出口から歩くこと三分。マンション前は優しいオレンジ色のライトがいくつも灯っており、夜でも住人を温かく迎えてくれる。

　すっかり慣れてしまった帰り道を足早に進みながら、バッグの中に手を入れてカードキーを探していると、マンションの前に誰かが立っているのが見えた。

　住人やそのお客さんならエントランスホールへ入るだろうし、かといってその人影は立ち去る気配もない。

　不審に思いながら近付いていくと、オレンジのライトに照らされた男性がこちらに気付いて振り向いた。

「あぁ、やっと帰ってきた」

　自分に向けられた聞き覚えのある声に、ギクッと身体が竦む。

　暗闇の中、オレンジ色に浮かび上がったのは、私が担任をしている野田まりあちゃんの父親の歪んだ笑顔だった。

「女性が休日とはいえこんな遅い時間まで出歩くなんて。あまり感心しませんよ、陽菜先生」

「野田さん……どうして……」

　園に提出された書類によれば、彼が住んでいるのはまんぷく保育園がある渋しぶ谷や区のはず。ここまで車なら二十分、電車でも十五分はかかる。

　地下鉄が近いとはいえ買い物するエリアは駅の反対側だし、周辺はタワーマンションなど居住エリアばかり。ふらっと用事もないのに立ち寄る場所ではない。

　野田さんは今『やっと帰ってきた』と言った。

　それは私が現在ここに住んでいると知っているということ。ずっとここで待っていた？　もしかして、以前後をつけられてたことがある……？

「まりあの母親になる女性には、今度こそ貞淑さが必要なんですよ。以前はご実家に住んでいたのに、どうして引っ越してしまったんですか？」

　ぞわりと不快感が体中に走り、呼吸が浅くなる。

　いったいいつから見られていたんだろう。

　一歩ずつ近付いてくる野田さんから距離を取りたくて後ずさる。

　どうしよう。保護者だから下手な対応はできないと思うのに、怖くて一目散に逃げてしまいたい。

「ねぇ陽菜先生、もしかして男と一緒に住んでるんですか？」

　ついに目の前に立ち塞がれ、ぐっと肩を強い力で掴まれた。

「い……っ！」

　声をあげたくても、喉に張りついたように音にならない。

　恐怖に足が竦んで動けなくなっていると、後ろから大声で名前を呼ばれた。

「陽菜！」

　振り向くと、慌てた様子でこちらに走ってくる怜士の姿が見える。

　そのことにひどく安心して、全身から力が抜けてしまうような感覚に陥った。

「彼女になにかご用ですか？」

　息を切らしながら私の隣に立ち、肩を掴む野田さんの手を引き剥がしてくれる。野田さんは驚いて動きを一瞬止めたものの、すぐに顔を顰めて怜士に視線を移した。

「あなたは？」

「彼女の婚約者です」

　ジロジロと値踏みするように怜士を見やると、フンッと鼻で笑う。

　その顔はあからさまに敵意に満ちていた。

「陽菜先生、男を顔や若さだけで選ぶと失敗しますよ。保育士は薄給だし、子供が好きならいずれ出産して家庭に入りたいのでしょう？　それなら経済力のある男を見極めないと」

　野田さんは胸元のポケットから名刺を取り出すと、怜士に差し出した。

「麻生出版、販売促進事業部課長、野田誠せい司じ……」

　受け取った名刺を読み上げる怜士は不愉快そう。

　あれ、今『麻生出版』って言った……？

「四月から課長に昇進したんですよ。それに、今立ち上げているＡＳＯホールディングス本社肝入りのプロジェクトからも声がかかっていて、このままいけば昇進ルートに乗るのは間違いない。こちらは陽菜先生を迎え入れる準備は整っているんです」

　なおも野田さんは詰め寄る。

「陽菜先生だって僕を好ましく思ってるからこそ、まりあを気にかけてくれてるんですよね？　立場上、保護者とどうにかなるわけにいかないと思っているのはわかります。だからって、まりあが卒園するまでこうやって遊び回るのを黙認するわけには」

「あの！　ちょっと待ってください！」

　ずっと冗談なのか本気なのかわからずに彼の発言を放置してきたせいで、こんな事態を招いてしまった。

　だけど、まりあちゃんを気にかけていたのは、ママがいなくなったり引っ越したりと急な環境の変化に戸惑っているだろう彼女をフォローしてあげたいという、保育士としての使命感からだ。

　決して野田さんに個人的な思いを持っているわけでもないし、思わせぶりな発言をしたこともない。それなのに私の気持ちを決めつけて、住んでいるところを調べたり待ち伏せされたりしていることが怖くて仕方ない。

　これって、ストーカー行為なんじゃ……？　その言葉が頭をよぎるものの、自分の働く保育園の保護者を通報するなんてできれば避けたい事態だ。

　それに、そんなことしたらまりあちゃんは……。

　暴走している野田さんにストップをかけたけれど、それに続く言葉が出てこない。どうしたらいいのか頭をフル回転させていると、隣に立つ怜士がおもむろにスマホを取り出してどこかに電話しだした。

「怜士です。今大丈夫ですか？　例の幼児教育のプロジェクトに麻生出版の販促事業部から出向の話があるそうですが、外したいと思ってて。そうです、人材の選定はこちらでします。え？　えぇ。では、詳しいことは月曜日に」

　呆気に取られている私と野田さんだが、先に正気に戻ったのは彼だった。

「き、君はいったいなんなんだ！　今の電話は……」

「あなたのような人は、うちのプロジェクトに必要ない」

「うちの……？　それに、なんで幼児教育のプロジェクトだと……」

「あぁ、名刺をいただいたのにお渡しできなくてすみません。休日は持ち歩かないもので。申し遅れました。陽菜の婚約者の麻生怜士と申します」

「麻生……？」

　怜士が名乗ると、それまで威圧的に詰め寄って話していた野田さんの顔から、さぁっと血の気が引いたのがわかった。

　それもそうだろう。これまでの話の流れで〝麻生〟と名乗られれば、どれだけ鈍感な人間でも彼の正体に見当はつく。関連会社の課長だと息巻いていたが、本社の御曹司が相手ではとても太刀打ちできない。

　怜士は明らかにオロオロしだした野田さんを見下ろし、冷酷に言い放った。

「ストーカー行為は立派な犯罪です。退職に追いやられたくなければ、二度と陽菜につきまとうような行為はやめてください。次は人事と警察に届けます」

　犯罪や警察といった言葉に怯んだのか、野田さんは「ひっ」と小さく悲鳴をあげた。そのまま逃げ出しそうな勢いの彼に、私は言いたかった言葉を投げかけた。

「野田さん。まりあちゃんとの時間を大切にしてください。男性がひとりで女の子を育てるご苦労はお察しします。でももう少しだけ、彼女を見てあげてください」

　まりあちゃんはおとなしいけれど、とても頭のいい子だ。

　以前保育園で母の日のプレゼントにお母さんの似顔絵を書いた時も、まりあちゃんは叔母さんの絵を描きながら、『パパの前ではママの話はしないの』と悲しそうな顔で話していた。

　五歳の子は、大人が考える以上にたくさんのことを感じている。

　どうか、大切な娘であるまりあちゃんに寄り添ってあげてほしい。新たに彼女の母親になる人を探すよりも、父親として目いっぱいの愛情を伝えてあげてほしい。

　担任の保育士としてそう願って声をかけると、野田さんはバツが悪そうな顔をしながら小さく会釈し、そそくさとその場から去っていった。




「大丈夫だったか？」

　辿り着いた部屋のリビングで、ホッと息を吐いた私を怜士が気遣わしげに見る。

「うん」

　頷いたものの、ずっと見られていたという恐怖や、強い力で掴まれた肩の痛みを思い出すと、小刻みに身体が震えるのが止まらない。

　夏だというのに指先は氷のように冷たくなっていた。

　カタカタと震える手を隠すように胸の前でぎゅうっと握ると、それに気付いた怜士が、包み込むように両手を添えてくれる。

「怖かったな。もう大丈夫だから」

　指先だけでなく、恐怖に縮こまっていた心まで温かくする彼の声。ほどよく低くて甘い声音で、私を落ち着かせようと穏やかに話しているのがわかった。

「助けに入るのが遅くなって悪かった」

「ううん。ありがとう」

　今まで散々怜士を避け続けていたのに、自分でも驚くほど自然にお礼の言葉を口にすることができた。それだけ野田さんに対して恐怖を感じ、守るように隣にいてくれた怜士に頼もしさと安心感を覚えていた。

「さすがに家まで来られて怖かったけど、担任のクラスの保護者だし、どうしたらいいのかわからなかったから助かった」

　緊張の糸が緩んだのか、スラスラと言葉が出てくる。

「まさか野田さんが麻生の関連会社で働いてるとは思わなかったけど。あ、でもよかったの？　一応後継者ってこと伏せて働いてるんだよね」

　確か顔合わせの日にそんな話をしていた気がする。私のせいで情報が漏れてしまわないだろうか。

「陽菜を守れたなら、そんなことどうでもいい」

　突然握られていた手を引かれ、そっと腕の中に囲い込まれる。怜士は抱きしめるというよりも包み込むような優しい力加減で私に腕を回し、大きな手で頭をゆっくりと撫でた。

　ドキドキと心臓が痛いほど鼓動を速め、自分の手をどこにもっていけばいいのかわからず、身体の横にぶら下がったままの指先が震えた。

「陽菜が男に肩を掴まれてるのが見えて、すごい焦った。無事でよかった」

　こんな風に安堵のセリフを聞かされながら抱きしめられると、張り詰めていた心が少しずつほぐれていくのがわかる。

　以前までの私なら、きっと咄嗟に突き飛ばしていたに違いない。

　だけど、そうしたいと思わなかった。

「助けてくれて、ありがとう」

　もう一度お礼を伝えると、背中に回された腕に力が込められる。

　押しつけられた胸元から、以前感じたことのあるスパイシーな香水の香りと、わずかにお酒の匂いがした。

「飲んできたの？」

「あぁ、少しだけな。あ、一緒に飲んだのは男だから」

　慌てたように付け足した怜士がおかしくて、ついクスクスと笑いが漏れた。

「別に疑ってないよ。お酒の匂いがしたから聞いただけ」

　そう告げると、怜士はなぜか少し驚いた顔をしたが、すぐに切り替えて聞き返してきた。

「そっちは？」

「私も少しだけ飲んできた。……彩佳先輩、覚えてる？」

　ためらいつつ、先輩の名前を出した。

「彩佳先輩？」

「高校の時のひとつ上の、神宮寺彩佳先輩」

「あぁ、神宮寺ホールディングスの」

　親しくしていた先輩なのに、まず実家の会社が出てくるのかと、なんだか微妙な気持ちになった。

「そう、その彩佳先輩と飲んでたの」

「は？」

　さすがに動揺したのか、怜士は私の顔をジッと見て真意を探ろうとしている。

「すごい偶然なんだけど、うちの保育園に息子さんが途中入園するんだって」

「息子……。へぇ、結婚したんだな」

「元カノだと思ってたけど、本当に違ったんだね」

　手すら繋いだことのない清い関係だったと聞いたのだと明かすと、怜士はグッと喉を鳴らして咳き込んだ。

「ちょっ、大丈夫？」

「平気。ってか待って、なに話してきたんだ……」

「彩佳先輩、なぜかすごい親身に相談に乗ってくれるの。それでね、再会した日に少しお茶して、今日は紹介してもらった人とのデートの報告で」

「は!?　待って、全然話が見えない」

　混乱して眉間の皺が徐々に深くなっていく怜士の表情が可笑しくて、思わず声をあげて笑ってしまった私を、怜士はジッと見つめている。

「……久しぶりに見た。ちゃんと笑った陽菜の顔」

　ふとそんなことを言われて、怜士に対していかにひどい態度を取っていたのかと思い返す。

「さっきも。まぁ、意図して笑わせたわけじゃないから、若干不本意だけど」

　苦笑交じりで呟く怜士に対し、『今までひどい態度取ってごめん』と言えない自分が恨めしい。

　気が強すぎてかわいくないと自覚しているのに、どうしても素直になれない。

　なにも言葉を返せないでいると、私のスマホがメッセージの着信を知らせた。

「あ、大内さん」

　ディスプレイを見ると、今まさに話題に出ていた人からだった。

　先週のお礼と、彩佳先輩から【今回は縁がなかったということに】と一方的な連絡が来たこと、さらに私の恋がうまくいくよう祈っていると、手軽なメッセージアプリにそぐわない丁寧な文章で書かれている。

　彩佳先輩、いったい大内さんにどんな説明の仕方をしたのだろう。

「誰？」

「先週、食事した人。彩佳先輩から紹介されたの。靡いてくれなかった怜士に対する意趣返しだって」

　怜士は小さく舌打ちすると、「昔から苦手なんだよな、あの人」とため息をついた。

「そうなの？　あんなに美人で性格もいいのに」

「〝いい性格してる〟の間違いだろ。当時から俺が陽菜を好きだって気付いてて、発破かけてきたってところか」

「う、まぁ……」

　本人のいないところで色々話したり聞いてしまったバツの悪さから返事を濁していたけど、怜士の関心は別のところにあったらしい。

「断るよな？」

「え？」

「また会いたいって連絡だったんだろ、それ」

　顎でしゃくられ、再びスマホに視線を落とした。

『だけど、違うなって思ったの。この人とは恋愛できないなって。きっと私の心の中に、すでに今の主人がいたからなんだと思う』

　彩佳先輩の声が頭の中で響く。

　私が大内さんだけでなく、誰かと恋愛をするビジョンが持てないのは、心の中に別の人がいるから？

　目の前で不安そうに私を見つめている怜士が、私の心を占領しているのは間違いない。だけどそれは、先輩が旦那さんに対して抱いていた感情とは別物だ。私のはもっとネガティブでドロドロしていて、見るに堪えない代物。

　キラキラしている恋愛感情なんかじゃない。だって、ずっと嫌いだって必死に思い込もうとしていたんだから。

「ううん、ご縁がなかったですねっていうお祈りメッセージだよ」

「就活かよ」

　即座に突っ込んできた怜士に笑って、もう大内さんとは会わない旨を伝えると、彼はあからさまにホッとした顔で微笑み返してきた。

　そんなに嬉しそうな顔をされると、胸の奥がむずむずして落ち着かない。

　私の戸惑いをよそに、怜士が出し抜けにキッチンへ向かった。

「腹減ってない？　酒は飲んだけど、あんま飯食ってなくて」

「うーん、小腹空いたくらいかな」

「あれ作るか。悪魔のおにぎり」

　怜士が提案したのは、中学の頃よくふたりで食べていたおにぎり。

　ほかほかのご飯に、めんつゆ、揚げ玉、青のり、白ごま、鰹節を混ぜ、隠し味に高級出汁パックの中身を和えるという、食べだしたら止まらない通称『悪魔のおにぎり』。

　某コンビニで売られていたものを怜士が自分流にアレンジしたもので、初めて食べたのは、私が風邪で学校を休んだ際、お見舞いに彼が持ってきてくれた時。

　ひとりベッドで食べた家政婦さんの作った彩り鮮やかな食事よりも、怜士の作ってくれた歪な形のおにぎりが美味しかった。私がその時に絶賛したせいで、それ以来、怜士は事あるごとに悪魔のおにぎりを作ってくれたっけ。

　私が懐かしい思い出に耽っている間に、怜士は冷凍ごはんを取り出して手際よく調理を進めている。

「懐かしい。これ一時期食べすぎてすごい太ったんだよね」

「陽菜めちゃくちゃ怒ってたもんな。試合前なのに動けなかったら俺のせいだって」

「中学はバレーボールに捧げてたからね。ふふっ。今考えたら、私すごい横暴だね。食べすぎたのは自分なのに」

「別に太ってないし、なんならもっと肉つければいいって言ったら、しばらく口利いてくれなかったし」

「それは怜士のデリカシーがないと思う」

　当時の話をしながら笑っていると、あっという間におにぎりができあがった。

　ソファにふたり並んで座り、相変わらず少し歪な形のおにぎりを頬張る。

「ん、美味しい」

「でも、あの頃使ってた出汁がないからちょっと違うな。今度母さんに聞いて取り寄せるか」

「怜士のお母さん、お料理上手だったもんね。羨ましいくらい」

　家事はすべて家政婦さん任せの我が家とは違い、怜士のお母さんは家のことをすべて自分でこなしていた。特に料理の腕は素晴らしく、家に遊びに行った時に手作りのお菓子を振る舞ってもらったこともある。

　当時の私たちは、実家の部屋を行き来するくらい仲が良かったのだ。

「陽菜が嫌じゃなければ、母さんに教わればいい。娘ができたら、一緒に料理したいってよく言ってたから」

「え？」

「俺と結婚したら、陽菜もうちの母さんの娘だろ」

「そ、そう……だね」

　急に結婚話を持ち出され、今まで和やかだった空気が一気に緊張したものに変わってしまう気がして、私はわざと話題を変えた。

「ねぇ、さっき野田さんと言ってた、幼児教育のプロジェクトって」

　聞いていいのかわからないけど、実はずっと気になっていた。

　幼児教育といえば、怜士が子供の頃からずっと考えていた事業分野だ。

　現在のＡＳＯホールディングスの主軸は、中学生や高校生に向けた通信教育や塾の経営で、未就学児に対する教育には着手していない。

　怜士が夢とする〝勉強は楽しい〟と子供たちに伝えていく会社にするには、よりよい教材を作るのと同時に、幼児教育に力を入れるべきだと、子供ながらに夢を語り合った。

「あぁ。まだ形になっていない段階だけど、ようやく親父の承認を得て新事業部が立ち上がる。そこの責任者を任されることになってるんだ」

「すごい！　そっか、怜士の夢が叶うんだね」

　私が思わず声をあげると、彼は嬉しそうに頬を緩めた。

「あぁ、これからだ。まずは未就学児向けの教室から始めようと思ってる。他社がやってる既存の教室とはひと味違うものを提供したい」

「ひと味違うもの？」

「例えば、教室とはいえ机を置かないとか、新たに得た知識を発表できる場を毎週設けるとか。固定概念に囚われない新しい形の幼児学習を作り上げて、学ぶことは楽しいことだと体験できるような教室にしたい」

　展望を語る怜士の顔は、中学生の頃と変わらずキラキラと輝いている。

「いいね！　いっそのこと、場所だって固定しなくてもいいよね。この日は公園集合、次の週は教室で先週見つけたものの発表会、とか。小さい子供にとって、どんなことだって学びの対象になる。机の上でひらがなとか足し算を勉強するだけじゃなくて、もっといろんなものに触れて知識を増やしていく幼児教育って素敵だと思うよ」

　頷きながら言葉を返せば、怜士は嬉しそうに顔を綻ばせた。

「場所を固定しないっていうのはすごくいいな。教材も専門家の意見を取り入れて一から準備するが、できれば家庭でも学習の習慣がつくようなものを考えてる」

「学習の習慣か。保育園で働いてるとね、仕事をしてるママって本当に忙しいんだっていうのがわかるの。料理に洗濯にお掃除をして、仕事に行って、帰ってきたら子供の相手をしながらまた家事をして」

「そうだな」

「そんな中で毎日学習に時間を割こうと思うなら、短くて子供もママも楽しいものだといいよね」

　私の話を聞きながら、怜士は何度も頷いている。

「確かに、教材も机に向かってするものよりも、隙間時間でできるものを取り入れたいな。風呂で使えるものとか」

「それいいね！　寝る前に三十秒とか一分で読み切れるお話を読むのはどうかな。保護者じゃなくて、子供本人がママやパパに読んであげるの」

　怜士と話せば話すほど、固く閉ざされていたはずの心がほぐれてくるのがわかる。

　学生時代と変わらない怜士に、心が動くのを止められない。

「さすが現役の保育士だな。背中を押された気分だ」

　その言葉で、自分が保育士になろうと決意した理由を思い出した。

「ねぇ、私がどうして保育士を目指したか、知ってる？」

「子供が好きだからって、小学生の頃から夢だって言ってなかったか？」

　不思議そうな顔をした彼に、私は思い切って心の内を伝えた。

「うん、子供の頃の夢っていうのも本当。でもね、怜士の学ぶ楽しさを伝える教育を目指すっていう夢を聞いて、幼児教育の現場で働いていれば、怜士の役に立てるかもしれないって思った。怜士の話を聞いて、私は絶対保育士になろうって決意したの。今話してて、保育士になってよかったって思っ……た……」

　話しながら、こんなの当時の想いを告白しているのも同然だと急に恥ずかしくなった。それどころか、今もこうして怜士の熱い仕事への情熱を聞けば、彼の役に立ちたいという思いが湧いてくることに、自分でも驚きを隠せない。

　あの頃の私も、こんな風に怜士に恋をしていた。

　顔が徐々に熱くなり、空調が効いているはずなのにじんわりと汗ばむ。

「陽菜」

　彼の熱っぽい眼差しは私の体温をさらに上げ、高鳴る鼓動が部屋中に響き渡ってしまいそうなほど大きくなる。

　おにぎりを食べ終えた口の中はカラカラで、コクンと唾液を飲み込む音さえ彼に聞かれてしまわないかと不安になった。

「なんてね！　こんなこと聞かされてもしょうがないだろうけど」

「おい、陽菜」

「今日は助けてくれてありがとう。あと、おにぎりもごちそうさま。おやすみ」

　早口で捲し立てながら勢いよくソファから立ち上がると、私は逃げるように自分の部屋へ入った。

　扉を閉めて、そのままズルズルと床にしゃがみ込む。

「あぁ、どうしよう。そんな気なかったのに……」

　野田さんに待ち伏せされて恐怖を感じていたところを助けられ、守ってくれた頼もしさに胸が疼いた。

　そっと抱きしめられた時のスパイシーな香りにドキドキしたし、大内さんに対して嫉妬心を見せてくれたのも、もう会わないと告げた時の安堵した表情も、本当に私を想ってくれているのだと感じられた。

　なにより、昔から夢だと語っていた幼児教育に対する熱意が今なお衰えず、有言実行で自身が責任者としてプロジェクトを立ち上げるところまで実現しているのだと知り、尊敬の念も芽生えた。

　きっと、本当に必死に頑張ってきたんだろう。いくら本社の御曹司とはいえ、採算の見込めないプロジェクトは通らないはずだ。彼は私が考え及ばないほどの努力を重ねて、やっと夢を実現させる一歩手前まで辿り着いた。

　それがわかってしまえば、もう怜士に対する気持ちが育ってしまうのを止められそうにない。

　頑なに拒絶していたひと月前とは明らかに違う気持ちで彼のことを考える。

　怜士は学生時代の頃のことを弁解することなく、私に気持ちを伝えてくれた。

　そんな彼に応えるためには、過去のことは清算し、今の怜士に向き合うべきなのではないかと思い始めている。

　この婚約を破棄して他に恋愛を求めるか、怜士の言う通り、彼と恋をして政略結婚ではなく恋愛結婚にするか。それは私次第なんだ。

　私はドアに貼りつけたロックを剥がし、そっとゴミ箱に捨てた。










７．「チャンスが欲しい」《怜士 Side》




　陽菜が保護者からつきまとわれていたのを助けて以来、彼女が俺を極端に避けることはなくなった。

　今までは俺のいない時間にキッチンを使って、作ったものを部屋で食べるという徹底ぶりで、ほとんどの時間を自室で過ごしていたらしい。

　陽菜の出勤時間が早いので朝は顔を合わせる時間が短いけれど、夜にリビングで他愛のない話をする機会が増えた。特に幼児教育の話を向ければ、昔と変わらないキラキラとした表情で話しだす陽菜が愛しくてたまらない。

　目が合えば睨まれ、同じ空間にいるのも苦痛だとわかりやすく嫌悪感をあらわにされていたひと月前から考えれば、それだけでとてつもない進歩だ。

　だけど、そんな学生時代の距離感に戻りつつあるだけで満足している場合ではない。

　俺が求めているのは幼なじみや友達ではなく、陽菜と夫婦になること。

　そのためには、彼女に俺と恋愛をしてもらわなくてはならない。

「恋人ごっこ？」

　首を傾げて〝恋人ごっこ〟の説明を求める陽菜に大きく頷いてみせた。

「陽菜は恋愛がしたいって言ってただろ？　だから、俺にもチャンスが欲しい」

「チャンス？」

「今はまだ気持ちがなくてもいい。だけど、俺を恋愛対象として見られるかどうか試してみてほしい」

　今はなりふり構っている場合ではない。このままなんとなく同居を続け、彼女にとって愛のない結婚を強いるのは不本意だし、俺も陽菜と愛し合った上で結ばれたい。

　半年以内に好きにさせられなければ婚約をなかったことにしてやるだなんて大口を叩いたが、勝算があるわけではない。

　あの時はああでも言わなければ、陽菜はこの結婚を〝愛のない政略結婚〟や〝家の犠牲になる〟としか考えなかったはずだ。

　俺には陽菜を手に入れられない将来なんて考えられないし、彼女以外と結婚する気もない。

　きっかけはなんだっていい。恋人ごっこと称して陽菜を口説く機会を多く作り、なおかつ他の男との接触を排除したかった。

「俺たちは幼なじみだけど、離れてた期間も長いだろ。俺はもっと今の陽菜を知りたいし、今の俺を知ってほしい」

　勘違いをしていたとはいえ、これまでの俺の行いは褒められたものじゃない。

　陽菜の信頼を取り戻すには、今現在の俺を見て、いかに陽菜を想っているかを知ってもらうしかない。

　自分でも必死だなと苦笑が漏れる。

　だが、陽菜はそんな俺を笑うことなく、困ったように眉尻を下げながら俯いた。

　その頬が微かに赤く染まっているのは、俺の願望が見せる幻だろうか。

「ぐ、具体的に、どうしたらいいの……？」

　即答で『絶対嫌だ』と返ってくる想定もしていたが、意外にも恋人ごっこの提案に前向きな姿勢を見せてくれた陽菜に驚く。

　これは、関係を進める期待を持っていいんだろうか。いや、ここでがっついては陽菜の信頼を勝ち得ることはできないし、怖がらせる恐れがある。

　久しぶりに再会したホテルでの顔合わせの日、陽菜の許可なく触れて泣かせてしまったのは、俺にとって最大の失敗だった。

　もう二度と同じ過ちを繰り返すわけにはいかない。

「恋人同士らしいルールを決めよう。まずはお互いの予定の共有。出張で家を空ける時は連絡するし、陽菜は夜遅くなる時は教えてほしい。心配だから」

「ん、わかった」

　軽いルールを伝えてみると、素直に頷いてくれる。

「あと、できるだけ朝と夜の食事は一緒に食べたい」

「私、朝早いよ？」

「俺が早く起きれば済むことだろ？　夜も俺がどうしても遅くなる時以外は一緒に食べよう。買ってきてもいいし、当番制にして作るのも楽しそうだ」

「怜士、料理なんてできるの？」

「悪魔のおにぎり作ってやったろ？」

「あれは料理に入りません！」

　美味しかったけど、と笑ってくれる陽菜がかわいくて、ひとり分空いていた距離を詰めて座り直し、そっと陽菜を抱き寄せた。

「ちょっ、怜士？」

「それから、当然だけど他の男とのデートも禁止」

　これが本当は一番に言いたかったことだとわからせるように強めに言うと、陽菜は俺を上目遣いに見上げてくる。

「それは、……怜士も？」

「当たり前だろ。そもそもそんな相手はいないし、プライベートのスマホに女性の連絡先なんてひとりも入ってない」

「えぇっ!?」

　陽菜はオーバー気味なリアクションであっさりと腕の中から抜け出ていってしまい、その驚き様に顔を顰めた。

　仕事とプライベートでスマホを分けていて、職場の人間や取引先関係で連絡を取り合う相手には仕事用の番号を教えている。プライベートな番号を知っているのは、家族や気の置けない友人のみで、女性は陽菜ひとりだ。

「そんな驚くこと？　むしろ陽菜はそんなに男の連絡先入ってんの？」

「だって、私は仕事用に使い分けてないから」

「消せとは言わないし、同僚と飲みに行くのをやめろとも言わない。でもふたりきりはやめてほしい。デートは絶対ダメだからな」

　以前陽菜の職場に迎えに行った時に会った山崎と名乗る男の顔が浮かんだ。保育士という職業柄か外見や口調は優しげだったが、飄々としてどこか掴みどころのない印象で、わざと睨みながら牽制した俺を軽くいなすような大人の余裕があった。

　女性が多い職場だろうとたかを括っていたが、あんなに仲の良い男の同僚がいるなんて予想外だ。絶対に奪われたくない。

　再び腕の中に閉じ込めると、陽菜は慌てふためいて抜け出そうともがく。

「暴れんな。これも恋人ごっこだろ。一日一回はハグすること」

「ハグ!?　なんで？」

「俺がしたいから」

「な……っ」

　抱きしめた陽菜を見下ろすと、耳どころかうなじまで真っ赤に染まっている。

　あまりに初々しいかわいらしさに、こちらの欲望が煽られた。

「陽菜、真っ赤。かわいい」

　耳元で囁いて、熱くなった耳朶にそっと唇を寄せる。

「や……っ」

　甘い声を漏らしながら肩を跳ねさせ、必死に小さく首を横に振っている。

「陽菜が怖がることはしないと約束する。だから、触れさせて」

　無理強いはしたくない。

　少しでも陽菜が嫌がる素振りを見せれば、すぐにこの腕を解く気だった。それなのに、熱っぽい眼差しでこちらを見上げ、困ったように眉を下げるだけ。

　いつもの強気で武装した彼女は鳴りを潜め、ただ可憐で無垢な少女のように潤んだ瞳に俺を映していた。かわいすぎてクラクラする。

「これも、恋人ごっこ？」

「そう。陽菜が俺にどこまで許せるか試したらいい。嫌だったら言って」

　俺は、すぐにでも〝ごっこ〟じゃなくていい。だけど、陽菜の気持ちが育つのを待ちたかった。

　抱きしめたまま、右手の親指でそっと陽菜の唇をなぞる。

　少し小さくぷっくりとした弾力のあるそこに噛みつきたい衝動を抑え、以前一度だけ味わった時のことを思い出した。

「あの日、陽菜としたのがファーストキスだった」

「えっ？」

「初めてのキスは、絶対陽菜とするって子供の頃から決めてた」

　それなのに、あんな怒りに任せた乱暴なキスをしてしまうなんて。

　昔からなにに関してもそれなりに器用にこなしてきたというのに、陽菜のことだけは空回って失敗ばかり。

　好きという気持ちが大きすぎて、なにもかもうまくいかない。

　そっと陽菜の顎を掴み顔を上げさせると、戸惑いと羞恥を宿した瞳が大きく揺れている。

「やり直していい？」

　なにを、と言わなくても、陽菜には伝わったらしい。

「……ダメ、って言ったら？」

「めちゃくちゃしたいけど我慢する。陽菜の嫌がることは、もう二度としたくない」

　陽菜には散々ダメなところを知られている。

　今さら取り繕ってカッコつけたところでしょうがないため、本音で答えた。

「なんか、ずるい……」

「なにが」

「だって……」

　陽菜が下唇を噛み、視線を逸らす。それなのに、掴んだ顎も抱き寄せた身体も引くことなく、俺のそばから離れはしない。

　彼女の気持ちはわからないが、こんなの期待するなと言う方が酷な話だ。

「そんな顔するなら、俺の都合のいいように取るけど」

　最後通告をするように顔を覗き込むと、「その余裕そうな顔がムカつくし、ずるいんだってば……」と睨まれる。

　顔どころか耳まで真っ赤にしてなにを言っても、かわいくて俺を煽るだけなのだけれど。

「余裕なんかない。陽菜に好きになってほしくて必死なだけだ」

「だから、そういうのが……」

「もう黙って。逃げなかったのは陽菜だから」

　小気味いい言い合いのレスポンスも楽しいけれど、今は恋人として触れ合いたい。

　彼女の反論を制しながらも逃さないように腰を抱いたまま、そっと陽菜の頬を包み、できるだけゆっくり優しく唇を重ねた。

　指で触れたよりも柔らかく感じるキスは甘く、すぐに貪るように深く口づけたい欲求を抑え込む。重ねては離れ、角度を変えて何度も触れる。

　怖がらせないよう彼女の反応を確認しながら、唇を食むように愛撫し、極上の甘さを堪能した。くすぐったいのか、たまに小さく漏れる吐息の色っぽさにぞくりと欲望が疼き、狭い口内に舌を捩じ込みたくなる。

　そんな願望を押し殺して、わざと少し外して口角にちゅっと音を立ててキスを落とすと、驚いた陽菜が目を開けた。

　鼻先が触れるほどの至近距離で視線が合ったのがよほど恥ずかしかったらしい。彼女は息を呑んでギュッと目をつぶると、キスから逃れるように俺の胸に顔を埋めた。

「陽菜」

「やだ、見ないで！　絶対変な顔してる……！」

「そういうの、かわいくて逆効果だって覚えておいた方がいい」

　隠されれば見たいのが男の本能というものだ。少し強引に陽菜の顔を上げさせ、今にも滴がこぼれそうな濡れた瞳にキスを降らせる。

「や、見ないでって……」

「俺は見たい。どんな顔で俺とキスしてるのか」

「あ、悪趣味……」

「男なんてみんなこんなもんだよ」

「嫌がることはしないって言った」

「嫌だったか？」

　こうしてポンポン言い合っている間も、陽菜は俺から距離を取ろうとしない。

　それが嬉しくて、再び唇を奪う。

「ん……っ」

　そっと舌で唇の輪郭をなぞると、耐えきれなくなった陽菜が小さく口を開く。我慢できずに舌を差し込み口づけを深めると、所在なさげにしていた彼女の手が、縋るように俺の胸元を掴んだ。

　それに気をよくして陽菜の舌を絡め取り、腰を抱く腕に力を込める。

　より身体が密着した状態でのキスは、快感よりも深い幸福感があった。

　陽菜をこの手に抱き、口づけている。

　歯列をなぞり、頬の裏側まで味わい、舌を吸い上げる。陽菜が反応する箇所は殊更何度も舌先で擽くすぐった。

　酸素を求めて唇を解くたびに大きく息を吸う陽菜を追いかけ、さらに貪る。

　もっと陽菜を感じたくてキスをしたままグッと身体を傾けると、彼女の背中がぽすんとソファに沈んだ。

　キスをしすぎて赤みを帯びた唇を舐めた後、そのまま首筋へキスを落とす。

　部屋着姿だった陽菜の胸元は無防備に大きく開いていて、襟ぐりを少し横に引くだけで細い肩が見えそうだった。

　いくら夏だからって男と住んでいるのに危機感がなさすぎだと叱りたい自分と、その姿をしっかりと目に焼きつけ堪能している自分とでせめぎ合う。

　人差し指で襟ぐりを下げ、普段は服で見えないだろう位置に強く吸いつく。

「あ……っ」

　鎖骨の下に咲いた赤い花を見て、むくむくと征服欲が湧いてくる。

「初めてつけた。いいな、これ。俺のものって感じがして」

　もっと所有の印を刻みたい。汚れを知らない身体を自分のモノにして、二度と他の男のもとになんて行かせたくない。

　俺だけを見て、俺だけを感じるようにしてやりたい。次から次へと溢れてくる爛ただれた情欲に似た感情を持て余しながら、陽菜の首筋に噛みついた。

「んんっ！」

　くぐもった声に恐怖の色が混じっていないのを確認して、いくつも跡を残していく。

　眉を寄せ、きゅっと目を閉じて身を捩る陽菜の姿に煽られるが、これ以上していたらさすがに理性が効かなくなりそうだ。

「陽菜」

「れ、怜士……あの……」

「大丈夫。〝ごっこ〟の段階でこれ以上はしない」

　俺の言葉に、陽菜が驚いたように濡れた瞳で見上げてきた。

「言ったろ、二度と陽菜を怖がらせるようなことはしない。それに、陽菜の初めてをもらうなら、俺を好きになってもらってから、ベッドでじっくりシたいしな」

　余裕ぶってニヤリと笑う。

　そうでもしていないと、今すぐにでも襲いかかってしまいそうだった。

「……バカ」

　照れ隠しで呟いた声があまりにもかわいくて、もう一度だけと自分に言い訳をしながら陽菜の唇を奪った。










８．「聞かなかったことにする」




　怜士から提案された〝恋人ごっこ〟を受け入れようと決めて二週間、一緒に過ごす時間が格段に増えた。

　自分と恋愛ができそうか試してみてほしいと下手に出たような怜士の言葉だけど、なんだかんだ私の方が振り回されている気がする。

　互いに勘違いしてすれ違っていた頃から一足飛びに恋人の距離感へ変化したことに、いまだに戸惑いを隠せない。

　怜士の態度が違いすぎるのだ。

　絶交状態だった高校生の頃だけでなく、一緒にいた子供の頃の彼とも違う。

　時折私に向ける砂糖を煮詰めたような甘い視線、好きになってほしいと懇願するような眼差しに、どう振る舞ったらいいかわからなくなってしまう。

　とにかく私を好きだという気持ちを全面に見せて接してくる怜士。

　夕食はともかく、早番だと六時には家を出る私に合わせるのは大変だから朝ごはんは別にしようと言っても、『少しでも陽菜との時間を取りたい』と眠そうな目を擦りながら起きてくる。

　濃いめのコーヒーを飲み、あくびを噛み殺しながら食事をする怜士を見て、胸の奥がキュンと鳴った。

　体調を崩さないか心配になるけど、私のために必死になってくれているのだと思うと嬉しくて、栄養バランスのいい食事を食べさせてあげたいと料理にも精が出る。

　もちろん私に任せっきりにすることはなく、早く帰れる日には怜士が手料理を振る舞ってくれることもあった。今や朝晩のふたりで取る食事の時間は、私にとってもかけがえのないものになっている。

　だけど、出勤時にいってらっしゃいのハグとキスをされるのには、いまだに慣れないでいた。

　ちゅっと音を立てて唇が離れると、毎回目が泳ぐ私の髪を撫でながら怜士が笑う。

「早く俺に慣れてほしいけど、このまま初々しい陽菜のままでいてほしい気もするな」

「……不慣れですみませんね」

「それがかわいいって言ってんの。それに不慣れもなにも、キスした回数は同じだろ。ファーストキス同士なんだから」

　どれだけかわいくない言葉を投げかけたって、怜士は笑って受け止めてくれる。

　気の強い性格を知った上でこうして『かわいい』と言葉にされると、恋愛経験値の乏しい私にはもう太刀打ちしようがなく、ただ赤くなった顔を見られまいと俯くしかできない。

　恋人ごっこなんて言っているけど、私の気持ちはもうごまかしようがないほど怜士に傾いている。

　これだけ毎日私に対する想いを向けられて、献身的に尽くされて、好きにならないわけがない。

　ううん。きっと、本当はずっと好きだった。初恋が無惨に散った悲しさに、ずっと怜士を嫌いだと思い込むことで心の均衡を保ってきただけ。

　政略結婚を頑なに拒んだのも、怜士が憎かったからじゃない。好きな人から愛されていないのに結婚するなんて、そんな惨めなことはないと思ったからだ。

　こうして怜士から一途に想いをぶつけられて、嬉しくないわけじゃない。それは自分の気持ちを自覚した今はなおさら。

　だけど、怜士が〝恋人〟であることに慣れれば慣れるほど、彼の過去にもやもやもしている。好きになったからこそ、些細なことが気になってくるのだ。

　恋愛経験ゼロで、キスやハグにさえいまだにあわあわしている私に対し、怜士は明らかに慣れている。

　今まで恋人を作ったことがないのは理解したけれど、まさか彼に一度も女性経験がないわけではないだろう。

　そんなこと、わざわざ蒸し返すことではないのはわかっているけれど……。

　私が心の中で葛藤を繰り広げていると、怜士が思い出したように口を開いた。

「なぁ。陽菜の夏休み、今月末って言ってたよな？」

「うん、二十四日から四日間」

　幼稚園や学校と違い、保育園に夏休みはない。

　しかし私の勤めるまんぷく保育園では、七月から九月にかけて職員は交代で連休を取る方針で、私の休みは八月の最終週にあたる。

「俺もその週休み取った。陽菜とデートしたくて」

「デート？」

「俺の友人が経営してるホテルが新しく軽かる井い沢ざわにオープンしたんだ。一緒に行かないか」

「それって……泊まり、ってこと？」

「その予定」

　こうして一緒に住み初めて以来、ふたりでどこかに出かけたことはほとんどない。

　たまたま帰りの時間が一緒になった日に、スーパーで食材の買い出しをしたことがあるくらいだ。

「そんな、この時期に急に部屋なんて取れるもの？」

「段取りは全部俺に任せて。陽菜はデート仕様でかわいくしてくれたらいい」

　怜士は言いたいことだけ言って結局私の質問には答えず、次の日にはホテルの予約が取れたと告げてきた。

　初デートで泊まりだなんて聞いたことがない。

　とはいえ、もう一緒に住んでるんだし、そんなに構えなくていいのかな？　でも好きだと告白されて、ごっことはいえ恋人と一泊デート。なにかあるかもと思うのが普通なのでは……？

　それに、そろそろ私の気持ちを怜士に伝えるべきなのではないかとも思っている。

　今の怜士を見て、私は彼が好きなんだと自覚したのだから、恋人ごっこというお試し期間に終止符を打つのは私の役目。

　この旅行が、そのきっかけになったらいいな。




　そんなことを考えながら迎えた旅行初日。私たちは国内有数の避暑地、軽井沢にあるリゾートホテルにやってきた。

　ネットや旅行雑誌など、どの媒体を見ても〝豪華〟や〝最高級〟の文字が踊るホテルは、和と洋が融合された外観で、自然豊かな広大な敷地に本館と一棟貸しのヴィラタイプからなっている。会員制のプライベートホテルらしく、ここに宿泊できるのはオーナーとなった会員と紹介者のみ。

　都会の喧騒を離れ、空の青と木々の緑が美しい景観に感嘆のため息が漏れる。

「すごい……」

　ホテルの敷地内には水路が張り巡らされ、東屋がいくつも設置されている風景も野趣に富んでいる。

　本館の一階にはチェックインカウンターの奥にレストランやカフェ、バー以外に、アートを楽しめる美術館も併設され、他にもプールやテニスコート、エステサロンまであるというのだから、すごいのひと言だ。

　観光に街に出なくても、ここだけで何日も楽しめそう。

「気に入った？」

「もちろん」

　今回怜士が予約してくれたのは、一棟貸しタイプのヴィラスイート。

　本館でチェックインを済ませてから案内されたのは、丘の上にある赤い三角屋根の大きなヴィラ。磨り硝子の壁で囲われていて、青々とした芝生と色とりどりの花が咲いた花壇がかわいらしい庭もついている。

　玄関先に荷物を置いて、早速出かける準備をする。

「まずは定番の旧きゅう軽かる井い沢ざわ銀ぎん座ざ通りでも行くか」

「わぁ、いいね！　ランチはそこで食べ歩きがいいな」

　イギリス人宣教師によって避暑地として拓かれた旧軽井沢。

　私の実家もこの近くに別荘を持っていて、子供の頃は何度か来たことがある。

　だけど中学生になった頃から家族旅行にも参加しなくなったので、訪れるのはかなり久しぶり。記憶も曖昧だし、きっと新しいお店もたくさんあるだろうと思うと、ワクワクしてくる。

「ん」

　ふと隣を見ると、こちらに手を差し出している怜士が私を見下ろしている。

「なに？」

「手繋ごう」

「え？」

「この人混みではぐれたらまずいだろ」

　年間何百万人もの人が訪れる観光地は、夏休みということもあってかなりの賑わいを見せている。

「確かに混んでるけど……」

　ハグもキスもしているのに、手を繋ぐだけでも照れくさい。

　ためらっている私の手を引き、怜士は強引に指を絡ませた。

「っていうのは口実で。俺がただ陽菜と手繋ぎたいだけ」

　重ねた手を口元に持っていき、視線を合わせたまま私の手の甲に唇を落とす。

「れ、怜士って、そんなキザなこと言うタイプだった？」

　せっかく避暑地に来たというのに、怜士の言動に熱くなる。

　ドキドキと鼓動が弾みっぱなしで、旅行の最初からこんな調子では、明日にはぐったりしてしまうのではと心配になるほどだ。

「言わないと、陽菜には伝わらなさそうだから。今日の格好もかわいい。軽井沢だからリゾートスタイルにしたんだな」

「う、うん」

　今日のデートに選んだのは白と黒のギンガムチェックのサンドレス。肩紐がリボンになっていて涼しげだけど、マキシ丈なので露出が気にならないし、散策することを考えてスニーカーとも合わせやすい方がいいかと、悩みに悩んで決めた。

　黒いリボンのついたつばの広いストローハットと、薄手の白いカーディガンで、日焼け対策も抜かりない。

　対する怜士は、白い大きめのカットソーに細身の紺のパンツ。飾り気のないシンプルなコーディネートなのに、素材がいいせいか、とてもオシャレに見える。

「俺のためにかわいくしてきてくれたんだよな」

　眩しそうに目を細められ、意地を張るなんてできなかった。

　おずおずと頷くと、怜士は嬉しそうに微笑んでくれる。

「行こうか」

　繋いだ手を引かれ、商店街を歩き出した。お土産屋さんにカフェ、工芸品を扱っていたり地元の特産物を売るお店など、目についたショップに入ってはスイーツを買ったり、店内の雰囲気を味わったりと存分に楽しむ。

　特に気に入ったのはテイクアウトもできるベーカリーで、カレーパンとマドレーヌが絶品だった。

「美味しい！」

「うん、うまいな」

　木陰にあるベンチで買ってきたパンやデザートを頬張る。

　一緒に食事をするようになって、怜士の食の好みもだいぶ把握できた。

「中学の頃は甘いもの得意じゃなさそうだったのに、今は好きなんだね」

　パン屋さんイチオシだという固めのプリンを美味しそうに食べる怜士に笑うと、彼は首を傾げた。

「昔から好きだけど？」

「えぇ？　だってバスケ部にレモンのはちみつ漬け差し入れしたら、もう次からは持ってくるなって言ってたよ？　だから甘いものは好きじゃないんだって思ってた」

「あれは、陽菜が俺だけにじゃなくてバスケ部のやつみんなにって持ってきたからだろ。あいつら、陽菜の手作りだってすごく喜んでて、俺以外のやつに食べさせたくなかったから」

　当時の怜士の本音を聞き、かぁっと全身が熱くなる。

　思わず顔を覆って下を向けば、隣でクスッと笑う気配がした。

「なんで陽菜が照れるんだよ。ガキっぽい理由で差し入れ断った俺の方が恥ずかしいだろ」

　嘘ばっかり。恥ずかしいなんて絶対思っていない。むしろ、私を照れさせて楽しんでいる雰囲気さえ感じる。

「もうっ！　ほら、早く次行こう！」

　まだ笑いが治まっていない怜士の手を引いて、再び散策に戻った。

　細い路地の奥に、小さなハンドメイドアクセサリーのお店の看板を見つけた。

「入ってみるか？」

「いいの？」

　かわいらしいガーランドに出迎えられ中に入ると、白木の棚に置かれた私好みのアクセサリーの数々に目を奪われる。

　中でも店内の中央に置かれたチェストに置かれているピアスに心惹かれ、手に取ってみた。軽井沢の町の花であるサクラソウをモチーフにしたアクセサリーで、淡い紫色の花の下に滴を象ったキラキラのパーツが揺れる。

　せっかくだから買おうかな、と店員さんを探すと、持っていたピアスを横からひょいっと取り上げられた。

「貸して、買ってくる」

「え、自分で買うよ」

　旅行に来てから、私は一度も財布を出していない。怜士に自分の分は払うと言っても、頑なに受け入れてもらえなかった。

「旅行の記念に俺が買いたい。ダメか？」

　そんな熱っぽい目で見つめないでほしい。避暑地に来た意味がなくなってしまうと心の中で無意味に叫ぶ。

「ううん、ありがとう」

「他に欲しいものは？」

「あ、これも気になってるの。どっちがいいかな？　こっちのセットになってるのもかわいくて……」

　言いながら、なにも考えずに指さしたアクセサリーの中に指輪があることに気付いた。いくらカジュアルなハンドメイドのものとはいえ、指輪を買ってもらうってどうなんだろう。

　私が戸惑っている間にも、怜士は店員さんを呼んで、気に入ったと言った商品すべて購入してくれた。

　これだけ買ってもらったら、指輪がひとつくらい紛れててもなにも思わないかな。

　自分にそう言い聞かせてお礼を言うと、次に気になっていた教会へと足を延ばした。

　避暑地というだけあって真夏なのに暑すぎず、木陰にいれば風が気持ちよく肌を撫でていく。生い茂る木々の中に佇む教会は厳かな雰囲気が漂い、清浄な空気も相まって、心の中の憂いがすべて浄化されていくような気がする。

「なんか、癒されるね。キリスト教徒じゃないのに、教会に来るとピンと背筋が伸びて晴れやかな気分になる」

「あぁ、軽井沢は教会が多いよな。ここは宣教師が拓いた土地だし当然だけど。教会での挙式が日本に広まったのもここからだって言われてる」

　説明を聞きながら頷いていると、怜士がジッと見つめているのに気が付いた。

　午後のミサまでまだ時間があるせいか、チャペル内には誰もおらず、私と怜士のふたりきり。神聖な場所でこうして向かい合っていると、なんだか変に意識して落ち着かない。

「なに？」

「いや、想像してた。陽菜がウェディングドレス着てるとこ」

「へっ？」

　突拍子もない答えに、思わず変な声が出た。

　私が手首に提げている小さなショッピングバッグを指さす。

「それ。次は、本物を贈りたい」

　先ほど買ってもらったたくさんのアクセサリー。中には、ひとつだけ指輪も入っている。怜士の言葉がなにを意味しているのか、わからないほど鈍感じゃない。

「怜士」

　嬉しくて言葉に詰まると、それを見た怜士は前髪をかき上げて小さく息を吐いた。

「悪い。急ぎすぎだよな」

　苦笑する怜士の表情に、ギュッと胸が締めつけられる。

　教会で私のドレス姿を想像したり、早くエンゲージリングを贈りたいと呟いてしまったりするほど、私との結婚を望んでくれているなんて。

　溢れるほどの愛を伝えてくれる彼に、早く私も応えたい。

　小さく首を横に振ると、そっと両手を握りしめられた。

「でも俺は陽菜を自分のものにする日を待ってた。二十五の年に陽菜と結婚するように言われた時から、ずっと待ち望んでた」

　真っすぐな言葉に、胸が熱くなる。

「誰にも渡したくないし、俺だけのものにしたい。ずっと、子供の頃から陽菜だけが好きなんだ」

　独占欲をむき出しに見せられて、戸惑うどころか嬉しく感じている。

　浅く溢れた吐息は、自分でもわかるほど恋の色に染まっていた。

「恋人ごっこ、もうおしまいにしようか」

「え？」

「私もね、子供の頃からずっと怜士が好きだった」

　唐突な私の告白に、怜士は目を見開いている。

「結婚の話を聞いた時は嬉しかったし、保育士になる目標も定まった。だけど、怜士が他の女の子と一緒にいるのを見て、急に冷たい態度を取られて、本当に悲しかった」

「陽菜」

「怜士を嫌いって思い込むことで自分の心を守ってきたし、絶対結婚なんてしないって意地になって勉強して資格取ったりしてきたけど、それで今の自分があると思うから後悔はしてないの」

　ゆっくりと話す私の言葉を待っている怜士の瞳は、どこか不安げに揺れている。

「怜士が本当に私を想ってくれてるんだっていうのは、一緒に暮らしだしてちゃんと伝わってきた。でもね、だからこそもやもやしちゃう自分がいるの。ずっと私を好きだったのに……って」

「陽菜、それは」

　焦ったように口を開く怜士の言葉を遮って、私は言いたかったことを宣言した。

「だから『子供の頃から好きだった』っていうの、聞かなかったことにする」

「……え？」

「過去に嫉妬して、不安になりたくない。お互いに今が初恋ってことにしたいの」

　今日一日一緒にいて改めて思った。この男はめちゃくちゃモテる。ただ歩いているだけなのに周囲の女性の目を惹き、何度『彼女連れか……』という視線に晒されたか。

　学生の頃にはもっと辛辣な視線や言葉を浴びていたせいで、ある程度耐性はついているけれど、怜士の人を惹きつける力を久しぶりに実感すると、多少の不安は芽生えてくる。

　魅力溢れる怜士とこれから一緒にいようと思うのなら、少しでも懸念事項は減らしておきたい。

　彼が他の女の子と過ごした過去は消せない。

　それならせめて、当時は私に対する想いはなかったことにしてほしい。私を想っていながら他の女の子と一緒にいられたという前例を作ってほしくない。

　過去は見ないふりで切り捨てて、今の私に一途でいてくれる怜士だけを見ていたい。

　自分で言いながら、めんどくさい女だなって思う。

　でも、それが今の私の偽りのない正直な気持ちだった。

「今が、初恋？　お互いに？」

　話を聞き終えると、怜士はなにか気付いたような顔で私の顔を覗き込む。

「それは、陽菜も今恋をしてるって意味に聞こえるのは、俺の思い過ごしか？」

　期待のこもった瞳で射竦められ、私も覚悟を決める。

「ううん、思い過ごしじゃない。だから、恋人ごっこをやめようって言ったの。お試しは、もう十分だから。私は、怜士が」

「好きだ」

　私の言葉を奪うようにして、怜士の腕に抱き寄せられる。

　怖がらせないようにと気を配ってくれていたいつものハグじゃない、思いの丈をぶつけてくるような力強い抱擁だった。

「今が初恋だと陽菜が言うならそれでいい。それで、陽菜が手に入るなら」

「めんどくさい女って思わない？」

「めんどくさくても陽菜がいい」

「……そこは思わないって言ってほしかった」

　怜士の背中に腕を回しながら呟くと、耳元でふっと笑ったのがわかった。

「好きだ。陽菜が嫌なら『ずっと前から』とは言わない。だけど、これから一生、陽菜だけを好きだ」

「うん、ありがとう。私も、怜士が好き」

　私の言い分を煩わしそうにしないで、ちゃんと受け止めてなお好きだと言ってくれる。恥ずかしさよりも嬉しさが勝り、自然と気持ちを素直に言葉にできた。

「今まで、ひどい態度取ってごめんなさい。部屋の鍵とか、子供っぽい嫌がらせだったって反省してる」

「いや、あの鍵は俺の理性の番人だったから。意外といい働きをしてくれた」

「ん？　どういう意味？」

　言葉の真意がわからず上目遣いに怜士を見上げると、腕の力を緩めて私の瞳を覗き込む。

「この後、本当はワイナリーに行こうと思ってたんだ」

「え？　あ、うん」

　質問の答えになっていない返答に戸惑っていると、再び抱きしめられ、耳たぶに唇が触れる位置で囁かれた。

「予定変更して、ヴィラに連れ帰ってもいいか？　陽菜を抱きたい」

　直情的な懇願に頬が熱くなるのを自覚しながら、視線を合わせずにこくんと頷いた。




　少しも待てないといった様子の怜士は、ヴィラに入るなり唇を重ねてきた。

　教会から乗ってきたタクシーの中でもずっと手を握り、意味ありげに手首や手の甲を指先で撫でられれば、経験のない私でも心と身体が彼を欲しているのだと自覚できてしまう。

　始めから容赦なく舌が割り込んできて、口内の弱い部分を探り、膝が震えて立っていられなくなりそう。

　キスがこんなにも気持ちがいいものだなんて、想像もしていなかった。

「は……、怜、んんっ」

「陽菜」

　艶のある低い声で名前を呼ばれるたび、腰にぞくりと不思議な感覚が走る。

「ね、待って。あの、シャワー……」

　シャワーを浴びたいだなんて、いかにもこれから抱かれようとする女のセリフだと恥ずかしく感じるけど、いくら軽井沢とはいえ今は八月。

　ずっと外にいて汗もかいたし、このままは絶対に嫌だ。

　そう思って怜士の胸を押し返すと、彼は眉間に皺を寄せ不満そうな顔を見せる。

「俺は陽菜なら気にならない」

「私が気になるの！」

　それに、いくら再会初日に押し倒されているとはいえ、私にとっては今日が正真正銘の初めて。綺麗にしてから抱かれたいと思うのは、女性にとって普通のこと。

　経験豊富な怜士がわからないはずないのに、と睨むと、彼は降参したように両手を上げた。

「わかった。待ってるから、早く」

「もう、急かさないでよ」

「ようやく鍵が開いたんだ、理性も切れる寸前なんだよ」

　怜士のよくわからない呟きを背に、私は逃げるようにバスルームを探す。

　白い壁に大理石の大きなテーブル、白いソファと、降り注いだ光が反射して眩しいほどに明るいリビングは四十畳はあるだろうか。大きく開放的な窓の向こうには石造りのテラスがあり、籐で作られた椅子が置いてある。

　右手のドアを開けると、すぐに洗面所が見つかった。

　バスルームはガラス張りで、八やつヶが岳たけや南アルプスの山々をはるかに望むことができる。絶景を堪能しながらリラクゼーションも受けられるよう、バスタブの隣にはエステ用のベッドも完備されていた。

　贅を尽くした内装に感嘆のため息を漏らしながらも、私はそれどころではない。

　シャワーを浴びながら、今からいよいよ怜士に抱かれるのだと思うと、心臓が痛いほどドキドキしている。

　いつも以上に丁寧に髪と身体を清め、ふわふわのバスタオルで水気を取る。

　こうなるかもしれないと予想していたため、一応下着はかわいらしい新品のものを持ってきた。だけど、それすら準備万端みたいで恥ずかしい。

　時刻は午後三時。真夏のため、まだ日は高い。

　なにを着て出ていくべきか。ちゃんと服を着ていく？　夜じゃないしパジャマはおかしいよね。バスローブ？

　恋愛経験値がないせいで、こんなことすらわからなくて困ってしまう。

　うん、もういいや。女は度胸！

　私はタオルと同じくふわふわのバスローブを下着の上に羽織ると、しっかりと紐を結んだ。

　リビングに続くドアをそっと開けて中を窺うが、怜士の姿が見えない。

　あれ、嘘。待たせすぎて、どこか行っちゃった？

「怜士？」

　不安になって声をあげると「陽菜、こっち」と洗面所のもうひとつの扉の向こうからコンコンとノックの音がした。

　そちらのドアを開けると、柔らかいオフホワイトのレースの天蓋がついたキングサイズのベッドに、バスローブ姿の怜士が座っている。

「あれ、その格好」

「小さいシャワーブースだけあったから、そっちに入った」

「待たせすぎて、どっか行っちゃったかと思った」

「バカ。十年も待ったんだ、今更だろ」

「早くって急かしたくせに」

　緊張と照れくささから、口から出てくるのはかわいくない言葉ばかり。足はドアのそばから動けないでいる。そんな私の心の内を理解しているかのように、怜士は優しく微笑み、私に向けて手を伸ばした。

「陽菜。おいで」

　それだけで泣きそうになってしまい、ギュッと眉間に力を入れ、唇を噛む。

「大丈夫、陽菜が嫌がることは絶対にしない」

「違う、嫌じゃないし、怖くない。ただ、緊張して……」

　バスローブの胸元を掴んだまま動かないでいる私に呆れた顔もしないで、ゆっくり近付いてきた怜士は、私の膝裏を掬い上げ、軽々と抱き上げた。

「きゃっ」

　驚いている間にそっとベッドに横たえられ、怜士が上に覆いかぶさってくる。

「俺に、陽菜の全部をくれ」

　情欲を湛えた色っぽい視線にあてられ、頬を熱くさせながらもこくんと頷いてみせた。

「優しくできる自信はないが、善処する」

「そこは優しくするって言い切ってほしいんだけど……」

「初めて好きな女抱くんだ、そんな余裕ない」

　もう黙れ、と言わんばかりに唇にキスが降ってくる。

　横柄な言葉とは裏腹に、与えられるキスは優しく甘い。

　キスをしたままバスローブの紐が引かれ、合わせが左右に開かれた。慌てて腕で下着を隠そうとするが間に合わず、怜士の目に晒される。

　カーテンを引いてくれてはいるものの、外が明るいため部屋の中も真っ暗にはならない。無言でジッと見られれば、羞恥に身を捩りたくなる。

「そんなに、見ないで……」

　じわりと滲んできた涙で瞳を潤ませて懇願すると、怜士は苦笑して髪を撫でてくれた。

「これくらいで泣いてたら、後が大変だぞ」

「だって、恥ずかしい……」

「わかった。じゃあ恥ずかしいって思う余裕をなくさせる」

　キスを再開させ、大きな手が身体中に触れていく。

　口内を隈なく刺激され、あっという間にキスに夢中になる。おずおずと舌を絡め返すと、怜士がクスッと喉の奥で笑った。

「いい子」

　普段自分が園児にするように頭を撫でられる。子供扱いだって思うのに、今はそれが心地いい。

　唇が首筋に下りてきて、キスをされたり舐められたり、時折痛みと共に吸い上げられたりと、徐々に遠慮がなくなると同時に、私の呼吸も乱れていく。

　そのまま怜士の指先と唇は私の胸元に辿り着き、同じように愛撫を施し始める。

　いつの間にか背中に回った手にホックを外され、新品のブラは呆気なくお役御免でベッドの下へ。

　以前触れられた時は、怖くて悲しくて身体が震えた。だけど今は、触れ合える喜びに心が震える。

「ん……っ、あぁ……」

　怜士の舌が胸の先端に触れるたび、初めての感覚にこらえきれない吐息が漏れる。

「や、んん……」

　聞いたことのない自分の甘い声に耳を犯され、恥ずかしくて必死に唇を噛みしめたのに、許さないとばかりに弱い部分ばかり虐められる。

「あぁっ！」

「いいな、陽菜のその声。ずっと聞きたかった」

「やだぁ……」

　半泣き状態で口を塞ぐことを許してほしいとお願いしたのに、怜士は意地悪く笑うだけで聞いてくれない。

　話が違う。嫌がることはしないって言ったのに。そう反論したくても「本当に嫌か？」と聞かれたら、答えられない自分がいるのはわかってる。

　怜士もそれを理解して、したいようにしているのだから憎たらしい。

　そのまま唯一身体を隠していた下着も取り去られ、一番敏感な部分に触れられる。

　ゆっくりと優しい指先から私への気遣いが感じられるけれど、怜士の表情を仰ぎ見ると、先ほどまでの余裕はなく、眉間に皺を寄せている。

「怜士？」

「ん？」

「怖い顔、してる……」

　人差し指でそっと彼のおでこを撫でると、ハッと胸の中の空気を一気に吐き出してから小さく笑った。

「早く陽菜の中に入りたくて。悪い、怖がらせたか？」

「ううん」

　予想外の理由に、なんと返したらいいのかわからない。それでも私が拒絶を見せていないと悟った怜士は、先ほどよりも表情を和らげて私の全身を愛し始めた。

「陽菜、痛かったら言って」

　時間をかけて丹念に身体をほぐされ、怜士がひとつになる準備を手際よく済ませながら言った。

「痛いかな」

「わかんないけど、多分。でもこれだけ濡れてれば大丈夫」

「はっ、恥ずかしいこと言わないで！」

「お前が聞いたんだろ」

　舌と指で散々蕩かされた身体は、怜士の言う通り、彼を受け入れる準備が整っている。そのまま怜士の熱を受け止め、ようやく私たちはひとつになった。

「んん……っ」

「悪い、痛いよな」

「う、ちょっと……」

「でもごめん。俺は今、すごい嬉しい」

　悩ましげな悦に入った表情でそんなことを言われれば、こんな痛みなんてどうってことない。

「怜士が嬉しいなら、私も嬉しい」

「陽菜……」

「痛くてもいいから、ギュッて抱きしめて」

　肘で身体を支えていた怜士の背中を抱き寄せる。

　私を気遣ってくれてのことだとわかっているけど、もっとしっかり繋がりたい。

　そう思ってしまうのは、はしたないかな。

「バカ。せっかく人が我慢してんのに……」

　グッと腰を進められ、お腹の奥が焼けるように熱くなる。

「んんっ！」

「動くぞ。煽った陽菜が悪いんだからな」

　二の腕から肩を包むようにして力強く抱きしめられ、ぴったりと重なった身体に幸福感を得たのも一瞬。

　色香を纏った鋭い瞳に睨まれ、噛みつくようなキスをされ、奥の奥まで貫かれた。

「あ、あっあぁ……！」

「好きだ、陽菜。愛してる」

　激しい律動についていけず、怜士の言葉に頷くことすらできない。

　ただ必死に目の前の愛しい人にしがみつき、与えられる愛に溺れた。

　宣言通り、恥ずかしいと思う余裕もなく髪を乱して悶える私を、怜士が幸せそうに見下ろしながらさらに穿つ。

「俺のものだ、やっと。絶対に離さない」

　過ぎた快感が弾け意識が薄れていく中、苦しいほどに抱きしめられながら囁かれた言葉は、幸せの旋律を奏でていた。










９．「好きだから結婚したし、そばにいてくれるから頑張れる」




　怜士と気持ちを通じ合わせてからは、怒涛の日々だった。

　互いの両親の思惑通り、私の二十五歳の誕生日に合わせて盛大なパーティーを開き、怜士がＡＳＯホールディングスの後継者であることと、彼を責任者に据え、新たに幼児教育事業へ参入することが発表された。

　さらには私との婚約も大々的に公表され、パーティーはお祝いムード一色となった。

　会場はあの日と同じホテルアナスタシアの大宴会場。

　父は無事に婚約発表がされたことに満足そうな顔をしていたけれど、会話を交わすことはなかった。今となっては怜士と想いが通じ合ったからよかったものの、すべてを水に流して良好な関係を築けるほど、私は大人ではない。今後、実家との交流は最低限にしたいと怜士に話すと、彼は私の意思を尊重すると頷いてくれた。

　ＡＳＯホールディングスと霧崎商事の関係者、さらに両社の取引先と、錚々たる面々に挨拶をして回るのはかなり骨が折れた。

　以前はこういったパーティーは、気疲れするからできるだけ出席するのを避けていたけれど、怜士と結婚するからにはそうは言っていられない。

　夫婦同伴が暗黙のルールになっている場もあり、苦手意識は捨てて頑張るしかない。

　彼の隣でそう決意していると、パーティーも終盤に近付いた頃、急に照明が落とされ、私と怜士のふたりにスポットライトが当てられた。

　突然のことに驚いてキョロキョロしていると、彼は有名高級ブランドの刻印が入った濃紺のリングケースを取り出し、私の前で片膝をついた。

「陽菜、誕生日おめでとう。これからも一生、陽菜のそばで祝わせてほしい」

「怜士……」

「結婚しよう」

　ケースの中で煌めきを放っている指輪は、中央に大きなダイヤモンドの花が咲き誇り、横にはシャンクに沿ってピンクダイヤモンドが並んでいる。

　軽井沢で買ってもらったアクセサリーと同じサクラソウがモチーフだと理解した瞬間、胸がきゅうっと締めつけられた。

　予期せぬサプライズに涙腺が崩壊し、涙声で「よろしくお願いします」と返事をすると、怜士が満面の笑みで指輪を薬指にはめてくれた。




　それから約半年後の八月に、入籍と結婚披露宴が行われた。

　怜士と初めてふたりで旅行した軽井沢の教会でこぢんまりと挙式だけできたら、なんて思っていたけれど、政略的な意味合いもある私たちの結婚式は、対外的なお披露目の場でもある。

　東京湾とレインボーブリッジを望む披露宴会場への招待客は五百名を超え、贅を尽くした結婚式となった。

　怜士は大がかりになってしまうことに申し訳なさを感じていたみたいだけど、なるべく私の意に沿うようにしようと言ってくれた。

　ウェディングドレスに至っては私よりも熱心に選んでいて、真顔で『お色直しを十回はしたい』と話し、プランナーさんに苦笑されていたのもいい思い出だ。

　招待客は必然的にＡＳＯホールディングスと霧崎商事の関係者が多かったけれど、私の友人や職場の同僚もお祝いに駆けつけてくれた。

　山崎先生や栄養士の矢上さんは、あまりに規模の大きな結婚披露宴に若干引いていたけど、「おめでとう」と祝福の言葉をかけてもらった。

　怜士は山崎先生を覚えていたらしく「あの時はすみませんでした。今後も妻をよろしくお願いします」とにこやかに対応していたけど、先生に「端々に牽制の意図を感じるわ。愛されてるな」と呆れた表情で指摘され、今でも〝番犬の旦那さん〟と職場でからかわれる始末。

　同僚であり親友の千花は、颯真さんと夫婦揃って出席してくれた。

　妊娠中の彼女はつわりがひどく、無理しなくていいと話していたのだけど、『陽菜のおめでたい席には絶対出席したい』と言い、ちょうど安定期に入って落ち着いたということで出席が叶った。

　千花とは小学校の頃からずっと一緒で、私の怜士に対する気持ちはお見通しだったと思う。絶対に結婚しないと息巻いていた時も、再会して家出した時も、いつだって私の心に寄り添いそばにいてくれた。

「おめでとう、陽菜。幸せそうで本当によかった」

　涙ぐみながらお祝いしてくれる千花と、そんな彼女を気遣いながらさり気なく支える颯真さんは、政略結婚でありながら互いを深く愛し合っている理想的な夫婦だ。

「ありがとう。ふたりみたいに素敵な夫婦になれるように頑張る」

「ふふっ、今も十分素敵な夫婦でしょ。ね？　麻生くん」

　そう言われて隣を見上げると、まんざらでもなさそうな怜士の表情が可笑しくて、千花と顔を見合わせて笑った。

　そんな急ピッチで準備を進めた結婚式も無事に終わり、私は今日もまんぷく保育園で働いている。

　三月のパーティーでサプライズプロポーズをされた後、結婚後について話し合った結果、子供ができるまでは保育士として働き続けることにした。

　園長先生も快諾してくれて、今年度はメインの担任を持たずにサブに回してもらっている。他の先生方にも申し訳ないと断りを入れると、こういうのは持ちつ持たれつだからと、みんな一様に理解を示してくれた。

　本当に職場に恵まれ、幸せだと思う。

　仕事を続けることに私の父はいい顔をしないだろうけれど、怜士いわく、彼のご両親は『ふたりが納得しているのなら、陽菜ちゃんの好きにしたらいい』と言っていたらしい。

　あの顔合わせの日、とんだ醜態を晒したというのに、ご両親は私を怜士の妻として快く迎えてくれた。

　お言葉に甘えているけれど、ふたりが麻生の跡継ぎを心待ちにしているのはわかっている。私も子供が好きでこの仕事をしているし、自分の子供ならなおさらかわいいのだろうなと思う。いつか期待に応えられたらいいな。

　いや、むしろ、応えられるのはそう遠くないのではと感じている。

　というのも……。

「ん……っ！　ダメって、怜士。遅刻しちゃう」

「まだ大丈夫。あと五分だけ」

「もう、それで済んだ試しがないからダメって言ってるのに」

　長い腕が私の腰に絡みつき、振り向きざまに唇を奪われる。なんとか腕の中から脱出しようと試みるも甘いキスに絆され、毎朝ベッドから出るのにひと苦労だ。

　昨夜もあれだけ愛し合ったというのに、いったい怜士の体力はどうなってるの？

　つい昨夜の濃厚なあれこれを思い出して顔を赤らめてしまったのを、彼に目ざとく見つけられた。

「ほら、その顔。陽菜だってまんざらじゃないくせに」

「ん、んんっ！」

　爽やかな朝から壮絶な色気を纏ってキスを深めてくる怜士の胸を必死に叩く。

「違う！　もう、ほんとに遅れちゃう」

「仕方ない。続きはまた夜な」

　ようやく離してもらえた頃には、私の方が物足りなく感じてしまうのだから始末が悪いと頬を膨らませた。




　九月に入り、いよいよ来月には新事業部が発足するらしく、怜士は毎晩帰りが遅い。

　新婚早々ゆっくり時間が取れず若干の寂しさを感じるものの、幼い頃からの怜士の夢が叶うと思うと、応援する気持ちの方が断然大きい。

　一緒に過ごせる少ない時間の密度を高めるかのごとく隙あらば触れてくるのは、怜士なりの気遣いもあるのではないかと思っている。

　土曜日の今日は雲ひとつない快晴で、まだまだ残暑が厳しく最高気温は三十度だとお天気お姉さんが伝えていた。空調の効いた部屋で、平日にできなかった掃除などの家事を済ませていると、スマホにメッセージアプリの通知が来た。

【悪魔のおにぎりが食べたい】

　休日出勤している怜士からで、メッセージの下にはふざけた顔のパンダがおねだりのポーズをしている。

【いいよ。差し入れしてあげる。何時にどこ？】

【ありがとう。陽菜が出られる時でいい。本社前に着いたら連絡して】

　相変わらず私たち夫婦の間では悪魔のおにぎりが定番で、夜遅く帰ってくる怜士のために夜食を用意する時などは、レシピが簡単なのでこれに頼ることも多い。

【おにぎりももちろんだけど、陽菜も食べたい】

　ぽこん、と追加できたメッセージを見て、周囲に誰もいないとわかっているのに、恥ずかしさで顔を覆い隠した。

　互いに誤解してすれ違っていた期間が長かったせいか、怜士は告白以降、きちんと気持ちを言葉にしてくれる。

　もちろん嬉しいのだけど、愛情表現は日に日に直接的になり、最近では私を照れさせるために言っているのではと思うほど甘い言葉を吐く。毎回まんまと赤面してしまう私を見て満足そうに口角を上げるので、間違いなくからかわれている。

　だからって、その言葉が嘘だとは感じないのは、行動でも愛情を示してくれているからなのだろうけど。

　私はぱたぱたと手で顔を扇ぎながら手早く出かける準備をして、リクエストのおにぎりと、他に簡単につまめるおかずを三品ほどお弁当箱に詰めると、怜士の待つ会社へ向かった。

　ＡＳＯホールディングスの社屋は全国に九つ展開されており、本社は私たちの住むマンションから徒歩十分の場所にある。

　地下三階、地上二十二階建ての自社ビルで、二十階から上は講義室や教室が入っており、教育者に向けたセミナーを開催したり、近隣の学生がＡＳＯホールディングスの教材を使って課外学習を行ったりする時に無料で貸し出しているそう。

　今日はセミナーなどの利用者がいないのか、一階のエントランスは受付も無人で静まり返り、人の気配がない。駅の改札のようなゲートは社員証がないと通れないため、一般の人は出入りできない作りになっている。

　私はスマホを取り出して怜士に着いたことを知らせ、あまり空調の効いていないエントランスで彼を待っていた。

　新事業を軌道に乗せるというのは、いくら怜士が優秀でも大変なものなのだろう。こうして休日まで仕事にあて、必死に働いている彼を、妻としてしっかりサポートしてあげたいと思う。

　エントランスホールには、ＡＳＯホールディングスが展開している家庭学習の教材の宣伝や、経営している塾の実績などが大きく張り出されている。

　難関大学に今年は何人合格しただとか、タブレットを用いた通信型教育の在り方などを読んでいると、ふいに後ろから声をかけられた。

「あの、弊社になにかご用ですか？　よろしければお伺いいたしますが」

　丁寧な口調の声に振り返ると、私と同い年くらいの女性がこちらを窺っていた。

　スラリとした細身の体躯にパンツスーツを纏い、艶やかな黒髪をシンプルに後ろでひとつに結っている。私もよく猫目だと言われるけれど、彼女もキリッとした猫っぽい印象の瞳で、知性的な雰囲気の持ち主だ。

「あ、主人に差し入れを」

　入籍してまだ一カ月ほど。怜士を〝主人〟と呼ぶのが少し擽ったい。

「連絡がつきませんか？　部署がわかれば受付から内線鳴らせますよ」

「ありがとうございます。でも、もう来ると思うので大丈夫です」

　親切な女性社員の方に頭を下げてお礼を言っていると、一番奥のエレベーターが到着したと点灯したランプが知らせてくれた。

　中から出てきた長身の男性はやはり怜士で、真っすぐにこちらに向かってくる。

「あ、ちょうど来ました」

　社内ではスーツの上着は脱いでいるらしく、ネクタイを緩め、薄いブルーのワイシャツを肘のあたりまで捲っている。

　やっぱり、どこにいても、どんな格好をしていても目を惹くんだな。

　私がつい怜士に見惚れていると、目の前の女性が眉をひそめ、「怜士くんの奥さん？」と小さく呟いた。

　――『怜士くん』？

　社内でそんな風に親しげに呼ぶほど仲が良い女性がいるなんて聞いたことがない。

　ざらりとした胸さわぎに顔を顰めそうになるのをぐっとこらえた。

「あの……」

「いらっしゃったのなら、私は失礼します」

　女性は先ほどまでと同じ丁寧な口調で私に会釈をすると、ヒールの音を響かせながらゲートを通り、エレベーターの方へ向かう。

　彼女は怜士とのすれ違いざまになにか話しかけ、声をあげて笑うと、怜士が乗ってきたエレベーターに入っていった。

　扉が閉まる直前に振り返り、こちらに投げかけた視線は、お世辞にもいい感情が込められているとは言えないもので、否が応でも女の勘が働く。

　……多分、怜士のことが好きなんだろうな。

「お待たせ、陽菜。わざわざありがとう」

「ううん」

　お弁当の入った保冷バッグを渡しながらも、どうしても視線は奥のエレベーターへ向いてしまう。

「ねぇ。今の女の人、知り合い？」

「あぁ。俺と同期入社で、今回のプロジェクトにも入ってもらってる」

　同期入社……。

　それだけで『怜士くん』なんて呼ぶものなのかな。

　思えば、怜士の社内での交友関係はまったく知らない。結婚式に来てくれた何人かの友達は紹介してもらったけれど、みんなＡＳＯホールディングスとは無関係の人ばかり。

　社会人になってからは仕事ひと筋で、特に疚やましい関係の女性はいなかったと聞いている。信じていないわけじゃないけど、もやもやした感情が心の隙間に挟まっている自覚はある。

　それなのに、いい奥さんを演じて「午後も頑張ってね」と送り出した。




　結局、毎日忙しそうにしている怜士に彼女と特別親しいのか聞くこともできず、小さなわだかまりは喉につかえたまま。

　しかし何日か過ぎると、徐々に冷静に考えられるようになった。

　こんなことにいちいち引っかかる方がおかしい。私だって、職場の先生たちと飲みに行ったりするくらいには仲が良いんだから。

　何度も自分に言い聞かせて、今日もいつも通りの笑顔で怜士を出迎えた。

「おかえり。すぐご飯食べる？」

「あぁ。陽菜も働いてるのに、最近家事任せっきりで悪い」

「大丈夫。遅番の日はハウスキーパーさんに頼らせてもらってるから。それより、最近疲れてそうだけど、大丈夫？」

　新事業部は怜士の主導で動いていると聞いている。会社では弱音も吐けないのではと心配だった。

　ダイニングテーブルに夕食を並べながら水を向けると、幼児教育の方向性で壁にぶつかっているのだと話してくれた。

「受験対策系の勉強に特化した教室は世間でも話題になってるし、集客も利益も見込める。そっちを推す声が大きいのも頷けるんだ」

　求められているものとやりたいことは別だと言う怜士は、苦渋と迷いの滲んだ表情で言う。

　確かに今の時代、より質のいい教育を受けるために小さい頃から習い事をしたり、学区にある公立の小学校ではなく私立の小学校を受験したりする子も増えている。

「実際、池いけ田だのマーケティング力はすごいんだ。そこは信頼してるから間違いはないんだろうけど」

「池田？」

「この前エントランスで会ったろ？　俺の同期で東大出身。デジタルマーケティング部での優秀さを買って引っ張ってきたんだ」

　先日、麻生の本社で会った猫目の女性が思い浮かぶ。

『怜士くん』と呼ぶ声や、こちらを睨むような視線まで思い出してしまい、慌てて思考から追い払うように頭を振った。

「数値化していかに受験対策クラスが求められているのか見せられると、将来経営を任せられる立場としては利益や需要の大きさは大事だし、理想ばっかり追い求めるわけにはいかない」

　新事業部を任されただけではなく、すでに経営者目線で物事を考えている彼に驚く。

　怜士なら、なにがなんでも自分のやりたいことを貫き通すのだと思っていた。

　だけど考えてみれば、ＡＳＯホールディングスという巨大な企業の後継者として指名され、この半年間どこを歩いても注目されながら仕事をしてきたはずだ。二十六歳という若さで背負うにはあまりに大きな期待と責任に、プレッシャーを感じないわけがない。

　私は怜士の優しさに甘えっぱなしだったのに、彼の苦悩を見落としていたのかもしれないと思うと、不甲斐なさに臍ほぞを噛む思いだった。

「怜士」

　食事を終えてソファに座る怜士を、そっと抱きしめる。少しでも癒してあげたいし、弱音や本音を言える空間を作ってあげたい。器用な彼は、自分が大変な時もきっと平気な顔ができてしまう。それを見抜ける妻でありたかった。

「陽菜？」

　私から触れることはあまりないせいか少し驚いた様子だったけど、すぐに背中に腕が回され、抱きしめ返してくれた。

「悪い、弱音なんて吐いて。心配かけたかったわけじゃないんだけど……。カッコ悪いな」

「ううん、全然そんなことない。仕事だし話せないこともあるだろうけど、可能な限り聞きたい。会社じゃ言えない愚痴も、私には話してほしい」

「あぁ。ありがとう」

　微笑みながら感謝のキスが目尻に降ってくる。いつもならそのまま甘い雰囲気になるんだけれど、話の続きがしたくて瞳を閉じずに怜士を見つめた。

「でもごめん、言わせてね。理想を捨てて作りあげた教育で、本当に学ぶ楽しさを伝えられる？」

　本人だって何十回と自問自答したであろう質問を投げかけると、怜士の眉間に皺が寄った。それに怯むことなく、私は言葉を続ける。

「保育園にもすごくたくさん習い事をしてる子がいるし、もちろん楽しんでいろんなことを吸収している子もいる。でも、実際はそんな子供ばかりじゃない。本人が楽しんでやらないと身につかないし、長い目で見た時に意味がないと思うの」

　親が子供に〝こうなってほしい〟と理想を託すことは悪いことじゃない。

　だけど子供の言い分を聞かずに押しつけてしまえば、それは親のエゴになる。

「データよりも、子供たちの生の意見を聞けたらいいのにね。そうすれば他の人の意見だって変わるかもしれないし」

　昔クラスメイトが課外学習を『今日の授業は楽しい』と言っていた。

　裏を返せば、普段の授業は楽しくないということ。

　そういう子供たちの本音を聞き出せれば、データだけを見て教室の方向性を決めるよりもずっと有意義だと思うんだけどな。

　つらつらと思ったことを口にしてしまい、難しい顔をして黙り込んだ怜士を見てハッとした。

　いくら結婚しているとはいえ、仕事のことに口を出しすぎるのはよくなかったかもしれない。将来勉強が好きになってほしくて始める幼児教育分野の新事業は、怜士にとって長年の夢のはず。会社の利益も大事だけど、彼の積年の思いも大切にしてほしいと思ったゆえに暴走してしまった。

「ごめん。出しゃばったこと言った……」

　本当はこんな責めるようなことを言いたかったわけじゃない。

　つい先ほど、彼の苦悩を見落とさないようにしようと思ったばかり。

　疲れて弱音を吐きたくなった怜士を癒せる存在でありたいと思っていたはずなのに。

　教育論のことになると、つい熱くなって語ってしまうのは昔からだけど、今のは空気が読めなさすぎた。

　自己嫌悪で俯いていると、怜士が私の頭を乱暴に撫で回した。

「わっ！」

「陽菜の言う通りだ。数値も大事だけど、机上の空論じゃ意味がない」

　くしゃくしゃになった私の髪を手櫛で梳きながら、怜士が強気な顔で笑う。

　あぁ、私の好きな表情だ。その顔を見て、トクンと胸が高鳴る。

「需要がないなら作り出せばいい。新しい幼児教育の流行を、うちの会社で生み出してみせる」

　疲れの滲んでいた怜士の表情は生き生きと輝きだし、頭の中は仕事モードに切り替わっているのが見て取れた。

「子供の反応を直接見られる機会を作るのもいいかもしれない。どこかイベントスペースでワークショップを開くとか」

「それ楽しそう！　ショッピングモールとかで体験型の教室があると、保護者の目にも触れやすそうでいいかも」

「そうだな。既存の学生向けの通信教育の広報と一緒に、それまでにできればＡＩシステムも形にして……」

　口元に手を当て、ブツブツ呟きながら考えをまとめ始めた怜士を見て笑みが溢れる。

　やっぱり怜士はこうじゃないと。利益や採算を度外視しろとは言えないけど、決して理想は捨てずに、自分の思い描く未来を形にしてほしい。

「ありがとう。陽菜と話してると、仕事のアイデアのヒントをたくさんもらえる」

「私、役に立ってる？」

「かなり」

「そっか、よかった。本来なら専業主婦になって怜士を支えるべきなのに、私のワガママで仕事続けさせてもらってるから。少しでも役に立ててるなら、保育士になった甲斐があるよ」

　改めて怜士の立場を考えれば、両親がなぜ口を酸っぱくして結婚後は家庭に入るべきだと言っていたのかが理解できる。

　だけど、私は仕事を続けることを選んだ。それによって怜士のサポートが疎かになってはいけない。気を引きしめないと。

「陽菜」

　改めて意気込んでいると、怜士は私の頬をぶにゅっと両手で挟み、不機嫌そうに目を細めた。

「俺は陽菜が役に立つから結婚したわけじゃないし、妻なら夫の役に立つべきだと思ってるわけじゃない。陽菜が好きだから結婚したし、そばにいてくれるから頑張れるんだ。役に立つとか立たないとか、そんなの関係ない」

　ひょいっと横抱きにされ、怜士の足は寝室に向かう。

「ま、待って。疲れてるんじゃないの？」

「陽菜不足」

「そんな、人を野菜みたいに」

　いつまで経っても色っぽい雰囲気が照れくさくて、かわいくない言葉を口にしてしまう。だけどそれも彼のキスに溺れるまでで、重ねた唇から愛情を注がれ、媚薬のように全身に回ってしまうと、羞恥も感じられないほどに夢中になる。

　今夜もきっと蕩けるように甘い時間になるのだろうと期待に胸を高鳴らせながら、怜士の首に縋りついた。










10．「もしかして、俺のこと疑ってる？」




　怜士がワークショップを開催しようと思い立ってから二カ月余り。

　いよいよ開催を今週末に控え、彼は多忙を極めている。

　恋人ごっこの頃からずっと続けていた朝晩の食事を一緒に取るという約束事もなかなか難しく、すれ違いの生活が続いていた。

　寂しく感じるものの、そこに不満はない。

　彼は以前のように疲れた顔をしているわけじゃなく、仕事が楽しくて仕方ないといった様子で、このプロジェクトにかける意気込みが伝わってくる。

　一方、十一月に入り急激に気温が低くなってきて、私は体調が思わしくない日が続いていた。気候の変化もあるだろうけど、主な原因はストレスのせいな気がしている。

　ここ一カ月の間、よく怜士に池田さんから電話がかかってくるのだ。

　彼は仕事用とプライベート用の番号を分けていて、当然鳴るのは仕事用のスマホ。

　プロジェクト始動にあたり、怜士は『ブルームテクノロジー』というＩＴベンチャー企業と提携し、ＡＩを使った新たな教育ツールの開発に乗り出した。

　そのためブルームの社長やシステムエンジニアさんたちとの打ち合わせに追われ、なかなか会社に顔を出せないことも多かったそう。進捗状況や相談などはメールでやり取りをしているらしいけど、埒が明かないと電話で話し合っていることもしばしば。

「池田だ。悪い、陽菜。出てもいいか」

「どうぞ」

　それは平日だけに留まらず、休日の貴重な夫婦の時間にもかかってくるのだからたまらない。

　彼も疚しいところはないからか、私の前でも断りを入れて電話に出る。

　そのままリビングで話すこともあれば、パソコンを見るために自室に行ってしまうこともあるけれど、楽しそうに話しているのを目の前で見せつけられるのは、あまり愉快な気分じゃない。

　漏れ聞こえてくる会話から、ちゃんと仕事の話をしているのはわかっている。

　だけど、頻度が多すぎると不満を抱いてしまうのは、私の心が狭いせいなのか。それとも、以前会った時に発動した女の勘のせい？

　池田さんは、間違いなく怜士に異性としての好意を抱いていると思う。

　そうじゃなきゃ、私に対してあんな意味深なことを呟いたり、尖するどすぎる視線で睨んできたりはしない。

　一度は飲み込めたはずのもやもやとした黒い感情が体調にも表れ、体重が減るほどに食欲も失せてしまっている。




　早番で仕事を終えて更衣室で着替えていると、大きなお腹の千花が心配そうに私を見た。

「陽菜、具合悪い？」

「うん、実はちょっとだるい。食欲もないし、少し気分悪くて」

　いつもなら心配をかけたくなくて平気だと言えるのに、そんな余裕すらなかった。

　とはいえ、もうすぐ臨月を迎える千花に、私の取るに足らない愚痴なんて聞かせたくない。すると、千花は声を潜めて予想外のことを聞いてきた。

「ねぇ。もしかして、つわりだったりする？」

「え？」

　思いがけない質問に目を丸くする。

「私も最初気付かなかったけど、妊娠初期ってだるかったり食欲なくなったりしたから。あと、変に落ち込みやすいというか、ナーバスになったり」

　そう言われて考えてみれば思い当たることばかりで、確かに今月の生理がまだ来ていない。

　もともと周期が不順なせいでそこまで気にしていなかったけど、もしかして……？

　私はドラッグストアに寄って検査薬を購入すると、帰宅して真っすぐトイレに向かった。説明書を読んで試してみると、九十九パーセントの正確さを誇る検査薬の小窓には、くっきりとピンクの二本線が浮かんでいた。

「嘘……ほんとに……？」

　驚きと喜びで、スティックを持つ指先が震えた。

　そっとお腹に手を当ててみる。

　本当に、ここに私と怜士の赤ちゃんがきてくれたの？

　当然ながら手を当てたところでなんの感覚もなく、妊娠しているという実感もない。

　だけど手にした検査薬には証拠の線がしっかりと浮かび上がっていて、そわそわして落ち着かず、地に足がついていない感覚だった。

　ここ最近、心の中を占めていたもやもやが吹っ飛び、嬉しくて叫びたい気分だ。

　体調不良も、気温やストレスのせいじゃなくつわりだと思えば、それすらも愛おしい気がする。

　何度も深呼吸して、まずは病院に行って妊娠を確定させようと近くの評判のいい産婦人科を検索してみると、ちょうどマンションと職場の保育園の中間に、『篠しの宮みや総合病院』という大きな病院があった。

　早く怜士に知らせたいけど、彼は今ワークショップの準備が佳境で忙しい。まずは確定してからにしよう。

　産婦人科に電話をすると、明日の午後に初診の予約が取れた。

　早番終わりに病院に行った後、夜にゆっくり打ち明けて、ふたりで喜び合いたい。

　その日、逸る気持ちを抑え、帰宅した怜士に明日の予定を聞いてみた。

「明日も今日と同じくらい遅くなる？」

「いや。前日くらいは早く帰ろうって、今日あらかた終わらせてきた」

「本当？」

　つい嬉しくて声が弾む。

　まだ内緒にしていなくてはいけないのに、これではすぐにバレてしまいそう。

　ドキドキと早まる鼓動を落ち着かせつつ、なるべく冷静に聞こえるよう口を開いた。

「もし早めに帰れるなら、久しぶりに外食しない？　えっと、ワークショップの成功の前祝い？」

「ははっ、なんだそれ」

　可笑しそうに声をあげた怜士だけど、私の提案に嬉しそうに頷いてくれた。

「急いで仕事終わらせる。陽菜からデートに誘ってくれるなんて珍しいな」

「うん、怜士とゆっくりしたいなって思って。あの、話したいこともあるし」

「悪いな。ここ最近忙しくて」

「あ、ごめん、違うよ。責めてるわけじゃないから。楽しそうに仕事してるの、好きだなって思いながら見て応援してるし」

　慌てて否定すると、怜士がニヤリと意地の悪い笑みを浮かべる。

「へぇ。なにそのかわいいセリフ。誘ってる？」

　長い指で顎を掬われ、止める間もなく唇を塞がれた。

「んっ……」

　すぐに深くなる口づけに溺れてしまいそうになるけれど、今日はいつものように抱かれるわけにはいかない。

　妊娠初期の妊婦の身体はデリケートで、激しい行為は厳禁なはず。

　なんとか彼の誘いを躱して眠った。




　翌日。私は白黒のエコー写真を握りしめ、ニヤける頬を抑えきれないでいた。

「おめでとうございます。妊娠七週目ですね」

　母と同い年くらいの先生が、穏やかな声音で説明してくれた。

「この小さく点滅しているのが心臓です。うん、元気ですね」

　画面に映されたのは細長い黒い丸に入った小さな白い丸で、どこが赤ちゃんなのか見ただけではまったくわからない。

　それなのに、ぴこぴこと白く点滅しているのが赤ちゃんの心臓だと聞けば、なんだかかわいく思えるのだから、親バカにしても早すぎると自分でも笑えてくる。

　このくすぐったくて幸せな感情を、早く怜士と分かち合いたい。

　赤ちゃんができたと打ち明けたら、いったい彼はどんな反応をするだろう。

　きっと驚くよね。喜んでくれるかな。

　待ち合わせの時刻までまだ余裕があるけれど、待ちきれずにＡＳＯホールディングスの本社へとやってきた。どこかカフェに入って時間を潰していようと考え、ふと思い至る。

　これからしばらくコーヒーは控えないといけないんだ。他に妊婦さんが口にしてはいけない食べ物ってなにがあるんだろう。

　調べてみようとスマホを取り出すと、怜士からメッセージがきていた。

　すぐにアイコンをタップして受信した文面を読み、足をピタリと止める。

【ごめん。急なトラブルで早く帰れそうになくなった。埋め合わせは必ずする。本当にごめん】

　え……。簡潔な文章を、私は呆然としながら何度も読み返した。

　五分ほど前に送られてきていたメッセージはスタンプや絵文字もなくシンプルで、慌ただしそうな雰囲気が伝わってくる。

　仕事なら仕方ない。急なトラブルはつきもので、怜士が悪いわけじゃない。

　そう頭ではわかってるはずなのに、どうやって妊娠を打ち明けようかとウキウキしていた気持ちを、一気に地面に叩きつけられたような気分だった。

　タイミングの悪さに、重いため息が漏れる。

　……ダメだ。気分が落ち込むと、体調まで悪くなりかねない。気持ちを切り替えて、なにか美味しいものを買って帰ろう。この際、うんと贅沢したっていいはずだ。

　なんとか自分に言い聞かせて顔を上げた瞬間、道路の向こう側からコンビニ袋を片手に並んで歩いてくる男女の姿が見えた。

　長身で人目を惹く彼を見間違うはずがない。男性の方は間違いなく怜士だ。そして隣を歩く怜士の腕を笑いながら軽く叩いているのは、以前会ったことのある女性。

『怜士くんの奥さん？』

『俺と同期入社で、今回のプロジェクトにも入ってもらってる』

　脳裏に過去の会話がよぎり、ふたりの並んで歩く姿に目の前が真っ暗になる。

　どうして私との約束を破って、あの人とふたりで歩いているの？

　周囲の人が怪訝な顔で見ているのも構わずに、私は愕然として立ち尽くしたまま。

　ずっと心の奥にしこりのように残っていたざらりとした感情が、ドロドロと堰を切って溢れ出してくる。

　ううん、大丈夫。連絡してくれたように、仕事に決まってる。

　同じチームで働いているんだから、一緒にコンビニに行くことくらい普通なはず。

　どれだけ冷静になろうと頭を振っても、脳裏には学生時代の苦い思い出が蘇ってくる。怜士の腕に自身の腕を絡め、隣に立ちながら私に勝ち誇った視線を投げかけてくる彼女たち。

『親が決めただけの政略結婚なんでしょ？』

『怜士くんがかわいそう』

　過ぎた過去のことなのに、あの池田という女性の存在が、私の塞がりつつあった傷をこじ開ける。

　決定的な浮気現場を見たわけじゃない。だけど、今の私は怜士があの人とふたりで楽しそうに歩いているだけで、自分でも信じられないほどショックを受けている。

　あぁ、本当に高校時代に逆戻りしたみたい。

　何度こんな風に傷ついただろう。何度嫉妬に苦しんだだろう。

　そのたびに怜士を嫌いだと自分に言い聞かせ、結婚を自分から断ることでちっぽけなプライドを守ろうと必死だった。

　結婚する前までは、それで済んでいた。

　だけどもう、私は後戻りできないほど彼を好きになってしまった。想いが大きいからこそ芽生える感情は、逃げずに自分で受け止めて消化するしかない。

　過去を見ないふりして切り捨てると決めたのは、私なんだから。




　なんとか気力を振り絞って帰宅したものの、結局ひとりで抱えきれず、千花に電話をかけた。

　私の支離滅裂な話を最後まで口を挟まずに聞き終えた彼女は、第一声にいつもの優しい声で《おめでとう》とお祝いの言葉をくれた。

《大丈夫。昨日も言ったけど、妊娠初期ってホルモンバランスの関係で情緒不安定になりやすいんだって。陽菜は今、ちょっとナーバスになってるだけだよ》

「そう、かな？」

《心配になる陽菜の気持ちもわかるよ。何度も電話をかけてくる女性とふたりでいるのを見たら、私だってきっともやもやしちゃうと思う》

「うん」

《だけど麻生くんが仕事って言ってたのなら、信じてあげてもいいと思う。結婚式で久しぶりに会った麻生くん、陽菜にべた惚れって感じだったし》

　励ましてくれる千花にお礼を伝えると、《これでママ友になれるね》と笑ってくれた。

　努めて明るくしてくれようとする親友の心遣いがとてもありがたい。

　電話を終え、家にあったもので簡単に夕食を済ませてからゆっくりとお風呂に浸かった。

　それでも、まだ私の心は晴れないまま。

　普段ならこんな風にうじうじと考えたりしないのに。これは千花が言っていた通り、ホルモンバランスの関係でナーバスになっている証拠なのかな。

　髪を乾かしたり歯磨きをしたりと寝支度を終えたところに、怜士が帰ってきた。

「おかえりなさい」

「陽菜、今日は本当にごめん」

　開口一番に謝られてしまえば、それ以上責めることはできない。なんとか笑顔で首を横に振ったけど、怜士から差し出されたものを見て固まってしまった。

「これ。お詫びというか、お土産」

　彼が手にしていたのは、今女性に大人気のパティスリー『bonappetitボナペティ』のショコラ。高級ではあるが別格に美味しいと数年前に日本初出店して以来じわじわと人気が高まり、今年ＳＮＳで〝映えるショコラ〟とインフルエンサーが紹介してからは、若い層にも爆発的に流行っている。

　普段だったら最高なチョイスのお土産にご機嫌になっていたかもしれない。

　だけど、今の私は素直に喜ぶことができなかった。

「……これ、池田さんと選んだの？」

「え？」

　差し出した紙袋を受け取らない私を見て怪訝に思ったのか、怜士が顔を覗き込んでくる。情けない顔を見られたくなくて、私は一歩身体を引いた。

「陽菜？」

　人気パティスリーのスイーツを、怜士が知っていたっておかしくはない。もしかしたら私のために調べてくれたのかもしれない。

　落ち着いて考えればわかることなのに、夕方に見たふたりの姿が脳裏に浮かぶたび、冷静さが失われていく。

　あの後池田さんと一緒に買いに行ったりしたの？　私との約束をキャンセルしたのに？

「いらない」

　思いの外、平坦で低い声が出た。

　頭の奥で〝ダメだ〟と警鐘が鳴る。

　このもやもやとした感情は自分で処理するものであって、怜士にぶつけていいものではないし、勝手な想像で非難するのも間違ってる。

　それなのに胸の奥からこみ上げてくる暗い感情を制御できない。

「今日、本社の近くまで行ったの。送ってくれてたメッセージ見てなくて」

「そうか。連絡がギリギリになって悪かった」

　焦ったような怜士の瞳を見て、不安が煽られた。

　見られたらまずい場面でもあったのかと、勘繰りたくなってしまう。

「池田さんと一緒に歩いてた」

「あぁ。残業が確定して、一緒に残るメンバーの夕飯をまとめて買いに行ったんだ。彼女が手伝うと言ってくれたから、近くのコンビニに」

「焦って言い訳しなくてもいいよ。最近電話もよくかかってくるし、仲が良いっていうのは嫌ってほどわかってるから」

　違う。こんな風に嫌みっぽく言いたいわけじゃない。ただ悲しかっただけなのに。

　私たちの赤ちゃんが来てくれたことを報告しようとしていたところに、池田さんと歩いてる怜士を見て、なぜか自分でも驚くほどショックを受けた。

　そう伝えたいのに、思うように言葉が出てこない。

　唇を噛みしめる私を見て、怜士は眉をひそめた。

「もしかして、俺のこと疑ってる？」

　聞こえた声には温度がなく、彼のやるせなさが滲んでいる気がする。

　過去の誤解が解けて以降、彼は私をひたすらに甘やかしてくれた。言葉でも行動でも気持ちを示してくれて、だからこそ私は過去を忘れて、今の怜士と初めから恋をやり直そうと思えたのだ。

　こんな風に醜い感情をぶつけたかったわけじゃない。ずっと見て見ぬふりしていた不安が一気に押し寄せてきてしまい、自分でもどうしたらいいのかわからない。

　本来なら今頃、妊娠を打ち明けて、幸せな未来についてふたりで笑って話しているはずだったのに。

　じわりと目頭が熱くなり、視界が涙で滲んでいく。

　ダメだ。ここで泣くのはずるい。

「陽菜」

　みるみるうちに瞳を覆う涙に目を見開いた怜士が、気遣うようにその手を私に伸ばしてくる。

「ごめんなさい、今のなし。忘れて」

　泣き顔を隠そうと半身を引いた私の手を、怜士が逃すまいと引き寄せた。

「待てって。ちゃんと話そう」

　ギュッと手首を握る力強さが怜士の不満を物語っている気がして、視線を合わせられずに俯いた。

「不満があるなら言って。それに、今日は話したいことがあるって言ってただろ」

　こんな状態でいったいなにを話したらいいの？　約束が守られなかったことへの不満？　池田さんへの不安？　なにを話しても今以上に雰囲気が悪くなりそうで怖い。

　少なくとも、赤ちゃんのことを打ち明けられる心境ではない。

「ごめん。頭冷やしたいから、今日は自分の部屋で休む」

　手首を握っている指をほどくと、頭上から小さいため息が聞こえた。

　呆れられてる……。

　そう思えば、なおさら泣いてしまいそうで唇を噛みしめた。

　それ以上なにも言えず、踵を返して自室に向かう。背中に視線を感じたけれど、振り向くことはできなかった。

　怜士と気持ちが通じ合ってからは彼の部屋のベッドで眠っていたので、自分のベッドに横になるのは久しぶり。

　そして、こんな風に言いたいことの半分も言えず、ケンカにすらならないのは初めてだった。

　子供の頃は、よくくだらないことで言い合いになった。

　テストの点数や水中で息を止めていられる秒数を競った時、卵焼きは甘い派かしょっぱい派か、サンタクロースは実在するのかなど、私と怜士があれこれ言い合うのを、クラスメイトが『またやってる』と苦笑しながら見ていたのを思い出す。

『はい』

『なに？』

『こゆびギュッてして。これでなかなおりね』

『これ、やくそくのときにするやつだぞ』

『いいの！　ひなとれーじのなかなおりのおまじないなの！』

　昔から気が強くて意地っ張りだった私は、ケンカしても上手に謝ることができなかった。子供の頃はケンカするたびに小指を絡ませ、そのたびに『これやくそくのときのやつだって』と怜士が笑ってくれて、いつの間にか仲直りすることができた。

　まさに仲直りのおまじない。

　習慣化していたおまじないは、私が初恋を自覚した頃には恥ずかしくてできなくなってしまったけれど、大体はヒートアップして意地になった私が素直になれず、結局は怜士から仲直りのきっかけを作ってくれていたっけ。

　どれだけ言いたいことを言い合っても、翌日には怜士が普通に話しかけてきて、ケンカなんてなかったかのようにそばにいてくれた。

　その優しさに当時も気付いていながら、素直にお礼も言えなかった自分が情けない。

　だけど、今回はケンカにすらなっていない。

　怜士を好きな気持ちが育ちすぎて、嫌われるのが怖かった。

　思っていることを言葉にしないで飲み込んで、消化しきれずに吐き出して、後悔して……。

　始めから、ちゃんと言えばよかった。親しげな呼び方も、意味深な視線も、頻繁な電話も。本当は全部気になってるって、最初から素直に言えばよかったのに。

　妊娠したからなのか、感情の起伏が激しく、イライラすると思ったらすぐに悲しくなる。

　自己嫌悪の感情が涙になり、シーツが色を変えていくのを、ただジッと見ているしかできない。

　ごめんね。あなたのこと、パパに伝えられなかった……。

　両手で自分のお腹を包み込むように抱きしめ、赤ちゃんに謝りながら夜を明かした。










11．「私の初恋の相手ですから」




　翌朝の土曜日。

　あまり眠れなかったのと、つわりの気持ち悪さで、体調は最悪だった。

　重たいまぶたを擦り、吐き気に耐えながらリビングへ出ていくと、ワイシャツ姿の怜士がダイニングテーブルでコーヒーを飲んでいる。

「おはよう、陽菜」

　私に気付いた彼は、毎朝目を通しているニュースサイトから視線を上げた。

「おはよう。ごめん、こんなに早いって思わなくて、朝ごはん……」

「大丈夫。もう出るから。休みの日の朝くらい、陽菜もゆっくりしたらいい」

「うん、ありがとう」

　それ以上言葉が続けられずに黙り込んだ私に、怜士はいつも通りの口調で聞いてきた。

「陽菜、今日の予定は？　なにか入ってる？」

「ううん、特にないけど」

「それなら、ワークショップを見に来ないか？」

「え？」

　怜士はコーヒーカップをシンクへ持っていくと、椅子にかけていたスーツを羽織る。

　気まずさを忘れてその姿に見惚れている私に、彼は真っすぐな視線を向けてきた。

「陽菜に見てほしいんだ。俺がずっと前から形にしたかったことの第一歩だから」

　怜士にとって大事な第一歩。その瞬間を私に見ていてほしいと思ってくれるのは、素直に嬉しい。体調がいいとは言えないけれど、少し落ち着けば短時間の外出くらいは大丈夫だろう。

「うん、わかった。見に行く」

「ありがとう」

　嬉しそうに微笑んでくれる怜士にホッとする。

　玄関でのお見送りのハグとキスはいつも通りのはずなのに、どこか互いに気を遣い合っている雰囲気が消えない。

　怜士は小さく苦笑して「いってくる」と出ていった。




　土日に大型ショッピングモールのイベントスペースを借りて開催するワークショップは、事前の告知のおかげか、私が着いた時にはすでに多くの親子連れで賑わっていた。

　イベントスペースは風船やイラストが描いてあるポスターでかわいく装飾され、備えつけの大きな液晶スクリーンにはＡＳＯホールディングスが手掛ける塾や通信教育のＣＭが流れている。

　大人の膝の高さほどしかない小さなテーブルが左右に六台配置され、ひとつの机に椅子は四つ。

　それぞれのテーブルに担当のスタッフがつき、親子の相手をするらしい。

　スクリーンに向かって左側にある三つのテーブルでは、子供にプリントが渡され、簡単な計算や時計の読み方、積み重なったブロックがいくつあるかなどの問題を、五歳前後の子供たちが鉛筆を握って頑張って解いている。

　手が止まってしまった子にはスタッフが声をかけ、ヒントを与えながら学習するという、よく見かける幼児教室の様子だった。

　保護者はテーブルの後ろから子供の様子を見ながら、別の社員から話を聞いたり、理想の教育についてヒアリングを受けたりしている。

　一方、右側にあるテーブルにはプリントはなく、図鑑やぬいぐるみ、積み木や画用紙など、自由に遊べるスペースのようになっていて、三つのテーブルのうちひとつにはスタッフの配置もない。

　こちらには二、三歳の小さな子がパラパラといるだけで空席が目立っていた。

　私が全体を見回していると、スクリーンの脇に怜士の姿があった。

　幼児向け教室だからか朝見たスーツ姿ではなく、黒いスタッフＴシャツを着ている。

　手にした書類を見ながら周りの社員に指示を出している怜士は遠目から見てもカッコよく、初めて見る仕事をしている姿に胸がときめいた。

　これが今、怜士が日々一生懸命作り上げようとしているものの第一歩。しっかり目に焼きつけておこうと、会場全体を再び見回す。

　忙しそうにしているから、声をかけるのはもう少し後の方がいいかな。

　そう思って机に向かっている子供たちに視線を戻すと、コツコツとその場にそぐわないヒールの音が響いた。

「仕事にまで口出ししてくるものですか？　政略結婚の相手って」

　突然後方から話しかけられ、その内容に思わず眉をひそめた。

　振り返ると、怜士と同じ黒いスタッフＴシャツを着た池田さんが、敵対心を隠そうともしないで私を睨んでいた。

「……こんにちは」

　小さく会釈をするものの、彼女は私の挨拶をまるっきり無視して「困るんですよね、部外者に仕事へ口を出されると」と不機嫌そうに言う。

「怜士くんも困ってるんじゃないですか」

　困るとはどういう意味だろう。そもそも彼女は怜士の同期だと言っていたけど、今の彼の立場なら上司にあたるのでは？

　馴れ馴れしい呼び方に不信感が募る。

「……怜士くんって」

「あ、仕事中は呼ぶなって言われたんでした。すみません」

　謝罪の言葉とは裏腹に、勝ち誇ったような意味深な笑顔。

　学生の頃、嫌というほど見た表情は、不安定な私の心をグラグラと揺さぶる。

「今手掛けているのは、怜士くんが入社当時からいつかやりたいって言ってたプロジェクトなんです。まさかこの会社の御曹司だなんて思わなかったけど、私は彼のサポートがしたくて、必死に仕事を覚えてやっとここまできたんです。お願いですから邪魔しないでください」

「そんな、邪魔なんて……」

「このワークショップだって、本来なら必要ない回り道だったんです。もう既にデータは揃ってるのに、あなたの不用意なひと言で振り回されて迷惑です」

　池田さんは自分が言いたいことを言い終えると、くるりと踵を返して自分の仕事へ戻っていった。

　込み上げてくる不快感と吐き気によろめきそうになるのを、足を踏ん張って耐える。

　彼女は怜士のサポートがしたくて今まで仕事を頑張ってきたと言っていた。

　その考え方は私とまったく一緒。だけど実際に役に立っているのは、こうしてうじうじと暗い感情を持て余している私じゃなく、怜士の隣に立ち、一緒にプロジェクトを動かしている彼女なのかもしれない。

　池田さんは、このワークショップを回り道だと言っていた。

　受験対策の教室に納得しきれていない様子の怜士を見た私が口を出したのをきっかけに、彼がワークショップを開催しようと思いついたのを知っている口ぶりだった。

　私は怜士の役に立ちたくて保育士としての意見を言ったつもりだったけど、もしかして迷惑だった……？

　そんなはずはないと思う反面、忙しそうに指示を出す怜士の隣に寄り添うように立つ池田さんの姿に、言いようのない敗北感を覚えた。

　私、いったいなにしに来たんだろう……。ここにいてもマイナス思考になるばかりで、そんな精神状態のせいか、つわりも辛くなってきた。

　――帰ろう。

　私が一歩踏み出したところに、ドンッと男の子とぶつかった。

「わぁっ！」

「っと、ごめんね。大丈夫？」

「うん。ぼくも、ごめんなさい」

　三歳くらいだろうか。男の子に視線を合わせるようにかがむ。

「ちゃんとごめんなさいできてえらいね。どこに行くの？　ママは？」

　ぶつかったことにきちんと謝ったことを褒めながら、周囲に保護者がいなさそうだったので聞いてみると、男の子はイベントスペースの左奥を指さした。

　どうやらスタッフと話し込んでいるらしい。

「そっか。それはもう終わっちゃったのかな？」

　彼の右手には、配布されたひらがなの練習用のプリントがある。自分の名前を書けるように、方眼マスが印刷されていた。

　それに目を向けると、男の子はしょんぼりした様子で俯いた。

「ぼく、これやりたくない。あんまりたのしくないし……」

「それなら、ママのお話が終わるまで、私とこのテーブルで遊んで待っていようか」

「うん」

「お名前は？」

「うおぬまはやと」

「はやと君、素敵なお名前だね。私のことは、ひな先生って呼んでね」

　いつもの癖で〝先生〟とつけてしまったけど、まぁいっか。

　配られたプリントが楽しくないと落ち込んでいる子を放置することができず、私は右側の空いていたテーブルに彼を誘った。

「はやと君はなにして遊ぶのが好きなの？」

「しんかんせん！」

「新幹線か、カッコいいよね。見て見て、電車がたくさん載ってる図鑑がある」

「ほんとだー！」

　私がテーブルにあった乗り物図鑑を開くと、彼は身を乗り出して興味を示している。

「あ！　はやぶさがある。こまちもー！」

「本当だ。はやぶさってここに書いてあるね」

「かいてある？」

「この緑色の文字。これではやぶさって読むんだよ。はやと君と同じ〝はや〟がついてるね」

「いっしょー」

　嬉しそうに喜ぶはやと君の様子を見て、私は置いてあった画用紙にクレヨンで〝はやと〟と〝はやぶさ〟の文字を並べて書いた。

「どっちがはやと君のお名前でしょーうか！」

　クイズのように節をつけて問題を出すと、はやと君は私の書いた文字と図鑑をキョロキョロと見比べて「こっちー！」と正解を指さした。

「ピンポーン！　すごいね、どうしてわかったの？」

「えっと、だって、これがはやぶさってひなせんせいがいったから。それでこっちがぼくのはやと」

　図鑑と画用紙を交互に指差し、一生懸命理由を説明してくれる。

「正解です！　すごい、ひらがな読めちゃったね！」

「えー、だってかんたんだったもん！　もっとむずかしいやつ！」

「いいよー！　今読めたやつを真似っこして書いてからね」

　そう言うと、はやと君は持っていたプリントに〝はやと〟と〝はやぶさ〟の七つのひらがなを、四苦八苦しながらも楽しそうに書いてくれた。

　次に私が画用紙に〝ひな〟と〝ひかり〟の文字を書き、はやと君に見せる。

「私の名前はどっちでしょーうか！」

「えー、ひなせんせいのなまえ？」

「ほら、これと同じ文字を図鑑で探してみて」

　ヒントを与えながら、でも考える力を奪ってしまわないように誘導する。

「あったー！　これ、しんかんせんのひかりだ。じゃあ、ひなせんせいのなまえはこっち！」

「ピンポーン！　おんなじ文字だったのは？」

「ひ！」

「正解！　はやと君すごい！　これも真似して書いてみようか」

「おっけー」

　嬉しそうにおどけて書き出すはやと君がとてもかわいい。

「ねぇひなせんせい、もっとひらがなのクイズやりたい」

「いいよー、じゃあ次は」

　一緒に図鑑を覗き込んでいるところに「いーれーて」と、はやと君よりも少し大きい女の子が声をかけてきた。

「いーいーよ」

　それに対して答えたはやと君は、早速女の子に自分の書いた名前を見せている。

「ぼくはやとだよ。これ、なまえ」

「じょうずだね。わたしはのぞみだよ」

「のぞみ？　しんかんせんといっしょだ。これ、のってるの」

　ひかりと同じページに載っていた〝のぞみ〟を見つけると、「いっしょに〝のぞみ〟ってかこう」と、鉛筆を渡してふたりで楽しそうにひらがなを書き始めた。

　その様子を微笑ましく見ていると、「隼人！」と先ほどスタッフと話し込んでいた彼の母親が慌てた様子でやってきた。

「すみません、目を離してしまって。ご迷惑をおかけしました」

「いいえ、こちらこそ勝手に一緒に遊んでしまってて」

　頭を下げる隼人君のお母さんに恐縮していると、彼が「ママみて！　これぼくかいた」とプリントをぱたぱたと振ってアピールしている。

　少し前まで『あんまりたのしくないし……』としょんぼりしていたのが嘘のよう。

「はやぶさでしょ、こっちはひかり。あとぼくとせんせいのなまえー。のぞみちゃんのはまだとちゅう」

「え？　これ全部隼人が書いたの？」

　驚いた様子でお母さんが私を見るので、今までのやり取りを簡単に説明した。

　その間に、隼人君はのぞみちゃんと一緒に図鑑を見ながら、別のひらがなを書き始めている。

「そうですか。私、なんか焦ってしまってて。周りの子がお稽古事とか教室に通ってるって聞いて、ひらがなくらいは幼稚園に通う前には読めるようにって」

　子供の成長速度を周囲と比べて焦ってしまうのは、子育てをしているお母さんにとってよくあること。保育園で働いていても、かなり耳にする話だ。

「絵本を読んでも、なかなか興味を持ってくれなくて。押しつけすぎていたのかもしれません。こんなに短い時間で、楽しそうにたくさんのひらがなを書いてくれるなんて……」

　反省しつつも、隼人くんの成長ぶりを喜んでいるお母さんを見ると、私まで嬉しくなる。

「ありがとうございます。先生のご指導のおかげです」

「あっ、いいえ！　ごめんなさい、私実はここのスタッフではなくて……」

　慌てて弁解しようとするも、いつの間にかふたりが座っていたテーブルを何人もの子供が取り囲み、隼人くんが「ひなせんせい、つぎはこのもんだい！」と手招きをしている。

　このままだと、ワークショップの邪魔になってしまうかもしれない。

　どうしようかと困っていると、「じゃあ次の問題は俺が見ようかな」と楽しそうな声がした。

「怜士……」

　いつの間に私が来たことに気付いていたのだろう。

　もしかして、子供たちの相手をしているところを見られてた？

　驚きに目を見開いていると、彼は私の耳元でこそっと「さすが陽菜先生、惚れ直した」と囁いてくる。

　こんなところで、なに考えてるの……！

　羞恥心から慌てて耳を押さえたのを横目に、怜士は可笑しそうに笑いながら私の頭をぽんぽんと撫でると、隼人くんたちが待つテーブルの前で膝をつき、なに食わぬ顔で子供たちの相手をし始めた。

「よし、みんなひとつずつ積み木持ったか？」

「はーい」

「じゃあこれと同じように置いて、全部で何個あるか数えてみよう」

「いーち、にーい」と元気な声をあげる子供を見守る表情は生き生きとしていて、夢を語っていた学生の頃と変わらない怜士が目の前にいた。

　左側のテーブルにいた親子も、こちらの盛り上がりが気になっている様子で、気付けばかなりの人数が怜士のいるテーブルに集まっている。

　彼はすぐに周囲のスタッフに声をかけて子供たちを分散させると、それぞれのテーブルに、子供に合わせて遊びを織り交ぜた形で配布されたプリントの答え合わせをするよう指示を出した。

「できた！」

「わかったー！　ねぇ、もっとやりたい」

　子供たちの自ら学びたい欲求をうまく引き出し、楽しくいろんなことを学べる理想の教育。

　それが今、目の前に広がっている。

　遠くない未来、きっと怜士は新しい幼児教育の形を世に広める立役者になる。

　私は誇らしい気持ちで怜士を見つめた。

「今日ここで遊んで覚えたことを、家に帰ったらおうちの人にお話ししてください。できるかな？」

「できるー」

　子供たちに向けて話していた怜士は、うしろに控えていた保護者に向き直る。

「この時期の子供たちにとって、インプットと同じくらいアウトプットも大切です。忙しくてなかなか時間が取れないこともあるかと思います。お風呂の時間でも、寝る前の三分でもいい。その日子供たちが学んだことを聞いてあげてください。子供の〝知りたい欲〟や〝覚えた知識を披露したい欲〟を育ててあげれば、自然と勉強が楽しくなるはずです」

　怜士の言葉に聞き入っていたママさんたちから、感嘆のため息が漏れた。

「机に座って勉強するだけが学習ではありません。わが社では子供の成長に合わせ、好奇心を刺激しながら楽しんで知識を身につけられるような教育を目指したいと考えています」

　ワークショップの成功と怜士の夢の実現の確信を得たところで、そろそろ帰ろうかと時計を見る。

　もうすぐ正午になりそうな時刻。どこかでランチを取ってから帰宅しよう。

　昨日まではまったく食欲がなかったのに、ワークショップを見て高揚したのか、とても気分がいい。

　この調子なら、冷静に怜士と会話ができる気がした。

　昨日取り乱してしまったことを謝って、私がなにを思っていたかを全部話そう。不安に思ったこと、嫉妬してしまったこと、飲み込んだはずの過去のもやもやまで全部。

　彼ならすべて受け止めてくれる。今なら、そう信じられる。

　怜士に先に帰っていると伝えようと姿を探すけれど、受講者への対応などに追われているのか、保護者やスタッフに囲まれていて話せそうにない。

　連絡だけ入れておけばいいかとスマホを取り出しながらイベントスペースを後にしようとすると、悔しそうに唇を噛みしめる池田さんと目が合った。

　せっかく気分が浮上したのに、彼女と話して再び落ち込むのは避けたい。そのまま帰ってしまおうと踵を返すよりも先に、向こうから声をかけられてしまった。

「あなたは部外者でしょう？　勝手なことはやめてください」

　攻撃的な言い方だけれど、確かに私は部外者だし、ワークショップ中に勝手に子供たちと遊んでしまったのは行きすぎだったと責められても仕方がない。

「ごめんなさい。ワークショップの邪魔をする気はないので、私はこれで」

　素直に謝罪してこの場を去ろうとしているのに、尚も池田さんは私に食ってかかってくる。

「データ通り、保護者は受験対策教室への関心の方が明らかに高かった。私は負けてませんから」

　キッと睨むように視線を向けてくる彼女は、自分の意見が通らないとヘソを曲げてしまう子供のような表情で、自分の仕事に対するプライドが滲んでいた。

　怜士への想いとは別に、自身が推す受験対策教室の案を私が否定しているように感じて、こうして好戦的に接してくるのかもしれない。

　私は彼女を刺激しないよう言葉に気を付けつつ、口を開いた。

「今日、私が一緒にいた男の子、ひらがなを書くプリントを見て『たのしくない』って言ってたんです」

「だからなに？　楽しくなくたって、保護者が求めているのは受験に勝てる教室よ。ただ楽しく遊んでるだけじゃ意味がない」

「学ぶことが楽しいって思えないと、学習は習慣化しません。怜士は〝勉強は楽しい〟ということを学べる場所を作りたくて、幼児教育事業を始めたんです。それは入社よりもずっと前、小学生の頃からの彼の夢です」

　そうだ。今日私がここに来たのは、怜士の夢の第一歩を見守るため。

　学習することを『たのしくない』と言っている子を目の前にして、『だからなに？』と言ってしまえる彼女に、怜士の隣を譲りたくない。

　私は私のやり方で、怜士の夢をサポートする。

『俺は陽菜が役に立つから結婚したわけじゃないし、妻なら夫の役に立つべきだと思ってるわけじゃない。陽菜が好きだから結婚したし、そばにいてくれるから頑張れるんだ。役に立つとか立たないとか、そんなの関係ない』

　いつかの怜士の言葉が脳裏をよぎる。

　そうだ、彼はずっとそう言ってくれていた。

　だったら信じよう。そばにいるだけで彼の力になれる自分を。

「小学生の頃……？　あなたたち、政略結婚なんじゃ……」

「いいえ。周りがどう言おうと、私たちは恋愛結婚です」

　怪訝そうな顔をする池田さんに、私は胸を張って言い返した。

「怜士は絶対に渡しません。彼は私の初恋の相手ですから。それと、教育に……」

　勝ったも負けたもないと思います。

　そう言いたかったはずなのに言葉にならなかった。

　ふらりと身体に力が入らなくなったと思った瞬間、急に目の前が真っ白になる。

「陽菜！」

　薄れゆく意識の中、私の名前を呼んで抱き留めてくれる怜士の力強い腕の感触だけが鮮明に感じられた。










12．「愛してる」《怜士 Side》




　病院の個室はシンと静まり返り、時折廊下を通る看護師の足音が聞こえる。

　点滴の針を刺すために捲られた袖から覗く細い腕を見て、自分の不甲斐なさに後悔が滲んだ。

　揃いの指輪がはめられた陽菜の左手をギュッと両手で握り、懺悔するようにその手を額に寄せる。

　彼女の不調にまったく気付くことができなかった。念願だった陽菜との結婚と幼児教育分野への参入を果たし、らしくなく浮かれていたのかもしれない。

　次期後継者として指名され、社内全体に自分の身分が明かされたことで、周囲からの視線はあからさまに変化した。母親の旧姓である佐々木から麻生の姓を名乗ることで、自分以上に周りが困惑していたように思う。

　新事業部が発足し、いよいよ動きだした幼児教室のプロジェクトリーダーを任されたが、七光りだと揶揄する声は少なくない。

　一時期は思うように舵取りができず、陽菜に弱音を吐いてしまったこともあったが、彼女に励ましと喝を入れられ、初心を思い出して仕事に邁進する毎日。

　忙しくて目が回る日々だったが、帰宅すれば陽菜が俺のために栄養を考えた食事を作って待っていて、ベッドで求めれば恥ずかしそうに頬を染めながら応じてくれる。

　ようやく手に入れた陽菜との結婚生活。

　新婚ということを加味しても、かなりの頻度で誘いをかけている自覚はあるが、彼女も口では文句を言いながら応えてくれるので、抑制がきかず抱き潰してしまう日もあった。

　次の日には恨みがましい目で睨まれるが、その目元にキスを落とすと、すぐに真っ赤になる陽菜が愛しくてたまらない。

　俺のそばに陽菜がいてくれる。

　それだけで、どれだけ仕事が大変だろうと辛く感じることはなかった。




　今回のプロジェクトチームは若手中心とはいえ自分より先輩が多い中、ひとりだけ同期の女性社員がいる。

　池田は優秀だがプライドも高い。

　私立小学校受験に特化した教室にしようと推す案を無下にできないのも、彼女が膨大なデータを分析して出してくれた資料の仕上がりゆえだった。

　それでもこの新事業は俺の幼い頃からの夢で、やみくもに知識を詰め込むような受験に特化した教室ではなく、将来的に勉強が苦にならないよう、好奇心を刺激しながら〝学習は楽しいこと〟だと思える教室を目指したい。

　机に行儀よく座って行う授業形式ではなく、遊びを取り入れながら、のびのびと知見を広げていけるような教室が理想だった。

「小さい子供は成長するスピードが一定じゃない。年齢できっちりクラスを分けて授業をするのではなく、子供ひとりひとりの個性に合った学習方法を提案する形を取りたい」

　会議で陽菜との会話から思いついたワークショップを提案してみると、やはり懸念を示す声もあった。そんな彼らにも納得してもらえるよう、チーム全員で一丸となって、このプロジェクトを成功させたいのだと意気込みを語る。

「受験対策のニーズが高いというのもわかるが、それは既存の教室で飽和している。今現在ニーズがないと言うのなら、自分たちで作ればいい。このチームで幼児教育の新しい流行を作り出したい」

　俺のプロジェクトに対する熱意がチームに伝わったのか、ワークショップの開催が決まり、実際に親子の反応を見ながら教室の方向性を固めようと決まった。




「麻生くん」

　会議室から出ようとしたところを、池田から呼び止められた。

　十月に新事業部に異動となり、それに伴い昇進したので、同期とはいえ彼女は俺の部下となる。

　彼女は『新しい名字に慣れないから怜士くんでいいかな』と言ってきたが、当然ながら馴れ馴れしい呼び方は拒否した。

『仕事中はやめてくれ。同期だけど一応上司だから』

　池田とは仕事以外で会わないからそう言ったのだが、彼女は納得したのか、それ以降は名字で呼ぶようになった。

「どういうこと？　今さらワークショップだなんて」

　彼女は自身が小学校受験の経験者で、勉強に特化した私立幼稚園や大学の附属小学校などへの受験対策の教室のニーズが高いと、分析したデータをもとにずっと授業形式の教室を推し続けている。

「会議で言った通りだ。受験対策の教室のニーズはあるが飽和している。うちは既存の教室に追随するんじゃなく、独自のニーズを生み出して新たな幼児教育の形を作り出す。保育士である妻と話していて、目指すべき道が改めて明確に見えたんだ」

　自分のデータが企画に活かされないのが不満なのか、彼女は眉をひそめてこちらを見つめてくる。俺はそれ以上話すこともなく立ち去ろうとすると、まったく別の話題を持ち出された。

「奥さん、霧崎商事の社長令嬢なんだって？」

「……そうだけど」

　急にいったいなんの話だ。

　後継者を指名するパーティーで陽菜との婚約を発表したので、俺の結婚は社内でも話題になっていたらしい。

　結婚式に招待した友人から『俺の周りにも、お前の結婚にショックを受けてる子、結構いるよ』『政略結婚なら、つけ入る隙はまだあるって思われてるみたいだね』などと耳打ちされたが、外野の意見などどうだっていい。

　陽菜には聞かなかったことにすると言われてしまったが、俺にとって彼女が初恋で、唯一愛した女性。陽菜も俺を想ってくれていて、誰がなんと言おうとこの結婚は政略結婚なんてものではない。

　だがそれをいちいち吹聴して回ろうとは思わない。自分たちが納得していればそれでいい。

「文科省とのパイプを担保に結婚でも迫られた？」

「は？」

「どうして仕事のことにまで奥さんが口出ししてくるの？」

　攻撃的な口調に顔を顰める。

　口出しされてるわけじゃない。陽菜と話していると、自分の理想とする幼児教育の形がはっきりと見えてくるのだ。

　俺の夢を理解し、役に立ちたいと保育士としての意見をくれる。

　会社員ならではの利益や予算などといった考えのしがらみがない分、理想論に近く、気を遣わない間柄なので辛辣で容赦がないが、保護者の目線はもちろん、子供のことを第一に考えた意見はさすがプロだと参考になる。

　この企画はもともと幼い頃に陽菜と語った夢の実現。口出しではなく、陽菜は発案者のひとりなのだ。

　池田はワークショップを開催することに不満があるようだが、俺のうぬぼれでなければ、それだけではない気がしている。

　彼女も、俺と陽菜は政略的な愛のない結婚をしたと思っているのだろう。ふとした瞬間や馴れ馴れしい仕草に、少しだけ恋愛的な好意が混ざっている。

　とはいえ、彼女がなにかアクションを起こさない限り、こちらからはどうしようもない。

　誤解や勘違いをさせないよう言動には注意し、極力ふたりきりにならないよう努めた。




　ワークショップの開催が決まると、その準備に追われ今まで以上に多忙な日々が続く。

　社内にいられる時間が少なく、チームの報告は池田が都度メールをくれることになっているが、効率が悪いという理由で電話がくることもしばしば。

　休日にまでかけてくるのは他意がありそうではあるが、仕事である以上拒否はできない。

　決して疚しいことはなく、陽菜に不快な思いをさせたくなくて相手が池田であることを伝えていたが、それが裏目に出ていたとは思ってもみなかった。

　陽菜から一緒に外で夕食を取ろうと誘われていたワークショップ前日。

　その日は定時で帰れるように手配していたはずが、翌日の人員確保のトラブルと教材の一部に不備が見つかり、チーム全員で対応に追われることになった。

　久しぶりに陽菜とゆっくり食事を楽しむはずが、会議室でひとりコンビニ弁当を食べる羽目になり、自分でも驚くほど落胆する。

　なんとか解決の目処が立った頃、食事にいけないことを伝えたメッセージに対して陽菜から返信がなかったことを思い出した。

　俺はスマホを取り出し、会社の近くで評判のスイーツの店を検索すると、休憩中に一番口コミのよかった店へ駆け込み、陽菜への土産を購入した。

　今日のお詫びの品でもあるが、最近陽菜がどことなく元気がない気がするので、甘いものを食べてリフレッシュしてほしい。

　閉店ギリギリではあったが買えたことにホッとして、陽菜の喜ぶ顔を思い浮かべながら残りの仕事を片付けた。

　そんな俺の思いは、陽菜の『いらない』のひと言で打ち捨てられてしまった。

　仕事のトラブルで約束を守れなかったことが、陽菜をここまで不機嫌にさせているとは到底思えない。

　前日に、忙しくてゆっくり時間が取れていないことを謝ると、『楽しそうに仕事してるの、好きだなって思いながら見て応援してるし』というかわいらしいセリフで俺の煩悩を刺激したのは記憶に新しい。

　いったい、陽菜はなにを不満に思っている？

　その疑問は、すぐに解消された。

　陽菜から池田と歩いていた姿を見たと聞き、コンビニへ夕食を買いに行ったことを思い出す。

　当然なにもなかったし、池田に対し、陽菜が懸念しているような親しさだって持ち合わせていない。

　しかし、彼女はそうは思っていないのだろう。陽菜の突き放すような態度に、思わず眉をひそめた。

　この感じは覚えがある。陽菜と再会した当初、同居し始めた時の彼女は、こんな風に俺のことを拒絶していた。

　あの頃は互いに誤解があり、陽菜が俺のことを信じられなかったのは仕方がない。

　ホテルでの俺の暴挙を思えば、避けられて拒絶されるのも当然だと思える。

　だが、今は違う。

　再会してからの一年半の間、俺たちは距離を縮め、信頼関係を構築し直し、永遠の愛を誓い合って結婚したはずだ。

『もしかして、俺のこと疑ってる？』

　やるせなさから、思わずいつになく低い声で問いかけると、陽菜がビクリと身体を竦ませた。みるみるうちに瞳が涙で潤んでいく様子に、やはりなにか思うところがあるんだろうと感じる。

　逃げようとする陽菜の手を掴み、その心の内を晒してほしいと顔を覗き込んだ。

　思えば今日の食事に誘ったのだって、きっとなにか重要な話があったんじゃないだろうか。

　陽菜はワークショップの前祝いだと笑っていたけれど、なにか話したいことがあるとも言っていた。

　もしかしたら、そちらがメインなのではないか。

　忙しさにかまけて、俺はなにか大事なことを見落としている……？

　池田の名前を出したということは、やはり何度もかかってくる電話に不信感を持っていたんだろうか。

　仕事の話しかしていないとはいえ、電話がくるたびに浮かない顔をしていたのを見ていたはずなのに、咎めない陽菜の優しさに甘えてしまっていたのかもしれない。

　そう思って声をかけたが、陽菜は頑なだった。

『ごめん。頭冷やしたいから、今日は自分の部屋で休む』

　長年の付き合いだからこそわかる。これ以上問い詰めたところで、きっと今は話さないだろう。

　彼女がなにを思い詰めているのか、見当もつかない自分が情けなくてため息が漏れた。




　そして今朝、いつも通りに接しようと陽菜の顔を見ると、あまり眠れなかったのか顔色がよくない気がする。

　俺自身も、いつも隣にあるはずの彼女の温もりがないせいで、昨夜はなかなか寝つけなかった。

　夜中に何度、陽菜の部屋のドアをノックしに行こうと思ったか。無理やりにでも俺の部屋に連れてきて、この腕に抱きたい衝動をこらえるのに必死だった。

　たったひと晩離れているのも耐え難い。それほどに陽菜を愛している。

　気が強いところはあるものの、本質は優しくて人を思いやれる陽菜が、あんな風に心の壁を作ったのには、きっとなにかあるはずだ。

　それをわかってやれない自分への苛立ちを燻ぶらせたまま、寝不足気味な頭に喝を入れるため、冷めて苦味の増したコーヒーを飲み干した。

　陽菜にワークショップを見に来てほしいと告げると、嬉しそうに微笑んで頷いてくれる。

　その様子に、今なら昨日のことを話し合えそうだと感じたが、生憎時間がない。

　いつも通り玄関まで見送ってくれる陽菜にキスをすると、どこかぎこちなく、子供の頃のようにスッキリ仲直りとはいかない雰囲気に苦笑が漏れた。

　今日帰ったら必ず話をしよう。そう決意して家を出た。

　ワークショップは狙い通り反響が大きく、たくさんの親子に参加してもらうことができた。やはりマーケティング通り、保護者は受験対策や勉強に特化した教室への関心が高い。

　ブースを区切り、スタッフに指示を出しながら様子を窺っていたところに、陽菜が見に来てくれていることに気が付いた。

　彼女は参加者の男の子を連れて、空いていたテーブルに座っている。

　遠目で話している内容は聞こえなかったが、心なしか元気がなかった男の子が、陽菜と図鑑を覗き込みながら笑顔になっていく。

　時折持っていたプリントになにかを書き込み、楽しそうに笑い合っているのを見ていると、彼女は普段ああして保育園で子供たちと接しているのだろうと微笑ましく思うのと同時に、真摯に子供に向き合って働く陽菜を誇らしく感じた。

　彼女は麻生家に嫁いだからには、家庭に入り夫を支えるべきだと主張していた義両親の言いつけに背いたことを気にしていたが、俺も両親もそんなことは望んでいない。

　俺が陽菜に望むことはただひとつ。

　ずっとそばにいてほしい。それだけだ。




　握りしめていた陽菜の指先がぴくりと動いた。

「陽菜？」

　顔を近付けて声をかけると、閉じられていた瞼が震え、ゆっくりとその瞳を開いた。

　陽菜は何度かまばたきをして、覗き込んだ俺のことを認識すると、掠れた声で「ここは……？」と問いかける。

「病院。倒れたの覚えてる？」

　ワークショップは大盛況で初日を終え、俺はチームの広報スタッフと共に保護者への説明に追われていた。

　見に来てくれただけでなく、流れを変えるほど盛り上がるきっかけを作ってくれた陽菜に礼を言いたくて視線を彷徨わせると、なぜか池田が彼女に話しかけている。

　その表情はやけに好戦的で、嫌な予感に足早にふたりのもとへ近寄っていた時、陽菜の身体がぐにゃりと力が抜けるように膝から崩れ落ちた。

　咄嗟に駆け寄り抱き留めたものの、目の前で倒れた彼女の姿に心臓が止まるほど驚き、今もまだ鼓動のリズムは早いままだ。

　しかし、驚きはそれだけではなかった。

「ごめん、迷惑かけて」

「こっちこそごめん。昨日の大事な話って、この子のことだったんだよな……？」

　言いながら陽菜のお腹のあたりに視線を向けた。

　倒れた彼女が搬送された病院で、医師から明かされた事実。

　陽菜は妊娠していた。

　昨日食事に誘ってくれたのは、きっとこの事実を話してくれようとしていたに違いない。近頃元気がないように感じていたのも、つわりの症状が出ていたのだろう。

　なのに俺は仕事を理由に約束を守れなかっただけでなく、初めての妊娠で不安になっている陽菜に寄り添ってやることもできなかった。

　昨日の陽菜は明らかにいつもと様子が違っていたのだから、なにをしても聞いてやればよかったと今更ながら思う。

　陽菜がゆっくりと起き上がったので、点滴の管をたゆませ、座りやすいように背中に枕やクッションを置くと、「かいがいしいね」と小さく笑った。

「大丈夫か？」

「うん、ありがとう。もう平気」

　丸椅子からベッドの縁に腰を下ろし陽菜の顔を覗き込むと、確かに顔色は悪くなかった。

「昨日、待ち合わせ前に病院に行ってきたの」

　きっと昨日言いたかったであろうセリフを口にした陽菜が、俺の手にそっと触れる。

　そのまま自分の左手の小指を俺の小指に絡めると、頬を染めながら微笑んだ。

「パパとママがケンカしてたら、きっと赤ちゃんも困っちゃうと思うから」

　恥ずかしそうに笑顔を向ける陽菜があまりにも愛おしくて、左手は陽菜と指を絡めたまま、自由になる右手で思い切り抱きしめた。

「……だから、これ約束の時のやつだって」

「ふふっ、いいの。私と怜士の仲直りのおまじないなの」

　幼い頃に何度も繰り返したやり取りに、胸がギュッと締めつけられる。込み上げてきそうな涙をごまかすため、陽菜の肩口に顔を埋めて大きく息を吐き出した。

　それから左手を解いて陽菜の髪を梳くように撫でると、彼女は甘えるようにこちらに体重を預け、点滴針の刺さっていない左手を背中に回して抱きしめ返してくれた。

　その温もりを感じながら、俺は素直な感情を口にする。

「ありがとう、陽菜。すごく嬉しい」

　いつかふたりの子供が欲しいとは思っていたが、まさかこんなに早く授かれるとは思っていなかった。

「喜んでくれる？」

「もちろん。当たり前だろ」

「うん。よかった」

　腕の中から俺を見上げる陽菜の嬉しそうな顔がかわいくて、たまらずに唇を奪う。

「んっ！　もう、ここ病院なのに……」

「悪い、我慢できなかった」

「……バカ」

　顔を赤くして呟く陽菜を再び腕の中に閉じ込めると、彼女はぽつぽつと心の内を明かしてくれた。

「昨日はごめん、嫌な言い方して。妊娠したことを打ち明けようと思ってた矢先に池田さんと一緒のところを見て、自分でも不思議なくらい落ち込んじゃって……」

「いや。そんなタイミングで約束破られたら怒りたくもなるよな」

　妊娠したことを報告しようとしていたのに、約束を破った上に他の女性と歩いていたら、誰だって嫌な気持ちになるだろう。

「千花にも言われたの、妊娠中は不安定になるものだって。だからって、あんな言い方はなかったよね」

　こてんと頭をもたれかけさせたまま、陽菜は続けた。

「池田さんとは同期だから親しいっていうのは理解してるの。私だって職場の先生たちと仲良くさせてもらってるし。だけど下の名前で呼ぶほど仲が良いのかな、とか思いだしたら、どんどんよくない方に考えちゃって」

「彼女は同期ではあるけど、そこまで親しくはない。前にも言ったと思うけど、入社してからは女性と個人的に交流を持ったことは一度もない。呼び方も、母親の旧姓を使ってたのを麻生姓にした時に、慣れないから下の名前で呼びたいって言われたけど断った」

「そうだったんだ」

「池田になにか言われた？」

　陽菜と池田が接触したのは、今日を除けば、以前弁当を届けに来てくれた時にすれ違ったくらいしか思い当たらない。

　池田が俺を下の名前で呼んでいると思ったのは、彼女が陽菜にありもしないことを吹き込んだからなのではないか。もしあの時になにか俺との関係を匂わせるようなことを言われていたのだとしたら、陽菜はどれだけ長い間嫌な思いをしていたのだろう。

「うーん、まぁちょっとだけ」

　その時のことを思い出したのか、苦笑しながら肩を竦めた。

「ちょっとじゃないだろ。さっき診てくれた医者が言ってた。妊娠初期にストレスは大敵だって」

　今回倒れたのは貧血とつわりによる栄養不足が主な原因だろうと言われたが、つわりに加えてストレスで食欲が落ちていたとしたら、今回のことは俺の責任だ。

「今まで気付かなくて悪かった。頻繁にかかってくる電話だって、やっぱり嫌だったよな」

「……うん。昨日まではもやもやしてた。でももう大丈夫。私も今日ちょっと言い返しちゃったし」

「言い返した？　なんて？」

　あの時、ふたりがなにを話していたのかは聞こえなかった。

　気になって内容を聞いたが、陽菜は笑って「内緒」と人差し指を口に立てる。

　今は笑ってくれているが、妊娠中とはいえ、倒れるほどのストレスなんて相当だ。

　二度と陽菜を不安にさせないためにも、一度池田ときちんと話をした方がいいのかもしれない。

「それよりワークショップは？　まだ仕事が残ってるんじゃない？　私はもう大丈夫だから」

「大事な妻が倒れたのに、仕事なんてしてる場合じゃない」

「そんな……」

「指示は出してきたし、基本明日も今日と同じだから、簡単な片付けと準備だけでやることも少ない」

　だから大丈夫だと話すと、陽菜はホッとしたように息を吐いた。自分がこうして倒れてしまったというのに、俺の仕事を考えてくれる陽菜に胸が熱くなる。

「陽菜」

　名前を呼ぶと、上目遣いに俺を見上げる彼女に再び口づける。

　つわりで体調が万全でない陽菜を慮りながら、重ねるだけのキスで何度も唇を啄む。

「愛してる」

　もう二度と悲しい思いはさせたくない。

　この先の未来は、陽菜と生まれてくる子供を全力で愛して守り抜くと心に誓う。

　点滴が落ちきる頃を見計らって看護師がやってくるまで、愛と感謝のキスを贈り続けた。










13．「幸せってこういうことを言うんだって考えてた」




「本当にごめんなさい」

　私が貧血で倒れ病院に運ばれた翌日、土日で開催されたワークショップを終えて、退院前に池田さんが病室に謝罪に来てくれた。

「政略結婚だって思ったし、嫉妬してたんです。入社以来ずっと麻生くんが好きで、私の方がそばで彼を支えてるんだって自惚れてた……」

　心の内を素直に話して謝ってくれた彼女をこれ以上責める気はない。

　ずっと想いを寄せていた人が政略結婚をしたと聞けばショックだし、もしも愛のない結婚なら、つけ入る隙があるかもと期待してしまう気持ちもわかる。

　だけど、私だってずっと怜士が好きで苦しい思いもしてきた。

　譲るわけにはいかない。

「それに、私が全力で取り組んできた仕事まで否定されている気がして。邪魔しないでとか部外者とか、失礼なことを言って、本当にすみませんでした」

「そんな、もう謝らないでください。仕事に関して私が部外者なのは事実だし、ワークショップの進行を邪魔してしまっていたのなら、謝るのは私の方ですから。顔を上げてください」

　何度も謝られて恐縮していると、顔を上げた池田さんの視線が私のお腹で止まった。

「あの、妊娠されたって……」

「はい。まだ二カ月ですけど」

　恐る恐る問う池田さんに、躊躇しながらも頷いた。

　きっと怜士から聞いたんだろう。今朝怜士から電話で、ワークショップの後に池田さんとふたりで話してくると言われた。

　どんな会話をする気なのかは聞かなかったけれど、彼女を責めないでほしいとだけ伝えた。

　もう嫉妬心は湧かなかったし、思っていたことを全部打ち明けられたおかげか、つわりも治まって体調が回復した。我ながら現金だと笑えてしまう。

　ワークショップ後の電話で、《直接謝りたいと言っているが、どうする？　嫌なら無理に会わなくてもいいんだぞ》と言う怜士に、池田さんとふたりきりで話がしたいとお願いした。

　彼は少し渋っていたけれど、どうしてもふたりで話してみたかった。

　願いを聞き入れてくれた怜士は、一時間後に迎えに来ると言って、今は病室を離れている。

「おめでとうございます！　……なんて、私に言われても嬉しくないかもしれませんが」

「ううん、嬉しいです。ありがとうございます」

　首を横に振って微笑んでみせると、池田さんは吹っ切れたような笑顔を浮かべた。

「あーあ！　失恋しちゃった！」

　ぐっと両手を天井に向け、背伸びをした彼女に目を丸くする。

「私、両親がすごく厳しい人たちで、物心がつく前から〝人生は勝負に勝ってこそ〟みたいな教育を受けてきたの。勉強は楽しくなかったけど、期待に応えるために努力して、東大に入って、大企業に就職して……いつの間にか猫を被ったプライドの塊みたいな女になってた」

　小さな顎を反らして病室の電灯に目を細めながら、池田さんが続ける。

「あなたに出会ったおかげで、仕事でも恋愛でも無駄に高くなりすぎてた鼻を折ってもらえた気分」

　清々しそうに話す池田さんに感化されたのか、私も自然と言葉が漏れた。

「ワークショップの授業形式じゃない方のテーブル、今日は置いてあるものが変わってたって聞きました。おままごとセットとかおもちゃのお金もあって、みんな遊びながら学べて、保護者からも好評だったって。池田さんが準備されたんですよね？」

　これも怜士から電話で聞いたことだった。

「昨日、帰ってから改めて調べたの。幼児教育は北欧が進んでいて、スウェーデンやフィンランドの文献を片っ端から読んだわ。麻生くんやあなたが目指したい教育の素晴らしさに気付けた。自分が苦痛だと思って歩んできた道を、子供に歩かせちゃダメよね」

　事もなげに言ってのけている池田さんだけど、海外の文献をいくつも読み、昨日の今日で必要だと思われるおもちゃを準備するのは、並大抵のことではないはずだ。

「すごいです。このプロジェクトに池田さんみたいに優秀な人がいてくれてよかった」

　本心からそう告げると、彼女は綺麗な形の眉を片方だけ上げて意地悪く笑う。

「あら？　あなたの初恋の旦那様に懸想するような女よ？」

　その言い方が可笑しくて、思わずぷっと吹き出してしまった。

「怜士ってところが癪だけど、趣味が似てるってことです。私は池田さんと仲良くなれそうって思ってるんですけど……無理ですかね？」

　確かに以前は嫌な思いをさせられたけど、こうして謝ってくれたこと、さらにワークショップで垣間見た仕事に対するプライドも、私の中では好印象に転じていた。気が強く、言いたいことを言い合えそうだというのも、仲良くなりたいと思える一因だ。

　長い期間、怜士に片想いをしていたというのなら、私の立場でこんなことを言うのも無神経かもしれないと思いつつ、吹っ切れたように話す池田さんに希望を持った。

「麻生くんってところが癪って、私じゃなくあなたがそれを言うのね」

「だって、怜士には学生の頃から随分やきもきさせられましたから」

「そうはいっても、麻生くん、学生の頃から陽菜に夢中だったんでしょ？」

「いや、それが実は……」

　つい私たちのいきさつを愚痴ってしまいそうになる。それは、彼女の親しげな話し方のせいだ。あれ？　今、池田さん……。

「え、すごい自然に『陽菜』って……」

「なによ、いいじゃない呼び捨てで。麻生くんと同級生ってことは、私たちも同い年でしょ」

　ちょっと照れたように口を尖らせる池田さんがかわいらしい。

　これぞツンデレってくらい、テンプレな池田さんの言動に頬が緩む。

「じゃあ私も！　池田さん、下の名前は？」

「奈な美みよ」

「奈美ちゃん」

　嬉しくてオウム返しに名前を呼んだところで、ふと気付いた。

「……あれ？　私、自分の名前言ったっけ？」

　怜士の妻として認識はされていても、自己紹介をした覚えはない。

　不思議に思って訊ねたが、返ってきたのはまったく関係ないと思われる質問だった。

「幼児教育の教室名、決まったの聞いた？」

　質問と全然違うことを逆に問いかけられ面食らう。

「え？　ううん、聞いてないけど。もう決まったの？」

　さっきの怜士との電話では、教室名が決まったなんて話題はひと言も出なかったのに。名前の件をスルーされてしまったけど、そちらの話題も気になるので訊ねた。

「ひなクラス」

　……え？

「『ひなクラス』だって。麻生くんは〝雛鳥〟から取って、大きく成長していけるようにって皆の前では話してたけど、もしかしたらって思って聞いてみたの。案の定、子供の頃から決めてたって、いけしゃあしゃあと公私混同。他の女性には興味ないってきっぱり言われたわ。完敗よ」

　呆れたような声音で言いながら、両手を上げて肩を竦めるアクションをする池田さん、もとい奈美ちゃん。

　初めて聞いた話に、顔が茹でダコのように真っ赤になっていくのが自分でもわかった。




「寒くないか？　室温少し上げるか」

　自宅マンションに帰ってくるなり空調パネルを操作した怜士は、つわりが辛くないか、身体を冷やさないようにと、退院の時に説明をしてくれた看護師さん以上にかいがいしい。

　大事をとって一泊入院をしたものの、血液検査の結果、若干の貧血が見られたのみで、赤ちゃんに異常はなかった。

　今後は鉄分を含んだ食材を積極的に取り、余計なストレスを避け、十分な睡眠を確保すれば大丈夫とのこと。万が一つわりが重くなって食事がままならなくなったら、点滴もできるので我慢せずに受診するよう言ってもらったので安心だ。

　だけど、怜士にとってはそうではないらしい。

「陽菜が倒れたのを見て、本当に血の気が引いた。もう二度と味わいたくない」

　綺麗な顔を歪めて言われてしまえば、心配をかけて申し訳なかったと謝るしかない。

「ごめんね。今後はちゃんと気を付けるから」

　ソファに座り、お腹に両手を当てて答えると、怜士が私の手ごと愛おしそうに撫でる。

「いるんだな、ここに。俺たちの子が」

「うん」

　実際に身籠っている私でさえ、まだあまり実感がないのだ。

　男性にはもっと不思議な感覚なのかもしれない。

　私はバッグに入れていたポーチから、白黒のエコー写真を取り出した。

「これ、一昨日もらったの」

「……ごめん。どこが、なに？」

「ふふっ、だよね。私も言われないと、なにがなんだかわからなかった」

　感動よりも疑問が頭を占めた怜士の表情が可笑しくて、私は笑いながら先生に教えてもらった通りに説明した。

「そっか、当たり前だけど、もう心臓がちゃんと動いてるんだな」

「うん、ぴこぴこしてかわいかった」

「俺と陽菜の子だ。かわいくて当然だな」

　私同様、早すぎる親バカを炸裂させ、ひとり納得するように頷きながら食い入るようにエコー写真を見る怜士を、ジッと見つめる。

　なにも言葉にしなくても、授かった命に改めて思いを馳せているのがわかった。

　視線に気付いた彼が私の肩を抱き寄せ、そっと頬に手を添える。

　甘えるようにその手に頬を擦り寄せると、「猫みたいだ」と微笑みを浮かべた怜士が、ふわりと唇を合わせてきた。

「ん……」

「体調は？　仕事を続けるのは反対しないが、家事は無理しなくていいからな」

「ありがとう、もう本当に平気。なんかごめんね、精神的にグラグラしてたのが体調にも出たみたいで」

「気にするな。妊娠すると、みんなそうなるものだって言ってたろ。それに、不安にさせた原因は俺にある」

「ううん。昔のことは忘れて怜士と一から恋をするって決めたはずなのに、結局色々思い出して、勝手にもやもやしてたのは私だから」

　至近距離で甘く見つめる怜士の瞳には、私への溢れるほどの愛情が宿っているのがわかる。

　恥ずかしかったけど、もう一度キスをせがむように自分から顔を寄せると、嬉しそうに目を細めて私の願いを叶えてくれる。

　激しく口腔をおかされるキスではなく、優しくゆっくりと舌を絡め、互いの愛情を蕩けさせ合うような口づけをされ、幸せすぎて涙が滲んだ。

　どうしてこの人を疑うことができたんだろう。

　こんなにも、私を想ってくれているのを隠さずに伝えてくれているのに。

　言葉でも行動でも、ずっと真摯に愛情を注ぎ続けてくれている。

　過去の誤解からの自分の行いを悔い、言い訳をしない代わりに、私だけを想っているのだと信じさせてくれた。

　落ち着いた今、昨日までうじうじと悩んでいた自分が滑稽にすら思える。些細なことでグラついて、想像だけで暴走して、怜士に当たってしまった自分が恥ずかしい。

　きっとこれが千花や先生の言っていた通り、ホルモンバランスでナイーブになっていたということなんだろう。

　それでも怜士は私を労り、責めることなく、こうして甘やかしてくれる。

「大好き、怜士」

「陽菜」

「ありがとう。怜士とこの子と家族になれるのが、本当に嬉しい」

「あぁ、俺もだ。愛してる、陽菜」

　互いに愛を囁き合い、何度もキスを繰り返す。

　いつもならそのまま寝室に行く流れではあるが、妊娠初期で、退院したばかりの私には、その流れに身を任せるわけにはいかない。

　怜士もそれに気付いたのか、苦笑しながら唇を解いた。

「このままだと理性が保ちそうにない」

「あの、なんか……ごめんね？」

　女性は妊娠すると、子供を守るために本能的に性欲が湧かなくなるらしい。

　だけど、男性はそうはいかない。安定期に入れば、経過が順調であればそうした行為もできるらしいが、今はまだ我慢してもらう他ない。

「謝らなくていい。それから、余計な心配はするなよ」

「余計な心配って？」

「いや、知らないならいい」

「なによ、そこまで言ったら気になるじゃん」

　気まずそうに歯切れの悪くなった怜士に先を促す。

「あー、だから、奥さんの妊娠中に夫の浮気が多いって話。俺には一切関係ないから」

　打ち切るように話を終わらせた怜士に笑みがこぼれる。

「なるほど。そういう心配ね。確かに、まったく考えなかった」

「当たり前だろ。他の女性に興味はない」

　きっぱりと言い切ってくれるのが嬉しくて、今度は自分からキスをした。

「……俺の理性、試してる？」

「ふふっ、ごめんね。嬉しくて、つい」

　若干情けない顔になっている怜士が自分の腿に両肘を置き、なにかに耐えるように大きく息を吐き出す。その様子をくすぐったい思いで見ながら、私は話題を変えようと、今日聞いた話を持ち出した。

「奈美ちゃんから聞いたの。幼児向けの教室、名前が決まったって」

「……奈美ちゃん？」

「池田奈美ちゃん」

「なんでそんな親しくなってるんだ……」

　眉間に皺を寄せた怜士だけど、それ以上突っ込む気はなさそうで、すぐに話題を戻した。

「プロジェクト名は、だいぶ前から実現したらこの名前にしようって決めてた。子供の頃、陽菜が一緒になって考えてくれた、俺の夢の第一歩だから」

「うん。聞いた時はすごく照れくさかったけど嬉しい。たくさんの人に知ってもらえる教室になるといいね」

「あぁ。必ずそうしてみせる。それから」

　そこでひと呼吸置くと、怜士は真剣な眼差しで私を見た。

「陽菜は子供の頃から好きだったというのは聞かなかったことにすると言ってたけど、やっぱり俺の初恋は一緒に夢を語ってくれた小学生の頃の陽菜だ」

「怜士……」

「あの頃、陽菜がそばにいてくれたからこそ今の俺があるし、その時から気持ちは変わらない。陽菜だけが好きだ」

　再会してから、何度も何度も伝えてくれた言葉。

　今はもう、心から素直に信じられる。

　子供の頃から好きだったというのは聞かなかったことにするなんて、めんどくさいことを言った私を受け入れてくれたように、今度は私が、過去に嫉妬していた幼い自分から脱却して、ありのままの怜士を全部受け止めたい。

「うん。私も、子供の頃からずっと怜士が好き」

「陽菜」

　なぜかぽろりと涙がひと粒頬を伝った。

　怜士は驚いて焦った顔をしていたけど、これはネガティブな涙じゃない。

　勘違いして、すれ違って、誤解を解いたけど、すべてを受け入れられなくて。

　ずっと苦しかった感情が、ひと粒の涙になってこぼれていった。

「もう、不安になったり嫉妬したりしないでいられる気がする」

　過去を切り捨てて、想いが通じ合った時が初恋だって言い訳し続けてきたけれど、やっぱり私の初恋だって子供の頃。幼いながらに会社を継ぐ覚悟を持って夢を語る怜士が、私に恋の始まりを教えてくれた。

「ずっと好きだった。嫌いだって、結婚なんてしないって言い張ってる時だって、ずっと怜士のことを意識し続けてた」

「陽菜」

「『聞かなかったことにする』とか、めんどくさいこと言ってごめん。私を好きだって言いながら他の女の子と一緒にいた過去に嫉妬するのが苦しくて、ずっと目を背けてたの」

　臭いものに蓋をするように、向き合おうともしないで過去の怜士から逃げていた。

　切り捨てたはずの過去を思い出してもやもやしていたのは、ずっと逃げてきたツケが回ってきてしまったということ。

「全部受け入れる。子供の頃から好きでいてくれたことも、学生時代のすれ違いも、今回些細なことで嫉妬してしまった自分も。その上で、私は何度だって怜士に恋をするから」

　強くなりたい。怜士の妻として。この子の母として。

　溢れた涙を拭って濡れた手を取って、怜士がそっと指先に口づける。

　まるで童話の中の王子様がお姫様にするような仕草に、ドキンと鼓動が跳ね、思わず「あ……っ」と甘い声が漏れた。

「頼むから、この状態で煽ってくんな。かわいすぎて、今すぐ陽菜が欲しくなる」

　愛情と情欲をぐつぐつと煮詰めたような過剰に色香を纏った声音で囁かれ、私までぞくりと背筋に痺れが走った。

　私が息を詰めたのがわかったのか、怜士が肩を竦める。

「大丈夫。我慢するから」

「そうじゃなくて。煽らないでほしいのは、こっちも同じなんだけど。無駄にドキドキさせないで……」

　結婚して子供を授かった今でも、こうして甘い空気になると胸がひとりでに高鳴り、恥ずかしさに頬が熱くなる。蚊の鳴くような声で懇願すると、彼は意地悪く片側の口角を上げながら私の瞳の奥を探るように見つめてきた。

「へぇ、ドキドキしてるんだ？」

　ぐっと距離を詰めてくる怜士の表情は完全に私をからかう気満々の顔つきで、悔しくて眉間に皺を寄せると、可笑しそうに「ククッ」と喉で笑った。

「これから一年は禁欲生活なんだ。陽菜をからかって遊ぶくらい、許してくれてもいいだろ？」

「そっ、それとこれとは話が別じゃ……」

　今までベッドで過ごしていた時間の代わりに、毎回こんな風に色気ダダ漏れで甘い言葉を囁かれたらたまらない。

　ドキドキしすぎて心臓が痛いし、なにより赤ちゃんに聞かせていいセリフじゃない。

「……胎教に悪そう」

「逆だろ。両親の仲が良いのが一番って言うしな」

　腕を引いて胸の中に抱き込みながら、彼は楽しそうに私の頭を人差し指でぐりぐりと弄いじる。

「……なにしてるの」

「いや、陽菜はつむじもかわいいなと思って」

「ふふ、なにそれ。さすがにそんなので照れたりしないから」

　そのまま身体を寄せて怜士の体温を感じると、ドキドキしながらもホッとするような、くすぐったい感覚が身体中を包み込む。

　両腕を彼の背中に回し、ギュッと抱きついてみると、互いの鼓動が重なり合い、心地いいリズムを刻んでいた。

　今もまた、言葉にしなくても、お互いに同じことを考えている気がする。

　確かめてみたくて、私は腕の中から上目遣いに彼を見た。

「ねぇ」

「ん？」

「今、なに考えてる？」

「そうだな。幸せってこういうことを言うんだって考えてた」

　思っていた通りの言葉が返ってきて、より幸せだと実感できた私は、ニヤけそうになる頬にギュッと力を入れる。

　そして、そっと怜士の頬にキスを贈った。










エピローグ




　夏の日差しがギラギラと降り注ぐ七月下旬。

　私は激痛に二十時間耐え抜いた末、女の子を出産した。

　四泊の入院生活を経て、今日が退院日。あんなに長い時間痛みと戦い、まだ身体中がボロボロなのに、もう退院だなんて、世の中のお母さんは本当に大変だとしみじみ思う。

「さくらはよく寝るな」

　怜士はすやすやと眠る私たちの娘を見て目を細めた。

『夏生まれなのに桜？』と思われてしまいそうだが、彼女の名前の由来はサクラソウ。私たちが初めて結ばれた軽井沢の町の花で、花言葉は『少年時代の希望』『初恋』。これ以上ない名前に、私も怜士も『これだ！』とすぐに決まった。

「うん。特に午前中はぐっすり。でももうすぐ起こさなきゃ。三時間経ちそう」

　生まれてしばらくは、三時間おきの授乳が必須だ。

　これがなかなか大変で、夜中に三時間おきに起きておっぱいを飲ませて、げっぷをさせて、また寝かしつけてとしていると、自分の睡眠時間はほとんどない。

　この病院では昼間は母子同室だけど、母親の体力回復のため、希望すると夜中は新生児室で赤ちゃんを預かってくれる。

　そのおかげで傷の痛みはともかく、体力はかなり回復した。

「日に日に美人になっていってる気がする。目元はやっぱり陽菜に似てるのかな」

「ふふっ、親バカ」

　まだお猿さんのようなさくらに向かって、真剣な表情でそんなことを言う怜士が可笑しくて、身体を斜めに倒したまま笑っていると、彼は眉尻を下げて私を見る。

「まだ普通に座れないくらい痛むか？」

「うん。しょうがないよ、こればっかりは。みんな一緒でしょ」

「でも、陽菜ばっかり痛い思いをして……。男って本当に役立たずだな」

　立ち会い出産を希望した怜士は、私が破水し病院へ行くと連絡を入れると、すぐに仕事を切り上げて駆けつけてくれた。

　丸一日近く痛みに苦しんでいるのをそばで見続けたせいか、出産後は怜士までぐったりしていた。よほど『痛いー！』と叫んでいる私が記憶に刻まれてしまったらしい。

　少しでも産後の傷を痛がる素振りを見せると、大型犬がしょげたような表情をするのだ。

「そんなことない。ずっとそばにいてくれたから耐えられたんだもん」

　それに加え、入院中もゆっくり休めるようにと、病室は個室を手配してくれていた。

　広々とした部屋にはリクライニング式ベッドや大型テレビの他に、ソファセットやドレッサー、ダイニングテーブル、ミニキッチンまで完備されていて、高級ホテルとなんら遜色ない待遇だ。

　とはいえ、傷の痛みで歩き回ることもできなかったので、一日のほとんどをベッドの上で斜めに座って過ごしただけで、豪華な部屋なのが逆に申し訳ない気がしてしまう。

「退院したら、陽菜はゆっくり休んでくれたらいいから」

「ありがとう」

　怜士はベビーベッドから、真っ白なフリルのあしらわれたベビードレスを着たさくらを抱き上げる。授乳のために必死に起こそうとするけれど、彼女はぐっすりと気持ちよさそうに眠ったまま。

「あれ、起きないな」

「足の裏、こしょこしょしてみて」

　彼はまだ覚束ない手つきで抱っこしながら、足の裏や耳を刺激してみるが、さくらは小さなお腹を上下させて起きそうにない。

　仕方なくベッドに戻して、おむつを替えても目を覚ます気配のない娘に、私も怜士も笑ってしまう。

「大物になるな」

「寝る子は育つって言うしね。先に色々準備しちゃおうかな」

　立ち上がって荷物をバッグに詰めようとすると、すかさず怜士が「俺がやる」と動いてくれる。

　退院準備を終えてから、再度さくらを抱き上げて起こすと、今度はお腹が空いていたのか、あっさりと目を覚まし、「ふぇぇー」とかわいらしい泣き声をあげた。

　授乳するのに前をはだけさせるのは、いかにさくらの食事のためとはいえ、怜士の前だと恥ずかしい。

「ちょっと、あっち向いてて」

「なんで」

「授乳したいから」

「見たい」

「やだ」

　これはもうお決まりのやり取りで、出産直後から授乳時間に怜士がいる時は毎回こうして言い合っている。昨日、仕事のお昼休憩を使って来てくれた怜士とのこのやり取りを聞いていた助産師さんには『初々しくていいわね』と笑われてしまった。

　渋る怜士をなんとかソファに促し後ろを向かせ、さくらのお腹を満たしてあげると、抱っこして優しくトントンと背中を叩く。

「けふっ」

　かわいらしい見た目にそぐわぬ立派なげっぷをしたさくらは、またうとうとと目を閉じ始める。

「代わる」

「うん、ありがとう」

　愛おしそうにさくらを抱っこする怜士は、もうすでに娘を溺愛するパパの顔になっている。

「仕事大丈夫だったの？　来月にはもう生徒さんの募集始まるんだよね？」

　ワークショップから『ひなクラス』の方向性がしっかりと固まり、怜士が目指した通りの方針の教室が、来年の四月からオープンする。

　まずは都内の五カ所に絞って開始し、軌道に乗れば徐々に数を増やしていくらしい。

　この幼児教室『ひなクラス』を皮切りに、未就学児向けの通信教材や託児所の開設など、幅広く事業を展開していく予定で、幼児教育事業部の部長を務める怜士は多忙を極めている。

「あぁ、問題ない。池田が『今どき男性だって育休を取るべきだ』って息巻いてた」

「ふふっ、それ私にも言ってた。『ちゃんと麻生くんにも育児させるのよ』って」

　奈美ちゃんとは定期的に連絡を取り合うくらい仲良くなり、産後二日目にはお見舞いにも来てくれた。今や彼女はひとつの教室を任される主任という立場になり、バリバリ働いているらしい。

「さすがにひと月は無理だけど、今週は休みが取れた。その後は定時に帰れるようにするから」

「ありがとう。でも忙しいんだし、無理しないでね」

「無理はしてない。できる限り陽菜と一緒にさくらの成長を見守りたいんだ。もちろん、仕事も疎かにはしない。やりたいことはまだまだあるしな」

　そう言って瞳を輝かせる怜士の脳裏は、次なる事業のことでいっぱいなのだろう。

　楽しそうに仕事の展望を語る彼は、私に初めて恋心を教えてくれた頃の彼とまったく変わっていない。

「次は通信教材とタブレット学習だな。さくらが楽しいって思えるものを作るからな」

　腕の中ですやすやと小さな寝息を立てている娘に話しかけている怜士を見つめると、胸の奥から愛しさが泉のように際限なく湧いてくる。

　いつか、さくらが『ひなクラス』に通う日が来たりするのだろうか。

「帰ろうか、陽菜。俺たちの家に」

「うん」

　そんな日が来たら、彼女に教えてあげたいと思う。

　さくらの名前に込められた、パパとママの初恋の物語を。




end
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愛を込めた手紙をあなたに




「うーん、派手じゃないですかね？」

　鏡に映った自分を見つめ、笑顔で後ろに立っている美容師さんに確認する。

　普段自分でする三倍の時間をかけて施されたパーティーメイクは、濡れたようなツヤ感のある肌と、光を反射して輝くダスティピンクのラメがポイントだそう。

　確かにいつもよりも肌に艶があり、華やかに見える。

　メイクに合わせて髪も緩くアップにして、以前軽井沢で購入したサクラソウがモチーフのヘアアクセサリーをつけてもらった。

「ヘアメイクもドレスも大変よくお似合いです。きっと久しぶりに会うご友人様は驚かれますよ。もちろん、ご主人様にも惚れ直していただけると思います」

「ありがとうございます」

　自信満々に頷く彼女が言った通り、今日は高校の同窓会。同級生には千花のようにずっと付き合いのある親友もいれば、卒業以来久しぶりに会う友人もいる。

　小学校から大学まで一貫校だった母校の同窓会には、これまで出席したことがなかった。それはもちろん、怜士との再会を避けていたから。

　だけど、今年からは夫婦揃って出席できる。

　鏡の中の私は嬉しさに緩んだ表情をしていて、慌てて頬にきゅっと力を入れた。

　プロに太鼓判を押してもらい安心した私は、もう一度お礼を言って会計を済ませると、ガラスの扉を押して店の外に出た。

　歩くたびにふわふわ広がるドレスは、先週千花と出かけた時に買ったもの。

　怜士は『俺が選びたい』と言っていたけど、久しぶりに女子会を兼ねてのショッピングがしたかったので、『当日までのお楽しみ』と断った。

　互いにベビーカーを押しながらドレスショップを巡るのは大変だったけど、あれこれ意見を言いながらの買い物は楽しかったし、納得のいくドレスを購入できた。

　深いブルーのＡラインワンピースは胸元と袖の部分が繊細な刺繍入りのレースになっていて、背中は細い紐で編み上げたデザインがかわいく、若干の肌の露出があるものの、お気に入りポイントだ。

　さくらを産んでからは、こうしてオシャレをして出かける機会がなかったので、久しぶりにドレスアップしてヒールで歩くのが、なんだか気恥ずかしい。

　サロンの階段を下りきって歩道に出ると、ガードレールに腰かけながらスマホを見ている怜士が、こちらに気付いて顔を上げた。

　彼もパーティー仕様のスタイリングで、英国紳士のようなスリーピースのスーツ姿は、行き交う女性がつい視線を送ってしまうほど魅力的だった。

　怜士は一瞬驚いたような顔をして、すぐに目を細めてこちらにやってくる。

「予想以上に綺麗で、ビックリした。すごくかわいい」

「ありがとう。派手じゃないかなって思ったけど、大丈夫？」

「このまま誰にも見せずに、家に連れ帰って抱きたいくらいだ」

「……バカ」

　さくらが生まれてからも、怜士の愛情表現は留まるところを知らない。これ以上道端でドキドキさせられないよう、腕をぺしっと叩いて、すぐに話題を変えた。

「さくらは？　いい子にしてた？」

　生後八カ月になったさくらは、ずり這いを覚え、手に持ったものをなんでも口に入れてしまう時期で目が離せない。

「あー」とか「うー」と意味のわからないおしゃべりがたまらなくかわいい一方、泣き声も大きくなり、抱っこしてあやしても反り返ってギャン泣きするのが何十分も続くと、こちらもぐったりしてしまう。

　後追いも始まり、ママである私でないと泣きやまないこともあるので、こうして何時間も離れていると、大丈夫かなと不安になる。

「おむつも着替えも多めに準備したし、お気に入りのおもちゃも渡してきた。母さんだって一応子育て経験者だから大丈夫」

「そうだけど。ひと晩預かってもらうなんて初めてだから」

　年明けに来た同窓会の知らせに、怜士は絶対にふたりで出席しようと言って、さくらをお義か母あさんに預かってもらえるよう話をしてくれた。

　お義母さんも『せっかくだし、ゆっくり楽しんでいらっしゃい』と諸手を挙げて引き受けてくれて、さくらのお世話に慣れるため、最近は頻繁に我が家に顔を見せに来ていた。

　熱心に育児書を読み、『昔と随分、育児の常識が変わったのね。気を付けないと』と知識をアップデートしながら、さくらのことを考えてくれる様子は頼もしく、とてもありがたい。

「心配いらない。今日は息抜きだと思って楽しめばいい」

「うん。ありがとう」

　お言葉に甘えようと隣を見上げて微笑むと、怜士は満足げに頷いた。

　車を走らせること、十分。

　到着したホテルのロビーを抜けて、母校の同窓会の案内が出ているフロアへ進む。

　受付を済ませ、ノンアルコールのウェルカムドリンクをもらって中に入ると、壮大なスペースに重厚な装飾の施された華やかな会場で、想像以上に大きな規模だと驚いた。

　クラス単位ではなくひと学年が一堂に会するので、納得の広さだ。

　立食形式らしく、中央の大きなテーブルには色とりどりの料理が並んでいる。

　多数配置された丸テーブルにはシックなシャンパンゴールドのテーブルクロスがかけられ、シャンデリアの光を受けて鈍く輝き、すでに大勢の人がグラスを片手に話に花を咲かせていた。

　周囲をぐるりと見回すと、私たちが到着したことに気付いた千花がこちらにやってきた。

「陽菜！　麻生くんも、こんばんは」

「あぁ、久しぶり」

「千花、ドレスかわいい。その色にして正解だったね」

「えへへ、陽菜も。麻生くん、このドレス私が勧めたの。いい仕事したでしょう？」

　一緒にドレスを選んでくれた千花が怜士に問いかける。

「かわいいけど、背中開きすぎじゃないか？　他の男に見せたくない」

「怜士！」

　人前だろうと臆面なく独占欲の滲んだ発言をされ、私は慌てて彼を制した。

　いくら気心の知れた千花の前とはいえ、恥ずかしいものは恥ずかしい。

「ふふ、ごちそうさま。みんなあっちにいるよ。麻生くん、陽菜連れてってもいい？」

「ああ。じゃあ陽菜、後で」

「うん」

　せっかくの同窓会だし、久しぶりに女同士、積もる話もある。

　怜士も察してくれたのか、会場内では別行動を取ることにした。




「あ、陽菜！　久しぶりー！」

　笑顔で同級生に迎えられ、懐かしい顔ぶれに心が弾んだ。

「陽菜ってば、まったく同窓会に顔出さないんだから！」

「本当だよ。でも会いたかったから嬉しい」

　口々に再会を喜んでくれる友人たちと、ひとりずつハグを交わす。

「ごめんね、ありがとう。私も会いたかったから嬉しい！」

　ひとしきり挨拶を終えたところで、ちょうど代表幹事の男性が壇上に上がり、開会宣言と今日のプログラムを簡単に説明してくれる。

　確か、怜士と仲の良かった斎さい藤とうくんだとぼんやり思い出す。

　全員で乾杯を済ませると歓談タイムに移り、私たちもお互いの近況報告などおしゃべりが途切れることがない。

　それから、先生方のスピーチや三年時のクラスごとの写真撮影、当時の写真のスライドショーなどが行われ、同窓会は大いに盛り上がった。

　再び歓談タイムになると、二十代も後半に差しかかり、やはり話題の中心は仕事や恋愛のこと。

　みんなで取ってきた料理をつまみながら、女子トークは徐々にヒートアップしていく。

「結婚一番乗りは千花だったか。早かったよね、大学卒業してすぐ？」

「うん」

「じゃあもう結婚して四年？　なのにまだラブラブで会場まで送ってきてくれるんだ！　羨ましい」

「あはは、見られてた……」

　からかわれた千花が恥ずかしそうに笑った。確かにあの颯真さんなら、かわいくドレスアップした千花をひとりで歩かせるなんてしなさそう。

「中学まではてっきり陽菜と麻生くんが真っ先に結婚すると思ってたけど……」

「麻生くんが急に拗こじらせて冷戦状態になってたもんね」

　みんな小学校からの付き合いで、私と怜士が仲が良かった頃から関係性が壊れた時までずっと近くで見てきている。

　高校時代の怜士の噂を知らない子はおらず、私は肩を竦めた。

「やっと去年結婚して、子供も生まれたんでしょ？」

「おめでとう！　ようやく麻生くんも素直になったのかー」

「うん、ありがとう」

　いつか彩佳先輩も同じようなことを言ってたなと思うと、意外と怜士の気持ちを知っていた人は多いのではと苦笑が漏れる。

「今日子供は？　写真見たいなー」

「麻生くん、ちゃんとパパしてるの？」

　次々と飛び出してくる質問に答えながら、私はクラッチバッグからスマホを取り出して、さくらを抱っこする怜士の写真を見せた。

「今日はお義母さんに預かってもらってるの。怜士はすごくいいパパだよ。なんなら寝かしつけとか私より上手」

「わー！　かわいいね！」

「さすが麻生くんと陽菜の娘だわ。将来美人間違いなしじゃん」

「お雛様との写真、かわいいー！」

　今月が初節句だったから、袴っぽく見える服を着せたさくらと、怜士のご両親が気合を入れて贈ってくれた大きな雛人形を一緒に撮った写真を待ち受けにしている。

　みんなで写真を見ながら盛り上がっていると、隣のテーブルから甲高い声が聞こえてきた。

「えー！　本当に結婚したの？　信じられない」

「だよね。政略結婚なんて、完全にビジネスで愛はないじゃん」

「よく一緒に来れるよね、今日も完全別行動っぽいのに。仮面夫婦ってバレるの恥ずかしくないのかな」

　私に聞こえるように声を潜ませずに話しているのは、高校からの編入組の元同級生。

　学生時代もよくああして三人で固まって、私に聞こえよがしに罵詈雑言を浴びせてきた人たちだ。

　当時は怜士の噂を鵜呑みにし、彼の私に対する冷たい態度も相まって、彼女たちの言葉に傷ついていたけれど、今はなにを言われてもなんとも思わない。

　むしろ、まだあんな学生みたいなことをしているのかと呆れる気持ちが先に立つ。

　千花や他の友人たちも同じ気持ちなのか、せっかく楽しかった場面に水を差され困惑気味だ。

「陽菜……」

「気にしない方がいいよ。あの子たち、麻生くんに相手にされなかったのが悔しいだけだから」

「ありがとう。大丈夫、気にしてないよ」

　そんな会話をしている間も、彼女たちの攻撃はなかなか終わらない。

「家柄がいいって得だよね。それだけでイケメンと結婚できるんだから」

「えー？　でも愛されないんだよ？　女として終わってるじゃん。跡継ぎ産むだけの道具的な」

「っていうか、子供自慢のマウントとかウザくない？　写真見せられたところで、だから？って感じ」

「わかる！　誰が他人の子供に興味持つのっていうね」

　他人を貶める会話で笑う彼女たちの声が、会場内に醜く響く。

　周囲からも何事かと注目を集めているのだけど、私を貶したいだけの三人はそれに気付かない。

　久しぶりの同窓会で、近況報告として自分の子供の話をしている人もいるだろう。

　ヒソヒソと私の悪口を言うだけならともかく、関係のない人を巻き込んで嫌な思いをさせるのは避けたくて、さすがに三人組に注意をしにいこうかと思った瞬間。

「陽菜」

　聞いた人間すべてが虜になってしまうかのような、甘く柔らかな声で名前を呼ばれて振り返る。

　英国紳士のようなグレンチェックのライトグレーのスリーピースに、胸元には鮮やかなブルーのネクタイとチーフ、ベルトと革靴はキャメルで全体的にシックな印象の装いの怜士は、この広い会場でも移動するだけで人目を引く。

　それは一緒にいた友人や三人組も例外ではなく、隣のテーブルでは黄色い声こそあげないが、色めき立っているのがわかる。

　怜士はそんな彼女たちには目もくれず、真っすぐにこちらへ歩いてくると、「疲れてないか？」と私の腰を抱いて寄り添った。

　学生時代の怜士とは明らかに違う距離感は、この場の雰囲気を蕩けるような甘さで包んでしまっている。

「ううん、大丈夫だけど。どうしたの？」

　同じテーブルにいる千花や友人たちの生暖かい視線が恥ずかしく、少しだけ身体を引いて顔を見上げた。

「斎藤が、サプライズがあるから陽菜と一緒にいろって」

「斎藤くんって、幹事の？」

　なんのことかと訊ねてみたけど、怜士も詳しい話は聞かされていないそう。

　よくわからないけれど、彼がここに来たことで隣のテーブルは静かになったようだし、まぁいっか。

　チラリと隣を伺うと、悔しそうにこちらを睨んでいるのが見えた。

　きっと彼女たちが言っていた『仮面夫婦』にはとても見えないだろう。

　ちょっと気分いいな、なんて思ってしまう私は、わりといい性格をしていると思う。

「久しぶり、麻生くん」

「結婚おめでとう」

「あぁ、ありがとう」

　ニヤニヤと友人たちに意味深な笑みを送られながら、しばらく一緒に待っていると、司会を務める幹事の斎藤くんが、マイク片手に壇上に上がった。

「えー、ご歓談中ではありますが。ここで、以前盛り上がった『将来の自分への手紙を勝手に代読コーナー』をもう一度行いたいと思います！」

　――『将来の自分への手紙を勝手に代読コーナー』？

　斎藤くんの言葉に、会場がざわめきながらも盛り上がる。

　意味がわからなくて首を傾げていると、友人たちが小声で笑いながら教えてくれた。

「覚えてない？　高三の時、五年後の自分に手紙書いたの」

「前々回の同窓会の時だったかな、担任の先生が持ってきてくれて、それぞれ配られたんだけど、抽選で五人ランダムに選ばれて、司会者がみんなの前で読むっていう地獄の羞恥プレイ」

「そうそう、事故ってる手紙もあったりね」

「なに、事故ってる手紙って……」

　聞きたいような、聞きたくないような。

「四組の子が当時付き合ってる彼女のこと書いてたけど、もう別れてたの。一瞬、会場中が凍りついてたわ」

「うわぁ……それは事故」

「もちろん司会者の子が気を利かせてその後フォローもしてたから、すぐに笑いになったけどね。反対に『大学在学中に起業する』って書いてた子が実現してたっていうのもあったり、すごく盛り上がったんだよ！」

「でももうみんなの手に行き渡っちゃったし、もう一度ってどうするんだろう？」

　確かに盛り上がりそうだけど、読まれた本人は恥ずかしかっただろうな。

　言われてみれば高校三年の秋、受験の息抜きにと先生から言われて、将来の自分への手紙を書いた覚えがある。

　五年後、社会人の自分がどうなっているか、どうなっていたいのか、今の自分はこんなことで悩んでいるなど、好きに書いていいと言われて、保育士になる決意と政略結婚を断ってみせるという意気込みを書き殴った気がする。ちゃんと覚えてないけれど。

　とても怜士には見せられないなと心の中で笑っていると、口々に説明されたのを聞いていた彼が「あいつ、まさか……」と眉間に皺を寄せた。

「怜士？」

　疑問に思って顔を覗き込んだところで、斎藤くんが「時間がないので、おひとりだけですが……」と早速ポケットから手紙を取り出している。

「こちらは、今までまったく同窓会に顔を見せなかった、元三年六組、麻生怜士くんの手紙です！　僭越ながら僕が代読させていただきます！」

　真っ白な封筒を持った片手を高く掲げて宣言すると、会場中から割れんばかりの歓声が沸き起こった。

「えっ？」

　呼ばれた名前に驚き、視線を壇上の斎藤くんに向ける。

　彼が封筒から便箋を取り出すと、会場は水を打ったように静かになった。

「『五年後の自分へ。きっと特に今と変わっているところはないと思う。大学で学んだことを活かし、ＡＳＯホールディングスへ入社して、父の後を継ぐべく研鑽を積んでいるだろう。ずっと夢だった幼児教育事業への参入を果たすよう、頑張ってほしい。それから』」

　怜士らしいシンプルな手紙に聞き入っていると、代読している斎藤くんが「ブブッ」と吹き出すように笑った。

　そんなに笑えるようなことを書くタイプじゃないと思うのに、いったい続きになにが書いてあるんだろう。

　疑問が浮かんだのと同時に、隣に立つ怜士から小さな舌打ちが聞こえた。

「失礼しました。続けます。『それから、父から言われた結婚の話を絶対に反故にされないよう、全力で陽菜をつかまえにいくこと。あいつがいないと、俺の夢は完成しない。約束の二十五歳まで今からだとあと七年。これを読んでいる頃にはあと二年。陽菜が俺と結婚してもいいと思うくらいの男になっていると願う。平成二十七年十月九日　麻生怜士』」

　斎藤くんが手紙を読み切ると、耳が痛くなるほどの静寂が会場を包んだ。

　誰もが壇上の斎藤くんから私の隣りにいる手紙を書いた本人に視線を移し、一挙手一投足を見逃さないよう、固唾を飲んで見守っているのが伝わってくる。

　怜士はそれをわかっているのかいないのか、大きく肩を上下させながら肺の中の空気をすべて吐き出すと、斎藤くんに向かって「おい」と声をかけた。

「聞いてないぞ」

「言ってないもん。いやー、怜士らしい手紙だったな」

　声を張り上げたわけではないけれど会場中に響く怜士の声に、斎藤くんは怯むでもなく、マイクを持ったまま笑い声をあげた。

「えー麻生くんは手紙にあった通り、会社の後継者として正式に指名され、いよいよ幼児向け教室をオープンさせるそうです！　さらに念願だった霧崎陽菜さんとの結婚も果たし、お子さんも生まれました。公私共に順風満帆で幸せいっぱいの麻生くんに、みなさん拍手をお願いしまーす！」

　斎藤くんの茶化した司会ぶりに、静まり返っていた会場が大いに沸き、拍手と共に祝福の声や指笛まで飛び交った。

　怜士本人は至って普通にしているし、同じテーブルにいた千花や友人たちも満面の笑みで拍手を贈ってくれるけど、私はとてもじゃないけど顔を上げられない。

　尋常じゃないほど頬が熱い。熟れすぎたリンゴよりも赤くなっている自覚がある。

「とんでもない巻き込み事故……」

　俯きながら呟くと、クスッと笑い声が聞こえた。

「陽菜、耳まで真っ赤」

「なんで怜士はそんな平然としていられるの……」

　両手で顔を覆って小さくなっていると、いつの間にか壇上から下りていた斎藤くんがやってきて、怜士に手紙を渡した。

「どうだった？　過去の自分からの手紙」

「内容はともかく、勝手に人の手紙を読む企画はどうかと思うぞ」

「前回も読まれた本人はみんなそう言ってたな」

「それなら改善しろよ」

「だって絶対盛り上がると思ったし。霧崎さんだって聞けてよかったでしょ？」

　悪びれず私にも話を振ってくる斎藤くんは、当時からこうして怜士とつるんでいたのか、睨まれても意に介していなさそう。

「えっと……」

　本当はずっと私を想っていたと聞いてはいたけれど、こうして当時の手紙で怜士の気持ちを確認できたのは、正直に言うとすごく嬉しい。急に冷たい態度を取られ、苦しくて辛かった高校生の頃の自分に聞かせてあげたいくらい。

　とはいえ、こんな大勢の前である必要はなかったのだけど。

　私が口ごもっていると、怜士が代わりに斎藤くんに答えた。

「俺たちを政略結婚だ仮面夫婦だって言うやつもいるみたいだし、バカげた噂を払拭できたならよかったかもな」

「え？」

「俺は昔から陽菜しか好きになったことはないし、ビジネス関係なく陽菜だけを愛してる。こんなところで品のない話をしてるなんて、〝女として終わってる〟のはどっちか、考えなくてもわかるけど」

　思わぬ言葉を耳にして彼を見上げると、その視線は隣のテーブルを睨みつけていた。

　怜士の声が聞こえたんだろう。私に向かって声を潜めずに悪口三昧だった三人組は、真っ青な顔をして俯いている。

　そんな彼女たちに、怜士は冷たい声で言い放った。

「次に陽菜を貶めるような発言をしたら、いくら女性だろうと許さない」

　学生時代から憧れていたであろう怜士本人に聞かれているとは思わず、さらにそれを咎められてしまえば、小さく震えながら俯き続けるしかできないだろう。

　学生時代ならともかく、今の私は彼女たちになにを言われたって傷ついたりしない。

　それは、怜士が私に惜しみない愛を注ぎ続けてくれているから。

　私は怜士のジャケットの袖を引っ張ってそれ以上言わないように嗜めると、話題を変えるように斎藤くんに話しかけた。

「私も同窓会に出席するのは初めてなんだけど、手紙って誰が持ってるのかな？」

「あぁ、俺たち幹事会が預かってるよ」

「本当？」

　てっきり『後で渡すね』と言ってもらえるのかと思いきや、彼はニヤリと策士な顔で微笑んだ。

「次回の同窓会も、また夫婦で出席してね？」

「え？」

「手紙を渡すのは、その時にってことで」

「えぇっ？」

　まさか、次は私の手紙を読む気でいる？

「じゃあ、俺次の進行あるから。最後まで楽しんでいってね」

「あっ、ちょっと待って、斎藤くん！」

　私の必死の制止も聞いてくれず、彼は颯爽と去っていってしまった。

「ええー……」

「諦めろ。ああいう奴だ」

「そんなぁ」

　ガックリ肩を落としていると、怜士が可笑しそうに笑った。

「ある程度なにを書いたのかは想像できるな。保育士になってる自分への激励と、俺との結婚を破談にするための決意表明ってところか」

「うう……」

　図星すぎてぐうの音も出ない。

　あんな愛の告白みたいな手紙を聞かせてもらい、悪口を言われていたのを庇ってくれたというのに、私からはなにも返すことができないなんて、申し訳なさに身の置きどころがなかった。

「ほら、そんな顔するな」

「だって……」

「主役がそんな顔だと、周りも困るだろ」

「主役？」

　意味がわからずに首を傾げると、怜士が視線で私のうしろを示した。

　疑問に思いながら振り返った瞬間、パーンという大きな破裂音と共に、カラフルな紙吹雪が目の前でヒラヒラと舞う。

「陽菜、お誕生日おめでとうー！」

　突然のことに理解が追いつかず、驚きすぎて固まってしまった。

「……え？」

「あはは！　サプライズ大成功！」

「陽菜、めっちゃびっくりしてる」

　クラッカーを鳴らしてお祝いをしてくれた友人たちが笑いながらパチパチと拍手をする中、頭にのっていた紙吹雪を摘んで取ってくれた千花は満足そうに微笑んでいる。

「麻生くんがね、同窓会の二日後が陽菜の誕生日だから、内輪だけでいいから祝ってやってほしいって連絡してくれたの」

　色とりどりのフルーツでデコレーションされた二段のバースデーケーキを、ホテルのスタッフさんが私の前まで持ってきてくれる。

「このケーキも麻生くんが手配してくれたんだよ」

「怜士が？」

　振り返って彼を見上げると、少し照れくさそうに視線を逸らしながら「まぁ……」と口を開いた。

「過去の同窓会に出席させてやれなかったのは、俺のせいだから」

「そんなこと……」

　同窓会に出席してこなかったのは、怜士との再会を避けていたから。

　でもそれは私の都合であって、決して怜士のせいではないのに。

　そう伝えたくても、胸がいっぱいで言葉が出てこない。

　ぶんぶん首を横に振っていると、怜士が私の頭にぽんと手を添えた。

「誕生日も近かったし、初めての同窓会を楽しい思い出にしてやりたかった」

　驚いて、嬉しくて、幸せで、込み上げてくる涙をこらえることができなかった。

「怜士……」

「ほら、陽菜。ろうそく消して」

　彼に促され、ケーキの上のろうそくにふっと息を吹きかけると、オレンジ色に揺らめいていた炎が消えた。

　涙で歪む視界で周りを見回せば、「おめでとう」と笑顔を向けてくれる友人たちと、満面の笑みで私を見つめている怜士がいる。

　この人は、どこまで私のことを考えてくれているんだろう。

　どれだけ私の心を奪っていくんだろう。

　結婚してある程度時間が経ったり、子供を産んで家事に育児に手一杯になったりすると、互いに異性として見られなくなる夫婦もいると聞く。

　夫や妻というより、子供の父親や母親として接しているうちに、いつの間にかそうなってしまうらしい。そんな夫婦が悪いわけではない。

　私の両親のように冷え切った関係でない限り、異性として見れなくとも家族の愛情で結ばれているのなら、それはそれで素敵だと思う。

　だけど、怜士はいつまでも私をひとりの女性として扱ってくれる。

　さくらの母親ではなく、怜士の妻なのだと自覚させてくれる。

　昨日より今日、今日より明日、与えられる愛は日毎に増していく。

　それが私にとってどれだけ嬉しいか、どのくらい幸せか、彼はわかっているのだろうか。




「この部屋……」

　その日の夜、怜士が今日のために予約してくれていたのは、ホテルアナスタシアのインペリアルスイートルーム。

　約三年前、私達が再会した日に訪れた場所だ。

　部屋に上がる前にさくらを預かってくれているお義母さんに連絡を入れると、いい子に離乳食を全部食べたし、お風呂もご機嫌だったそう。

　寝かしつけは多少泣かれたものの、今はぐっすり眠っているとのこと。

　今夜はこのまま夫婦水入らずで楽しんでくるようにと、ありがたいお言葉をいただいた。

「陽菜にとっては最低な思い出の場所だよな」

　自嘲気味に笑った怜士に、私はゆっくり首を横に振ってみせた。

「もう忘れた」

　あの日はまだ互いに思い違いをしていて、気遣いをする以上に自身の願望を遂げようと必死だった。

　それは怜士だけでなく、なんとしても結婚を破談にしようとしていた私も同じ。

「前に来た時は、ゆっくり部屋の中を見られなかったから嬉しい」

　部屋の奥にある大きな窓ガラスからの眺望は、昼間も素晴らしい景色だっただろうけど、あの時はそれどころではなかった。

　今目の前に広がるのは、まさに宝石箱をひっくり返したようと形容するのに相応しいきらびやかな夜景。

　ゆっくりとその眺めを堪能しようと窓の方へ足を進めたのを、怜士に引き止められる。

「怜士？」

「悪いけど、今夜も部屋の中をゆっくり見る余裕は与えてやれない」

　そう言うが早いか、彼は私を抱き上げ、ベッドルームへと向かう。明かりをつけていない部屋は薄暗く、天蓋のレースの白だけがやけにはっきりと見えた。

　怜士は私をベッドにゆっくり横たわらせると、ヒールのパンプスを丁寧に脱がせ、足の甲にキスを落とす。

「や、ダメッ！　シャワーもまだなのに……」

　慌てて足を引いたけれど、そのまま覆いかぶさってくる怜士に止まる気配はない。

　額や頬に軽いキスを落とされ、首筋や鎖骨に舌を這わされれば、唇へのキスが欲しくなってねだるような視線を向けてしまう。

　ベッドに膝をついた状態でスーツのジャケットとベストを脱ぎ捨て、ネクタイを緩めると、私の願いを叶えるようにふわりと唇を重ねた。

　それから私の肩を掴んでうつ伏せにくるりとひっくり返すと、焦らすようにゆっくりと背中の編み上げの紐をほどいていく。

「いろんな男が見てた。陽菜の背中」

　うなじから腰にかけて肌があらわになっていくのが、触れる空気の感触でわかる。

　その部分に唇が寄せられるたびに身体が跳ね、クスッと笑う吐息にさえ敏感に感じてしまう。

「俺のものだ。誰にも見せたくない」

　独占欲を感じさせる言葉に喜びを覚え、身体だけでなく心まで蕩かされていく。

「うん。私はずっと怜士だけのものだよ」

「陽菜」

　産後、まったくないわけじゃないけれど、こんな風にゆっくりとキスを交わし、焦らされながら愛される時間が減っていた。途中でさくらの泣き声が聞こえるなんてこともあり、残念に思いながら互いに肩を竦めた夜もある。

　だけど今日は、提案してくれた怜士やお義母さんに甘えて、この時間を堪能したい。

　そんな思いが、いつもより私を大胆にした。

「ね、私も……怜士に触れたい」

　同窓会で悪口から守ってくれたり、サプライズで誕生日を祝ってくれたり、私ばっかり怜士からの愛情をもらっている気がする。

　普段は恥ずかしくてなかなか素直に表現できないけれど、私だって負けないくらい彼を愛しているのだ。

　覆いかぶさられていた体勢を入れ替え、怜士の膝の間にちょこんと座る。

　私の発言の意図を察した彼はぎょっとした顔でこちらを見たけれど、特に断られなかったのでそのまま彼のベルトに手をかけた。

　知識としてあるだけで一度もしたことがないけれど、わからないなりに彼の反応を見ながら手や唇で愛撫を施す。

「はっ……陽菜……」

　怜士の濡れた吐息で感じてくれているのだとわかり、そのまま続けていたところを起き上がらせられた。

「怜士？」

　脚の間から彼を見上げると、眉間に皺を寄せた表情のまま「攻守交代」と言って私を押し倒す。

　潤んだ瞳で見上げた私を見て、ごくりと喉を鳴らしたのがわかった。

「いつ、そんな煽り方覚えた？」

「……煽られてくれた？」

「お前、今夜は眠れると思うなよ」

　噛みつくようなキスと、いつもよりも少し乱暴な手つきが、彼の余裕のなさを表していて嬉しい。

　編み上げの紐を解ききったドレスはベッドサイドに放られ、下着の上から胸の膨らみに触れられる。

『もう忘れた』なんて怜士には言ったけれど、この天井の柄には見覚えがあった。

　あの時はただ怖くて悲しいだけだったけれど、今はこんなにも幸せな気分で怜士と抱き合っている。

「ん……あぁっ」

「今日は俺しかいない。存分に啼いてくれていいぞ」

「や……ぁ、んんっ」

　いつも声を押し殺してしまうのは、さくらのこともあるけれど、単純に自分の甘い声が恥ずかしいから。だけど、今日は怜士に導かれるまま快感を享受する。

「あ、ん……、あぁっ」

「かわいい。陽菜、その声もっと聞きたい」

　耳元で囁く怜士の吐息は熱く、私を強く求めてくれているのだとわかって胸が高鳴る。

　もう彼の指や唇が触れていないところがないくらい全身を愛され、なにも考えられない。

「れい、じ……」

「もう欲しいか？」

「ん、早く……」

「俺も、限界」

　怜士に貫かれると、それだけで目の前が真っ白に弾けた。

「陽菜、愛してる」

　聞こえた声に返したくても、絡めた舌は痺れて言葉を紡ぐことができない。

　箍が外れたような怜士に何度も揺さぶられ、我を忘れるほど彼に溺れ、快楽の淵に落ちていく。

　結局、私が見た窓の外の景色は、紫とピンクの綺麗なグラデーションの空と、高層ビル群の隙間をオレンジ色に染める朝焼けだった。




　翌日、怜士の実家へさくらを迎えに行くと、お義母さんに抱っこされた彼女は背中をエビのように反らせて大号泣しているところだった。

「ごめんなさいね。ゆっくりしてきてとは言ったものの、今日は朝からご機嫌ななめでずっと泣いちゃってて」

「いえ、こちらこそご迷惑をかけてすみません。ありがとうございました。さくら、おいで」

　申し訳なさそうに謝るお義母さんから泣きわめく怪獣のような娘を引き取ると、さくらは私の胸元にぐりぐりと額を押しつけてくる。

　そのままひっくひっくとしゃっくりを繰り返し、涙いっぱいの瞳でジッと私を見つめると、今までギャン泣きしていたのが嘘のように、にこーっと笑顔を見せた。

「いーっ」と下の前歯二本だけ生えているのを見せつけるような笑い方は本当に愛らしく、見ている人すべてを和ませる力を持っていると、親バカながら感じている。

「あらあら、やっぱりママには敵わないわね」

　あっさりと泣きやんださくらに、お義母さんは笑いながらさくらのお泊まりバッグを怜士に渡す。

「カバンに、昨日食べたものやオムツを替えた回数を書いたメモを入れてあるから」

「ありがとう、母さん。助かったよ」

「ふたりとも、楽しめたの？」

「はい！　最高の同窓会でした」

　そう答えて、同意を求めるように隣の怜士を見上げると、彼も嬉しそうに目を細めた。

「父さんは？」

「ふふっ、さくらちゃんと離れるのが名残惜しいから見送りはしないって」

「なんだそれ」

　呆れたように笑う怜士だけど、私はお義父さんにもさくらをかわいがってもらっているのだと嬉しく感じた。

「今朝はこんなに泣いてるけど、昨日は本当にぐずらずいい子だったのよ。またいつでも預かるから、ぜひ頼ってね」

「ありがとうございます」

　もう一度改めてお礼を伝えてから、私たちは自宅に帰ってきた。

　さくらは抱っこを代わってくれた怜士の胸の中で「すぴー、すぴー」と鼻息を鳴らしながらぐっすりと眠っている。

「ふふ、かわいい」

「泣き疲れたんだろうな」

　半開きの口からよだれが垂れているのすら愛おしい。

　怜士はさくらをベビーベッドにそっと横たわらせ、ガーゼで口元を拭うと、私が座るソファの隣に腰を下ろした。

　肩を抱き寄せられ、私は素直に頭をもたれかけさせる。

「ありがとう、怜士」

「ん？」

「同窓会。本当に楽しかったし、嬉しかった」

　久しぶりの友人に会えただけでなく、日々感じている怜士の愛情の深さを、さらに実感することができた。

「ねぇ。あの手紙、私にくれる？」

　高校時代の怜士の気持ちを証明する十年前の手紙をねだると、彼は意地の悪い顔で笑った。

「次回の同窓会で読まれる陽菜の手紙と交換な」

「えっ、そんなぁ……」

　私の情けない顔と声がよほど可笑しかったのか、ククッと喉で笑った。

「なにが書いてあってもいいんだ。あの頃の陽菜とはほとんど接点がなかったから、高校生の頃の陽菜を感じられるものが見たい」

「怜士への罵詈雑言でも？」

「甘んじて受け入れるよ」

　どこまでも大きな愛で包んでくれる怜士に、私はある決意を胸に秘め、自分から唇を寄せた。

「ねぇ、後で買い物に付き合ってくれる？」

「あぁ、もちろん。なにを買うんだ？」

「ふふっ、かわいい便箋！」




【五年後の私へ

　今日は私の二十七歳の誕生日でした。月曜なのに休みを取ってくれていた怜士とさくらと三人で大きな公園に出かけて、夜には怜士の手料理でお祝いをしてもらいました。覚えてる？

　五年後ということは、さくらはもう幼稚園の年長さんになってるんだね。ひなクラスには通っていたりするのかな？　もしかして、さくらに妹か弟がいたりする？

　こんな風に、怜士との結婚生活を楽しんで幸せいっぱいに過ごせるなんて、高校生の頃の私には想像もできなかった。

　今こんなにも幸せなのは、全部怜士のおかげ。怜士の奥さんとして恥ずかしくないよう、女性としても母親としても、魅力的な女性を目指して努力し続けようと思います。

　隣で一緒に読んでる怜士に、大好きって伝えてね。二十七歳の陽菜より】




end










あとがき




　こんにちは。蓮美ちまです。

『婚約解消するはずが、宿敵御曹司はウブな許嫁を愛で尽くす～甘くほどける政略結婚～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　まさかこんなに早く二冊目を出版していただけるとは思わず、とても驚いていると共に、ありがたい気持ちでいっぱいです。

　今作のヒロインは、子供の頃から決められていた許嫁と互いの誤解からすれ違い、絶対に婚約破棄してみせると意気込む、気の強い女の子。

　私は儚げなヒロインよりも、陽菜のような意志のハッキリとした子を書くのが好きなので、部屋にチャイルドロックをつけるシーンなんかはとても楽しかったです。

『激情に目覚めた御曹司は、政略花嫁を息もつけぬほどの愛で満たす』とリンクさせているので、作中の年表を作り、見比べながら書きました。前作を読んで下さった方には、怜士がなぜ高校時代に『学年一の遊び人』と言われるようになってしまったのか、今作で納得していただけたのではないでしょうか。

　また、今作のお気に入りポイントは、当て馬ポジションの奈美ちゃん。

　彼女もまた気が強く、デキる系女子なのですが、吹っ切ったあとの彼女を書くのがとても楽しかったです。奈美ちゃんにも幸せになってほしい。

『奈美が任された教室で働く、子供や保護者には優しいけれど、奈美にはとても意地悪な俺様系腹黒保育士、星ほし野の太た一いち。そんな彼と酔った勢いで一夜を共にしてしまい、仕事中も太一を目で追ってしまう。今は恋愛よりも仕事を頑張ろうって決めたばかりなのに、彼は甘く迫ってきて……』なんて妄想も捗ります。

　最後になりましたが、今作もたくさんのアドバイスをくださり、出版できるようお力添えを下さった担当の若海様、鈴木様をはじめ、関わってくださった皆様に感謝を申し上げます。

　イラストを描いてくださったのはユカ先生。怜士の執着心のような独占欲が見える抱きしめ方が最高です。ありがとうございました。

　そして、この本をお手に取ってくださった皆様。本当にありがとうございます。

　また次回作でもお会いできますように。




蓮はす美みちま
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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